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Ⅰ 大学の現況及び特徴 

１ 現況  

（１）大学名  帯広畜産大学 

（２）所在地  北海道帯広市 

（３）学部等の構成 

   学部：畜産学部 

   研究科： 畜産学研究科 

   附置研究所：原虫病研究センター 

   学内共同教育研究施設：地域連携推進センター 

           畜産フィールド科学センター 

           動物・食品衛生研究センター 

   教育研究支援組織：附属図書館，保健管理センタ

ー，大学教育センター，全学

研究推進連携機構，イングリ

ッシュ・リソース・センター，

情報処理センター，放射性同

位元素実験室 

   技能教育組織：別科（草地畜産専修） 

   学部附属施設：動物医療センター 

（４）学生数及び教員数（平成22年５月１日現在） 

 学生数：学部 1,151人，大学院 149人 

   専任教員数：128人 

   助手数：0人 

２ 特徴 

  本学は，昭和16年に帯広高等獣医学校として創立し，

昭和24年に国立学校設置法により国立大学唯一の獣医

・農畜産系単科大学として設立された。以来，畜産学，

生命科学，食品科学など農業諸科学分野の増設，整備

・再編を行い，平成２年及び６年には，それぞれ岐阜

大学大学院連合獣医学研究科博士課程及び岩手大学大

学院連合農学研究科博士課程の構成大学となり，平成

18年には，我が国における緊急重要課題である「食の

安全確保」に関する獣医領域及び畜産領域の融合分野

による基礎研究開発，実践技術習得を目的とした食料

安全保障に貢献する高度人材育成のため，畜産学研究

科に畜産衛生学専攻博士課程を設置し，高度な専門職

業人や研究者の育成を担っている。 

  平成８年には，「地域共同研究センター」が設置さ

れ，民間機関等との共同研究など社会との連携を強化

してきた。そして平成12年には我が国の獣医・農畜産

系大学では唯一の全国共同利用施設「原虫病研究セン

ター」を設置し，最先端科学研究の分野で世界に向け

て着実に研究成果を挙げてきた。平成14年度に原虫病

研究センター教員を中心とした研究組織が，我が国の

生命科学領域において21世紀COEプログラム28研究拠

点に一つに選ばれている。原虫病研究センターは，同

プログラムにより推進した原虫病研究の成果が認めら

れ，平成19年にウマピロプラズマ病，ウマバベシア病，

スーラに関する，国際獣疫事務局（OIE）のリファレ

ンス・ラボラトリーに認定され，平成20年に原虫病研

究拠点としてOIEコラボレーティング・センターに認

定された。さらに，平成20年度には前述の21世紀COE

プログラムの評価・検証を踏まえ，本学の畜産学研究

科畜産衛生学専攻教員を中心とした研究組織が応募し

た「学際，複合，新領域」分野において，グローバル

COEプログラム12研究拠点の一つに選ばれた。また，

平成21年度に原虫病研究センターは，全国共同利用の

制度改革に伴い，共同利用・共同研究拠点として新た

に認定された。 

  平成20年には，「平成20年度大学改革」として，学

部段階における獣医領域及び畜産領域の融合教育の展

開を目的とした畜産学部の「学科制から課程制への変

更」，学部・研究科を通じた一元的な教員組織として

の「研究域の創設」等を実施し，教育研究組織の整備

・充実を進めている。 

  本学が立地している十勝地方は，我が国の食料基地，

循環型農畜産業の先進地域として発展することが特に

期待されており，本学が十勝にある試験研究機関と連

携を深めながら教員の基礎研究成果を学生たちが一緒

になって応用展開する実学重視の人材育成を展開し，

国内はもとより発展途上国の農畜産業に大きく貢献し

てきた。 

  本学の理念である人間と自然が共生する社会におい

て，「食の生産向上と安全性確保」を基本とする農畜

産物生産から食品衛生及び環境保全に至る一連の研究

教育を通じ，人類の健康と福祉に貢献することを目的

に，世界最高水準の獣医・農畜産学の学術研究拠点の

形成，国際的高度専門職業人の養成に向けた教育の充

実強化，地域や国際社会の発展に資する専門的知識技

術の移転を第1期中期目標に掲げ，大学全体の水準向

上・活性化を推進している。 
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Ⅱ 目的 

帯広畜産大学の基本的な目標 

 帯広畜産大学は，大学の目的として，教育基本法及び学校教育法に依りながら「帯広畜産大学学則 第１章 

総則（目的）第１条において，「帯広畜産大学は，学術文化の中心として広く知識を授けるとともに深く専門の

学芸を教授研究し，国家社会に寄与し得る人材の育成につとめ，あわせて産業の興隆と文化の進展に貢献するこ

とを目的とする。」と定義されている。このことを踏まえ，本学が掲げた基本理念は，「食の安全確保に関わる

人材育成を通して，地域及び国際社会に貢献すること。」としている。第１期中期目標期間では，「実践的教育

の充実」，「世界をリードする研究者の養成」，「地域社会並びに国際社会との連携」を理念とする世界最高水

準の獣医・農畜産系大学を目指すため，以下の３つを基本的な目標とした。 

・世界をリードする高度専門職業人の養成を強化する教育の充実を目指す。 

・環太平洋・アジア地域におけるトップレベルの獣医・農畜産学融合分野の学術研究拠点となることを目指す。 

・地域社会並びに国際社会の発展に幅広く資するため，教育，文化及び社会に係るニーズを的確に捉え，個性や

特性を活かした国際的水準の成果・専門知識の提供及び高度な技術の移転など強固な連携関係の構築を目指す。 

 上記を踏まえ，第２期中期目標期間では，豊かな教養と専門的知識を備えた人材を養成するとともに，優れた

研究により，知の創造と継承を図り，社会に貢献することを目標とし，以下のミッション及びビジョンを掲げた。 

 ミッション 

  知の創造と実践によって実学の学風を発展させ，「食を支え，くらしを守る」人材の育成を通じて，地域及

び国際社会へ貢献する。 

 ビジョン 

 １．恵まれた自然環境を活かしつつ，潤いと活気があり，豊かな人間性を醸成できるような「学びあいのコミ

ュニティ」を創出する。 

 ２．獣医・農畜産学融合の視点から，幅広い見識と国際性を有し，実践力のある人材の育成を目指す。 

 ３．生命・食料・環境の分野に関し，地球規模課題の解決に向けて，トップレベルの学術研究拠点となること

を目指す。 

 ４．創造的，学際的な実学研究の成果を社会に還元して，地域および国際社会の持続的発展に貢献する。 

畜産学部の目的 

 畜産学・獣医学・関連諸科学と人文・社会科学との総合的，学際的な発展を目指し，科学技術と自然と文化の

調和を基調に，総合的理解力，判断力を身に付け，国際化，情報化，多元化する現代社会に適応できる想像力に

富む実務型の専門職業人を育成する。 

（１）獣医学課程の目的 

   獣医学課程は，獣医・農畜産融合の視点から，動物生命・生産・管理に秀でた獣医師を養成する。 

（２）畜産科学課程の目的 

   畜産科学課程は，獣医・農畜産融合の視点から，農場から食卓まで生命・食料・環境を科学し，農畜産の

幅広い分野で活躍する専門職業人を育成する。 

畜産学研究科の目的 

 社会のニーズに対応しうる広域的・学際的・国際的知識と農畜産学分野における専門的な知識及び技術を習得

した高度専門職業人及び研究者，特に，獣医学と動物科学・畜産学との融合領域となる大動物畜産衛生に係る高

度専門職業人・研究者を重点的に養成する。 

（１）畜産管理学専攻の目的 

   畜産管理学専攻は，畜産生産を支える生物機能の遺伝情報の解析や生殖工学，栄養・生産生理などからの
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科学的解明を図る生産学分野と，世界と日本の社会経済関係を認識し，持続可能な畜産・農業システム発

展の解明を目指す経営・経済学分野から構成されており，相互に学際的連携を保ち，高度な専門職業人及

び研究者を養成する。 

（２）畜産環境科学専攻の目的 

   畜産環境科学専攻は，農学，畜産学及び環境科学の基礎をなす専門分野であり，主に草地，作物学，土地

利用学並びに農業及び畜産機会学に関する４領域について自然科学的，農学的手法を基礎とした教育研究

を行い，畜産環境に関する高度な専門職業人及び研究者を養成する。 

（３）生物資源科学専攻の目的 

   生物資源科学専攻は，食品及び生命科学に関する教育・研究を通して，生物生産物などの生物資源の生体

における機能の解明，食品加工への応用並びに食品関連のバイオ産業に関する技術などに幅広く対応でき

る高度な専門職業人及び研究者を養成する。 

（４）畜産衛生学専攻の目的 

   畜産衛生学専攻は，「食の安全」に関する高度な専門知識と優れた応用力を生かして，独創的かつ先駆的

な研究を遂行し得る国際競争力のある研究者及び確かな教育研究能力を有する大学教員並びに社会の多様

な方面で活躍できる高度技術者を養成し，国際社会における食肉乳安全監視による社会の繁栄に寄与する。 

 なお，畜産管理学専攻，畜産環境科学専攻，生物資源科学専攻は，大学院教育の実質化を実現するため，平成

22年4月に再編・改組され，畜産生命科学専攻，食品科学専攻，資源環境農学専攻となった。 

（５）畜産生命科学専攻の目的 

   生体内部のミクロレベル，個体を対象としたマクロレベル，さらに周囲環境を含めた広範囲な生命科学的

研究領域から学ぶことによって，家畜とその周囲環境を総合的に理解し，畜産科学及びその関連分野への

多角的な貢献ができる人材を養成する。 

（６）食品科学専攻の目的 

   有機化学，生物化学，微生物学，分子生物学を基礎として，食品科学に関する高度な知識と技能を理解し，

農畜産物へのバイオプロセスの応用をできる人材，または食品成分を解明できる人材を養成する。 

（７）資源環境農学専攻の目的 

   持続可能な物質循環や地域資源を踏まえ，植物の生理・生体・遺伝や土壌に関する高度な知識をもとに食

料生産環境を改善する人材，さらに，食料生産に関わる経済学や経営学の高度な知識をもとに食料生産を

経営・経済的に維持発展させることのできる人材を養成する。 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 大学の目的 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点１－１－①： 大学の目的（学部，学科又は課程の目的を含む。）が，明確に定められ，その目的が，学校

教育法第83条に規定された，大学一般に求められる目的から外れるものでないか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学では，大学の理念と目標を定め，課程の目的とともに学則によって明示している（資料１－A，１－B）。 

  また，本学が養成する人材像をアドミッション・ポリシーとして明示し，大学ホームページ，大学案内に明

示している（後掲資料４－A（37ページに後出），後掲資料４－１－①－２，P８（37ページに後出））。 

 

（資料１－A）大学の目的 

 

第１章  総則 

 （目的） 

 第１条 帯広畜産大学（以下「本学」という。）は，学術文化の中心として広く知識を授けるとともに深く専

門の学芸を教授研究し，国家社会に寄与し得る人材の育成につとめ，あわせて産業の興隆と文化の進展に貢

献することを目的とする。 

（出典：帯広畜産大学学則） 

 

（資料１－B）課程の目的 

 

第１章  総則 

 （各課程の目的） 

 第２条の２ 獣医学課程は，獣医・農畜産融合の視点から，動物生命・生産・管理に秀でた獣医師の養成を目

的とする。 

 ２ 畜産科学課程は，獣医・農畜産融合の視点から，農場から食卓まで生命・食料・環境を科学し，農畜産の

幅広い分野で活躍する専門職業人の育成を目的とする。 

（出典：帯広畜産大学学則） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  大学の理念と目標を学則に明示している。また，養成する人材像をアドミッション・ポリシーとして定め，

大学ホームページ，大学案内に明示している。 
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観点１－１－②： 大学院を有する大学においては，大学院の目的（研究科又は専攻の目的を含む。）が，明確

に定められ，その目的が，学校教育法第99条に規定された，大学院一般に求められる目的か

ら外れるものでないか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学では，大学の理念と目標を定め，専攻の目的とともに大学院学則によって明示している（資料１－C， 

１－D）。 

  また，本学が養成する人材像をアドミッション・ポリシーとして明示し，大学ホームページ及び募集要項に

明示している（後掲資料４－B（38ページに後出），後掲資料４－C（39ページに後出））。 

 

（資料１－C）大学院学則の目的 

 

第１章  総則 

 （目的） 

 第１条 大学院は，学術の論理及び応用を教授研究し，その深奥をきわめ，又は高度の専門性が求められる職

業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い，文化の進展に寄与することを目的とする。 

（出典：帯広畜産大学大学院学則） 

 

（資料１－D）専攻の目的 

 

第１章  総則 

 （各専攻の目的） 

 第３条 畜産生命科学専攻は，成熟化した国際社会における畜産で重視される動物福祉や環境保全を踏まえ，

１）家畜の生産性向上を中心とした家畜の生理機構および畜産周辺環境とのかかわりに関する基礎から応用

までの分野，および２）自然環境の構成員（動物，昆虫，植物）の役割・機能，相互作用，畜産環境とのか

かわりおよび生態系の保全に関する分野の研究・教育を行い，生体内部のミクロレベル，個体及び群れを対

象としたマクロレベル，さらに周囲環境を含めた広範囲な生命科学的研究領域から学ぶことによって，家畜

とその周囲環境を総合的に理解し，畜産科学や環境科学およびその関連分野への多角的な貢献ができる人材

を養成することを目的とする。 

 ２ 食品科学専攻は，食生活の高度化が進む中，食品科学の役割が益々重要になっていることを踏まえ，食品

の一次機能を基礎に，二次機能を主眼とする食品加工・利用分野と三次機能を主眼とする食品機能科学分野

の高度な知識と技能を習得させる。有機化学，生物化学，微生物学，分子生物学を基礎として，食品科学に

関する高度な知識と技能を理解し，農畜産物へのバイオプロセスの応用や食品成分の生体に及ぼす機能性を

解明できる人材を養成することを目的とする。 

 ３ 資源環境農学専攻は，食料問題がクローズアップされる中，先進国において著しく食料自給率の低いわが

国において，食料基地と位置づけられる北海道十勝地域の資源を利用し，食料の生産性向上を支えるための

高度な知識と技能を修得させる。持続可能な物質循環や地域資源を踏まえ，植物の生理・生態・遺伝や土壌

に関する高度な知識をもとに植物生産の量的・質的向上を図る人材や，機械的・生物学的手法や土木技術手

法に関する高度な知識をもとに食料生産環境を改善する人材，さらに，食料生産に関わる経済学や経営学の



帯広畜産大学 基準１ 

- 6 - 

高度な知識をもとに食料生産を経営・経済的に維持発展させることにできる人材を養成することを目的とす

る。 

 ４ 畜産衛生学専攻は，「食の安全」に関する高度な専門知識と優れた応用力を生かして，独創的かつ先駆的

な研究を遂行し得る国際競争力のある研究者及び確かな教育研究能力を有する大学教員並びに社会の多様

な方面で活躍できる高度技術者を養成し，国際社会における食肉乳安全監視による社会の繁栄に寄与するこ

とを目的とする。 

（出典：帯広畜産大学大学院学則） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  大学院の目的は，「学術の論理及び応用を教授研究し，その深奥をきわめ，又は高度の専門性が求められる職

業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い，文化の進展に寄与することを目的とする。」であり，学校教

育法の規定から外れるものではない。 

 

 

観点１－２－①： 目的が，大学の構成員（教職員及び学生）に周知されているとともに，社会に広く公表さ

れているか。 

  

【観点に係る状況】 

  大学の目的を記載している学則，大学院学則（資料１－E），大学の理念（資料１－G），教育の目標・中期目

標（別添資料１－２－①－１，P１）を大学ホームページ（資料１－F）に掲載することによって全教職員・全

学生及び社会に公表している。これに加えて大学の理念を掲載した大学概要（別添資料１－２－①－２，P１）

を全教職員に，大学の目的を掲載している学生生活のしおり（別添資料１－２－①－３，表紙裏）を全入学生

に，教育目標を掲載した畜産学部履修の手引き（別添資料１－２－①－４，P４）を学部入学生に，大学院の目

的を掲載した大学院履修要覧（別添資料１－２－①－５，P13,17,21,52）を大学院入学生に，別科の目的を記

載した別科履修要覧（別添資料１－２－①－６，P１）を別科入学生に配布することによって，周知を図ってい

る。また，新採用職員研修において，学長・理事・事務局長から，本学の目的，大学の理念，教育の目標の解

説を含む講義を実施している（別添資料１－２－①－７）。 
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（資料１－E） 

規程集（事項別ページ） 

 

（出典：大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/aggregate/catalog/index.htm） 

 

（資料１－F） 

大学の理念 

 

（出典：大学ホームページ http://www.obihiro.ac.jp/daigaku/rinen.html） 

 

 

http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/aggregate/catalog/index.htm�
http://www.obihiro.ac.jp/daigaku/rinen.html�
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（資料１－G） 

大学ホームページ（トップページ） 

 

（出典：大学ホームページ URL：http://www.obihiro.ac.jp/） 

 

別添資料1-2-①-1  帯広畜産大学中期目標・中期計画（第 1期） 

（URL：http://www.obihiro.ac.jp/kokai/agency/cyukimokuhyo1.pdf） 

別添資料1-2-①-2  大学概要（平成21年度版） 

別添資料1-2-①-3  学生生活のしおり（平成22年度版） 

別添資料1-2-①-4  畜産学部履修の手引き（平成22年度版） 

別添資料1-2-①-5  大学院履修要覧（平成22年度版） 

別添資料1-2-①-6  別科履修要覧（平成22年度版） 

別添資料1-2-①-7  平成22年度新任職員研修会日程表 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  大学概要，畜産学部履修要覧等を教職員・学生に配布するとともに，大学の理念，教育の目標及び中期目標

を大学ホームページに掲載し，学内外に公表している。また，新任職員研修において，大学の目的を周知して

いることから，目的が大学の構成員（教職員及び学生）及び社会に周知されていると判断する。 

 

 

 

 

 

http://www.obihiro.ac.jp/�
http://www.obihiro.ac.jp/kokai/agency/cyukimokuhyo1.pdf�
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

本学の目的を明確に定めており，多様な媒体を活用することにより，大学の目的や現況を積極的に学内外に

広く周知・公表し，大学の説明責任を果たしており，さらに大学の志願者や一般社会及び構成員に帯広畜産大

学を理解してもらうなどの目的に照らし優れている。 

 

【改善を要する点】 

  大学の理念，教育の目標を社会に広く公表，周知を図っているが，その浸透度を適切な方法で検証する必要

がある。 

 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 本学の学則第１条に大学の目的を明示し，また，大学院学則第１条，同第３条に大学院の目的及び各専攻の目

的を明示している。 

 これらについては，様々な媒体を利用して周知・公表し，さらに，教職員及び学生に対しては，大学の理念を

掲載した大学概要を全教職員に，教育目標を掲載した畜産学部履修の手引きを学部入学生に，大学院の目的を掲

載した大学院履修要覧を大学院入学生に，別科の目的を記載した別科履修要覧を別科入学生に配布することによ

って，周知を図っている。 

 社会への周知については，大学ホームページへの掲載のほか，大学案内や大学概要を高等学校や産業界に配布

するとともに，教職員等による高等学校訪問時やオープンキャンパスにおいて配布することによって広く周知を

図っている。 

 以上のように，大学の目的は，教職員及び学生に対してはもちろんのこと，社会に対しても広く周知する努力

がなされていると判断する。 
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基準２ 教育研究組織（実施体制） 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点２－１－①： 学部及びその学科の構成（学部，学科以外の基本的組織を設置している場合には，その構

成）が，学士課程における教育研究の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学は，国立大学唯一の獣医・農畜産系単科大学であり，平成19年度までは，獣医学科・畜産科学科で構成

されていた。平成20年大学改革により学科制から課程制への移行が行われ，平成20年度からは獣医学課程・

畜産科学課程で構成されている。また，課程の設置及び目的は学則に明記されている（資料２－A，前掲資料１

－B（４ページに前出））。 

  課程制の導入とともに，畜産科学科で 10 ユニットあった専門教育ユニットを，畜産科学課程において６ユ

ニットに再編統合した。これらのユニットの概要・目的は履修の手引きに明示している（資料２－B，２－C）。 

 

（資料２－A）課程の設置 

 

第１章  総則 

 （学部及び課程） 

第２条 本学の畜産学部に，次の課程を置く。 

        学  部 課  程  

 

 
畜産学部 

獣医学課程 

畜産科学課程 

  

（出典：帯広畜産大学学則） 

 

（資料２－B）専門教育ユニット 

 

 
（出典：畜産学部履修の手引き，P５） 
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（資料２－C）課程・ユニットの概要 

 

１．獣医学課程 

《獣医学ユニットの概要》 

 獣医学は，生物学を基本とする動物医学です。すなわち，生物体が有する生命の基本原理と生物体相互

間にみられる生物事象を総合的に科学することによって，環境内での共生と動物の保健の向上に必要な理

論と実践を通して人類に安全な動物性食品を提供するとともに，獣医療を通して動物と人間の福祉に寄与

することを基本理念とする学問です。 

 本ユニットでは，獣医・畜産融合教育を通して国際化に対応した社会に貢献できる獣医師の育成を目指

した職業教育を行うと同時に，確固たる人生観や生命観を持った動物医全人格教育や創造性豊かな思考能

力の育成のための総合的な科学教育を基盤・共通・展開教育により行います 

 

・課程の内容 

 獣医学は高等動物の生命活動に適した環境の整備と保健の向上に必要な理論と実践を構築すべく，生命

科学の基本原理と生物事象を基に総合的に解析し，動物ならびに人間の福祉厚生に寄与することを基本理

念としている。 

 本課程の展開教育では，獣医学に関する知識と技能の充実・発展を図ることによって獣医学に求められ

る社会的使命を遂行し，併せて獣医学教育の教授・育成に貢献することを目的としている。 

 その内容は，以下の５教育科目群で構成されている。 

① 基礎獣医学科目群 

  動物の生体組織の構造と機能に関する教育を行うとともに，生命科学の基本原理を探究し，病態予防，

動物衛生および臨床の各分野に資する基礎的知識を教育する。 

② 病態予防獣医学科目群 

  動物の様々な疾病の原因を探ると同時に，その制御に関する研究を行い，疾病の原因，発症機構と病

態生理に関する教育を行う。 

③ 動物衛生学科目群 

  基礎・病態予防・臨床教育の根幹となる動物生命科学および産業動物獣医療を包括する生産獣医学に

関する教育を行う。 

④ 臨床獣医学科目群 

動物の個体ならびに集団における疾病の発生原因，機序および病態を解明し，疾病のより高度な診断，

治療および予防法に関する教育を行う。 

⑤ 獣医専修教育科目群 

  獣医学ユニットコア教員の指導の下，研究活動を通して，動物医学をその成り立ちから学ぶとともに，

実践と応用力・問題解決能力の習得を目標に卒業研究を行う。 

 

２．畜産科学課程 

（１）課程の内容 

 畜産科学課程がめざす「畜産科学」とは，伝統的な家畜を中心とした動物由来の生産物を得るための動

物生産にとどまらず，土壌からの安全な作物および飼料の生産やそれらを取り巻く環境問題，動植物やそ
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の機能を利用した有用な物質の生産，野生動物の保護・管理，伴侶動物により人間が得る精神的なやすら

ぎなど，動植物を対象とした総合的な学問分野です。 

 畜産科学課程ではこれらの幅広い問題について学習し体験することをとおして，生命のありかたと人間

社会における食糧生産や自然環境のあるべき姿を考える場を提供します。そして，自ら未来を切り開いて

いける能力を養い，卒業後，社会のさまざまな業種や状況の中で創造力を発揮できる人材を社会に送りだ

すことが畜産科学課程の目標です。 

 

（２）ユニットおよび内容 

 

１) 生命科学ユニット 

（教育理念）ミクロからマクロまでを通じた幅広い生命科学の知識と技術を備えて，研究・専門職や大学

院進学を目指す人材を育成します。ウシなどの家畜を主な対象として，遺伝や発生，分泌や生理，生殖や

繁殖などもミクロレベルで学ぶとともに，野生動物や植物を含めたよりマクロな生態系環境や，そのなか

での動物や植物の管理についても学びます。ユニットに所属する学生はユニット共通科目を履修した上

で，ミクロ・実験系科目を主体にした履修モデルとマクロ・フィールド系科目を主体にした履修モデルを

選択することができます。 

２) 家畜生産科学ユニット 

（教育理念）畜産の現場ですぐに活躍できる，家畜の飼養と管理についての幅広い知識と技術を備えた専

門職業人を育成します。そのために，ウシやウマなど家畜の生体機能や行動，飼料管理他乳肉の生産・利

用についての基礎知識を習得するとともに，本学の誇る畜産フィールド科学センターでの実習を通じて，

ウシの飼養管理，エサとなる牧草の草地管理などの実際を学びます。学習内容は家畜人工授精師（牛）や

牛削蹄師など現場で求められている資格に結びつきます。 

３) 食品科学ユニット 

（教育理念）畜産由来の肉製品や乳製品を中心とした食品製造から研究・開発までを担う人材を育成しま

す。そのために，食品の一次機能（栄養性とエネルギー）についての教育を基礎に，食品の二次機能（お

いしさや食感）を学ぶ食品製造学分野，三次機能（生体調節や健康）を学ぶ分子生命科学分野へと，食品

の機能を総合的に学んでいきます。学習内容は食品衛生管理者任用資格などの食の現場で求められる資格

に直結し，卒業生は食品製造や流通関係からバイオサイエンス，製薬会社など幅広い現場で活躍していま

す。 

４) 環境農学ユニット 

（教育理念）国内有数の畑作地帯である北海道・十勝を背景に，農業を支える土と環境づくりから，その

環境で育つ植物・作物までを総合的に理解して，農畜産業の基盤づくりを担える専門職業人を育成します。

所属する学生はユニット共通科目を履修した上で，環境計画や農業機械制御などの工学系の科目を中心と

する履修モデルと，作物や植物生産系の科目を中心とする履修モデルを希望により選択することができま

す。卒業生は公務員，農業関係団体などや植物生産の現場などで幅広く活躍します。 

５) 農業経済学ユニット 

（教育理念）農畜産の生産・経営から農畜産由来食品の流通，消費までに至る過程を，経済学を中心とす

る社会科学的なものの見かたや知識から的確に把握し，地域や世界の農業が抱える課題に的確に対応でき

る農業経営者・専門職業人を育成します。そのために，農業経済学・経営学だけでなく，農業政策や会計
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学，環境経済学，環境法など，農業を支える環境や社会を幅広く理解するための知識を学び，地域調査や

データ解析の手法を身につけます。卒業生は実際の農業経営に携わるほか，農業関係団体や官公庁に活躍

の場があります。 

６）畜産国際協力ユニット（サブユニット） 

（教育理念）畜産科学課程で教育される幅広い農畜産の知識と技術を基盤に，そうした知識や技術を国際

協力や国際貢献の場で活かすことのできる人材の育成を目指しています。国際協力を目指す学生は２年次

に畜産科学課程の他のユニットにいったん所属し，そのユニットが教育する農畜産の特定分野の知識と技

術を身につけながら，３年次に改めて本ユニットに分属することとなります。 

 分属された学生は最初に所属した専門ユニット（副専攻ユニット）の勉強を続けながら，海外実習や国

際協力インターンシップ，国際協力研修実習などの体験実習を通じて国際協力の現場に触れるとともに，

国際協力ディベート論やスペイン語などの外国語科目を通じて，国際協力に必要なコミュニケーション能

力を身につけます。卒業後の進路としては，青年海外協力隊，ＪＩＣＡなどの国際協力機関，国際展開を

行っている農畜産関連企業などが挙げられます。 

（出典：畜産学部履修の手引き，P６～８） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  本学の学士課程の構成は，「学術文化の中心として広く知識を授けるとともに深く専門の学芸を教授研究し，

国家社会に寄与し得る人材の育成につとめ，あわせて産業の興隆と文化の進展に貢献することを目的とする。」

とした本学の目的に適合しており，学士課程における教育研究の目的を達成する上で適切なものとなっている

と判断する。 

 

 

観点２－１－②： 教養教育の体制が適切に整備され，機能しているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学の教育制度である「アドバンス制」は，「基盤教育」「共通教育」「展開教育」の３つの教育分野から

構成されている。基盤教育では大学で学習する基盤となる知識・技術，共通教育では課程をこえて必要な農畜

産の基礎知識，基礎技術を学習する。展開教育では学生が所属する課程，教育ユニットごとに卒業後の進路と

密着した高度な専門教育を提供している（資料２－D）。 

  教養教育の実施については，大学教育センターで行っている（後掲資料３－B（25ページに後出））。全ての教

員は，いずれかの研究域に所属し，教養教育の内容により，全ての教員が関わることが可能となっている。ま

た，クラス担任など学生支援を担当する教員は，ローテーション表を作成して対応しているが，教員個々に個

人差があり，統一したマニュアル作りが必要である。 
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（資料２－D） 

教育制度概要 

 

 
（出典：畜産学部履修の手引き，P４～５） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  本学における教養教育は，アドバンス制の導入により，専門教育の基礎となる，基礎知識を最初に学ばせる

ことで，本学で学んでいくための知識や技術を形成させるとともに，社会人・専門職業人として必要な幅広い

知識と能力を育成している。 

  以上のことから，教養教育の体制が適切に整備され，機能していると判断する。 

 

 

観点２－１－③： 研究科及びその専攻の構成（研究科，専攻以外の基本的組織を設置している場合には，そ

の構成）が，大学院課程における教育研究の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学大学院は，畜産学研究科の中に，修士課程として３専攻（畜産管理学専攻，畜産環境科学専攻，生物資

源科学専攻），博士課程として１専攻（畜産衛生学専攻）で構成されていたが，修士課程３専攻については，

修士課程教育の実質化を図るため，畜産生命科学専攻，食品科学専攻，資源環境農学専攻に平成22年度から改
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組した（資料２－E）。また，研究科の設置及び目的は大学院学則に明記されている（資料２－F，前掲資料１

－D（５ページに前出））。獣医学分野では，岐阜大学，岩手大学，東京農工大学とともに，畜産科学分野では，

岩手大学，弘前大学，山形大学とともに連合大学院を構成し，大学院博士後期課程の教育を行っている。 

 

（資料２－E） 

 

（出典：大学院履修要覧，表紙裏） 

 

（資料２－F）研究科，課程及び専攻の設置 

 

第１章  総則 

 （研究科，課程及び専攻） 

第２条 大学院畜産学研究科（以下「研究科」という。）の修士課程に畜産生命科学専攻，食品科学専攻及び資

源環境農学専攻を，博士課程に畜産衛生学専攻を置く。 

２ 博士課程は，これを前期２年の課程及び後期３年の課程に区分し，前期２年の課程は，これを修士課程とし

て取り扱うものとする。 

３ 前項の前期２年の課程は博士前期課程といい，後期３年の課程は博士後期課程という。 

（出典：帯広畜産大学大学院学則） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  本学の研究科は「学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥をきわめ，又は高度の専門性が求められる職

業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い，文化の進展に寄与することを目的とする。」とした本研究

科の目的に適合しており，大学院課程における教育研究の目的を達成する上で適切なものとなっていると判断
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する。 

 

 

観点２－１－④： 別科，専攻科を設置している場合には，その構成が教育研究の目的を達成する上で適切な

ものとなっているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学別科は，目的を学則及び別科履修要覧によって明示しており，将来，農業に従事することを決意した学

生に対し，畜産・酪農を中心とする畜産科学の基礎を２年間で行っている。教育カリキュラムの内容は，基礎

学術科目と専門教育科目からなっており，短期大学に相当する教育内容となっている。教育は主に学部教員に

よって行われるほか，国内有数の農業地帯である利点を活かし，農家や農業試験場，農業関連施設などの視察

も行っている（資料２－G，２－H，２－I）。 

 

（資料２－G）別科の目的 

 

第１４章  別科 

 （別科） 

第６３条 別科（草地畜産専修）は，草地畜産に関する技能教育を施すことを目的とする。 

（出典：帯広畜産大学学則） 

 

（資料２－H）別科の概要 

 

【目 的】 

 現在の農業経営には科学的な知識と技術が要求されており，しかもその要求は，日増しに高度なものへと発展

してきています。帯広畜産大学別科の目的は，将来農村に残り，我が国の食料を自分の手で生産することを決意

した農業青年に対し，畜産・酪農を中心とする畜産科学の基礎教育を２年間で行い，地域農村社会の指導者とな

るような農業後継者を育てることです。 

 

【沿 革】 

 昭和35年４月１日本学に別科（草地畜産専修）が設置され，修業年限２年，入学定員 20名でスタートしまし

た。その後昭和 52年度より定員 30名となり，昨年度まで 49回にわたり 1,089名の修了生を社会に送り出し，

現在に至っています。 

 別科の教育カリキュラムは，基礎学術科目と専門教育科目からなっており，短期大学に相当する教育内容に

なっています。教育はほとんど本学学部の教員によって行われ，農業分野はもちろん他の様々な分野に精通した

多数の教員から直接指導を受けることができます。施設は，学部学生と同様に利用したり，課外活動に参加する

ことができます。 

 農業の大変盛んな十勝地方に位置する利点を生かして，十勝管内および管外の農家や農業試験場，農業関連施

設などを視察する機会にも恵まれています。 

 また，農業経営に係る諸問題の中から時勢に即したテーマを選択して調査研究を行う「特別研究」を開講し，
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２年間の総決算として取り組みます。この科目は，将来の農業経営に非常に有益で，農業経営に自信がついたな

ど多くの在学生・修了生から高い評価を受けています。 

 なお，別科は２年間の短期教育であるため，学生の農業体験および農業教育の有無を考慮し，その基礎の上に

教育が行われます。 

（出典：別科履修要覧，P１） 

 

（資料２－I） 

修了要件単位数 

 

（出典：別科履修要覧，P５） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  本学の別科は，学則に明記されている「草地畜産に関する技能教育を施すことを目的とする。」及び別科履

修要覧に明記されている「将来農村に残り，我が国の食料を自分の手で生産することを決意した農業青年に対

し，畜産・酪農を中心とする畜産科学の基礎教育を２年間で行い，地域農村社会の指導者となるような農業後

継者を育てることです。」とした目的に適合しており，教育研究の目標を達成する上で適切なものとなってい

ると判断する。 

 

 

観点２－１－⑤： 大学の教育研究に必要な附属施設，センター等が，教育研究の目的を達成する上で適切に機

能しているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学は，国立大学法人帯広畜産大学組織規則（別添資料２－１－⑤－１）により，下表に示す全国共同利用

施設１，学内共同教育研究施設３，学部附属の教育研究施設１，教育研究支援組織７，合計 12の組織を設置し

ている。各組織は，それぞれの設置目的に基づき，本学の教育研究活動推進のための重要な役割を担っている

（資料２－J）。 
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（資料２－J） 

全学的センター等の設置目的 

 

センター等名 
設置目的又は役割 

（各センター等の規程等より抜粋） 

教育に関する活動状況 

（平成21年度活動状況の概略） 

【全国共同利用施設】 

原虫病研究セン

ター 

全国共同利用施設として原虫病に関する

総合的研究を行い，かつ，国立大学の教

員その他の者で，この分野の研究に従事

するものの利用に供することを目的とす

る。 

原虫病に関連する授業科目について，学

部 13 科目，大学院８科目を主任として

担当しているほか，学部学生 31 名，修

士課程学生９名，博士課程学生 20 名が

本センターに所属し，教育研究指導を

行っている。また，本センターの教授が

拠点リーダーを務めるグローバル COE

プログラムにおいても，センター教員全

員が参画し，中心的役割を担っている。 

【学内共同教育研究施設】 

地域共同研究セン

ター 

※平成22年度から

は「地域連携推進

センター」に改組 

学内共同教育研究施設として民間機関等

との共同研究等及び研究交流並びに学内

の共同研究を推進するとともに，社会と

の連携協力事業を実施する場としての役

割を果たし，もって総合的な研究開発に

資することを目的とする。 

センター専任教授が学部１,２年を対象

とした「共通教育総合Ⅱ（産学官連携

論）」を担当しているほか，産学官連携

の優れた取り組みを学内外に紹介する

ためセンターが企画する特別セミナー

を学生にも案内し，多数の参加を得てい

る。 

畜産フィールド科

学センター 

帯広畜産大学で行う実践教育，学際的な

研究活動並びに地域及び国際社会への教

育普及を行うことを目的とする。 

 

本センターでは，新入生全員を対象とし

た４ヶ月間の「全学農畜産実習」や，学

部、大学院及び別科の専門実践教育（計

17科目）を実施している。また，毎日

の繁殖管理や搾乳に学生が積極的に関

与し，獣医臨床と酪農の実践的研鑽の場

として貢献している。 

大動物特殊疾病研

究センター 

※平成22年度から

は「動物・食品衛

生研究センター」

に改組 

大動物特殊疾病に係る診断，治療，予防

方法の確立及び食の安全確保に関する多

面的な研究並びに臨床獣医師等への技術

支援を行うことを目的とする。 

センターの教員全員が科目責任者又は

分担者として学部，大学院における大動

物の特殊疾病・食品衛生に関連する科目

を担当しているほか，学部学生 22 名，

修士課程学生３名，博士課程学生５名が

本センターに所属し，教育研究指導を

行っている。 

【学部附属の教育研究施設】 

動物医療センター 

動物医療を通して獣医学及び畜産学に関

する教育研究を行うとともに，地域動物

医療の進展に寄与することを目的とす

る。 

 

学部，大学院の臨床系講義・実習科目や

解剖学，病理学の実習が本センターで実

施されているほか，臨床系の学部学生

41名，大学院学生14名がセンターにお

ける臨床例を基に卒業研究又は博士論

文作成を行っている。センターは，21

年４に建物を全面改修し，伴侶動物，産

業動物それぞれの実習室，講義室を確保

したほか，病理解剖室，検査室なども充

実し，教育効果が格段に向上した。 
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【教育研究支援組織】 

附属図書館 

本学における教育及び研究に必要な図

書，雑誌，視聴覚資料，電子情報資料等

を収集，整理及び保存して，本学職員，

学生並びに学外者の利用に供する等，図

書館サービスを目的とする。 

本館は，毎年本学学生を中心に延べ 14

～18 万人が利用しており，学生に対す

る館外貸出冊数は 15,000 冊程度となっ

ている。試験期間などは，閉館時間を遅

くしたり，休日の開館など，学生の教育

環境充実に貢献している。また，新入生

対象の情報検索ガイダンスや，外部講師

によるデータベース利用講習会などに

より利便性の向上を図っている。 

保健管理センター 

帯広畜産大学における学生及び職員の保

健管理に関する専門的業務を行い，健康

の増進・保持と疾病の予防及び早期発見

に務めることを目的とする。 

学生の保健衛生関係を中心に定期健康

診断，精神科医師による相談や色々な心

の問題についてカウンセリングやアド

バイスを行っている。 

大学教育センター 

帯広畜産大学における教育の企画，調整

及び運営並びに学生の相談及び支援を行

い，もって教育の充実を図ることを目的

とする。 

大学教育センター内には学部教育部と

大学院教育部，教育改善室，就職支援室，

学生相談室，課外活動支援室，留学生支

援室が設置され教育や生活面に関する

事項を審議し，教育・学生生活の支援を

行っている。 

全学研究推進連携

機構 

法人における研究推進組織間における全

学的な連携体制を総括し，戦略的な中長

期計画の策定等，学内における組織的な

研究活動等を推進するとともに，十勝圏

における研究推進組織間の連携体制の構

築の準備等，地域等との間における組織

的な研究推進連携に関して必要な方策を

推進することを目的とする。 

機構の下に設置している知的連携企画

オフィスが知的財産セミナー「特許法の

基礎・研究ノートセミナー」を教職員・

学生を対象に開催し，学部学生 29 名，

大学院学生７名が受講した。 

イングリッシュ・

リソース・セン

ター 

国際的人材育成を目指して学生，教員等

の実践的な英語能力の向上を図るため，

英語教育に関する教材開発，授業改善等

に関する支援を行うとともに大学の管理

運営上必要となる支援を行うことを目的

とする。 

英語教育の支援を行うため，英語教材の

整備や学生スタッフを常時配置して，学

生の英語能力向上のための支援を行っ

ており，教員を対象とした FD 研修など

教育支援も行っている。 

情報処理センター 

帯広畜産大学における情報処理の高度化

を図り，学術研究及び教育に資するとと

もに，関係事務等の効率的な情報処理を

行うことを目的とする。 

本センターは，第１～第３実習室，イン

ターメディア(IM)スタジオ，図書館ブラ

ウジングルーム，CALL 教室に合計 210

台のパソコンを設置し，教育に活用して

いる。そのうち，IM スタジオ及び図書

館では夜間も解放し自習環境を整えて

いる。実習室では，学部における前・後

期各６科目の演習と大学院の情報処理

演習を実施し，CALL 教室では，前期 7

コマ，後期 10 コマの語学教育を行って

いる。 

放射性同位元素実

験室 

ラジオアイソトープの利用による生命現

象の解明とその応用に関する教育研究に

貢献する。 

毎年，実験室利用希望の学生に対し，放

射線業務従事者の教育訓練を行ってお

り，平成21年度は21名の学生が参加し

た。平成 21 年度は，これまでのところ
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11 名の学生が本実験室を利用し，放射

性同位元素を取り扱った実験を行って

いる。 

 

（出典：各センター等規程，概要等） 

 

別添資料2-1-⑤-1  帯広畜産大学組織規則（大学ホームページ  

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000040.htm） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  上記に示す12の組織については，本学の教育研究目的を達成するため，それぞれが重要な役割を担っており，

各組織はその活動において十分貢献していると評価できる。 

 

 

観点２－２－①： 教授会等が，教育活動に係る重要事項を審議するための必要な活動を行っているか。 

 

【観点に係る状況】 

  国立大学法人化前の平成15年12月開催の教授会において，学生の入学，退学，転学，留学，休学及び卒業

の手続き並びに基準に係る審議の教育研究評議会への委任について審議を行った。教授会の審議事項の内，「予

算に関するもの」は経営協議会の，「学則その他の教育研究に係る重要な規則の制定・改廃，教員人事等に関す

る事項」は教育研究評議会の審議事項となっているので，教授会の審議事項は次の二つに精選することが適当

と考えられること，学生の入学，退学，転学，留学，休学，卒業に係る手続，基準等については，これらの方

針を審議する教育研究評議会に，法人化後第１回の教授会でその審議をゆだねることが適当と考えられ，その

結果，その他重要事項が教授会の審議事項となる。しかし，重要事項については，役員会，教育研究評議会及

び経営協議会で審議され，同時に全学説明会の開催による説明が当然考えられるので，教授会の開催回数は大

幅に減少し，大学運営の効率化と教員の教育研究以外の負担軽減に大きく資するものと考えられることから，

教育研究評議会の議をもって教授会の議とすることとし，法人化後の教授会に改めて諮ることとして承認され

た。平成16年４月開催の教授会において，教育研究評議会の議をもって教授会の議とすることについて，平成

15 年 12 月開催の教授会において既に了承されていることが確認され，法人化後は，大学及び大学院の教育研

究活動に係る重要事項を審議するため，教育研究評議会を設置し，教育研究活動に係る重要事項は，月１回開

催される教育研究評議会における審議を経て，役員会で決定している（別添資料２－２－①－１）。 

 

別添資料2-2-①-1  教育研究評議会の審議事項（平成21年度） 

  

【分析結果とその根拠理由】 

  教育研究評議会が定期的に開催され，教育研究活動に係る重要事項を審議するための必要な活動を行ってい

る。 

 

 

 

http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000040.htm�
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観点２－２－②： 教育課程や教育方法等を検討する教務委員会等の組織が，適切な構成となっているか。ま

た，必要な回数の会議を開催し，実質的な検討が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  学部及び大学院の教育活動に関する基本方針等の事項を審議する機関として，理事を長とする大学教育セン

ターを設置している（資料２－K，２－L，別添資料２－２－②－１～７）。 

  大学教育センターは，学部と別科の教育及び学生支援を行う「学部教育部」，大学院の教育及び学生支援を

行う「大学院教育部」，教育内容及び教育方法の改善等を行う「教育改善室」と学生に対する支援の内容や目

的に応じた「学生相談室」「就職支援室」「留学生支援室」で構成されており，活動内容はそれぞれ月１回の

定例会議と必要に応じた会議を開催している（資料２－M）。 

 

（資料２－K）大学教育センターの目的と機能 

 

 帯広畜産大学では，学部・別科の教育及び大学院教育の企画運営，学生への修学支援，学生支援などへの責任

を一括して担うための組織として大学教育センターが設置されています。 

 大学教育センターは，学部と別科の教育及び学生支援を行う「学部教育部」，大学院の教育及び学生支援を行

う「大学院教育部」，教育内容及び教育方法の改善等を行う「教育改善室」と学生に対する支援の内容や目的に

応じた「学生相談室」「就職支援室」「留学生支援室」で構成され，教育学生担当理事がセンター長を務めます。 

（出典：大学概要，P10） 

 

（資料２－L） 

大学教育センター組織図 

 

（出典：学務課） 
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（資料２－M） 

 

センター運営会議等の開催回数（平成21年度） 

 構成人数 開催回数 

センター運営会議   １１人    ３回 

学部教育部    ２３人    １７回 

大学院教育部    ８人   １１回 

学生相談室   １１人    １回 

就職支援室   １４人    ２回 

課外活動支援室    ７人    ３回 

留学生支援室    ６人   １１回 

 

（出典：学務課調べ） 

 

別添資料2-2-②-1   大学教育センター規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000045.htm） 

別添資料2-2-②-2   大学教育センター学部教育部会議細則（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000044.htm） 

別添資料2-2-②-3   大学教育センター大学院教育部会議細則（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000047.htm） 

別添資料2-2-②-4   大学教育センター学生相談室内規（大学ホームページ（学内限定）） 

別添資料2-2-②-5   大学教育センター就職支援室内規（大学ホームページ（学内限定）） 

別添資料2-2-②-6   大学教育センター課外活動支援室内規（大学ホームページ（学内限定）） 

別添資料2-2-②-7   大学教育センター留学生支援室内規（大学ホームページ（学内限定）） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  大学教育センターを構成している各部・室は，それぞれ分担して教育課程や教育方法等を検討できるように

組織されており，組織体制は整備されていると判断する。また，これらは資料２－M に示すとおり，活発に活

動しており，活動状況は良好であると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

学部教育と大学院教育をそれぞれ独立して審議しており，専門的な事項に対して適切な人材を充てている。

また，各室においては，実働を前提とした室体制としており，積極的に学生支援活動に参画している。 

 

【改善を要する点】 

クラス担任など学生支援を担当する教員のローテーション表を作成して対応しているが，教員個々に個人差

http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000045.htm�
http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000044.htm�
http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000047.htm�
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があり，統一したマニュアル作りが必要である。 

 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

 学部教育においては，平成19年度までの学科制（獣医学科・畜産科学科）から平成 20年度に実施した課程制

（獣医学課程・畜産科学課程）への移行により，獣医・農畜産学融合教育を実施している。本学の教育制度であ

る「アドバンス制」は，「基盤教育」「共通教育」「展開教育」の３つの教育分野から構成されている。基盤教

育では大学で学習する基盤となる知識・技術，共通教育では課程をこえて必要な農畜産の基礎知識，基礎技術を

学習する。展開教育では学生が所属する課程，教育ユニットごとに卒業後の進路と密着した高度な専門教育を提

供している 

 大学院教育においては，畜産学研究科の中に，修士課程として３専攻（畜産管理学専攻，畜産環境科学専攻，

生物資源科学専攻），博士課程として１専攻（畜産衛生学専攻）で構成されていたが，修士課程３専攻について

は，修士課程教育の実質化を図るため，畜産生命科学専攻，食品科学専攻，資源環境農学専攻に平成22年度から

改組した。また，獣医学分野では，岐阜大学，岩手大学，東京農工大学とともに，畜産科学分野では，岩手大学，

弘前大学，山形大学とともに連合大学院を構成し，大学院博士後期課程の教育を行っている。 

 学部・大学院の教育を支援するため，全国共同利用施設１，学内共同教育研究施設３，学部附属の教育研究施

設１，教育研究支援組織７，合計 12の組織を設置している。 

 教育活動に係る重要事項を審議する組織として，教育研究評議会が定期的に開催され，その審議をするととも

に，学部教育部会議，大学院教育部会議が，カリキュラムの企画・立案等，具体的な点検・改善を行っている。 

以上のように，教育研究組織は適切に整備されており，効果的に機能していると判断する。 
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基準３ 教員及び教育支援者 

  

（１）観点ごとの分析 

 

観点３－１－①： 教員組織編制のための基本的方針を有しており，それに基づいて教員の適切な役割分担の

下で，組織的な連携体制が確保され，教育研究に係る責任の所在が明確にされた教員組織編

制がなされているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学各組織の基本構成は，組織規則（前掲資料２－１－⑤－１（20 ページに前出））で規定されており，こ

れに従って，教員組織編成が行われている。本学は，食の生産性向上と安全性を基本とする農畜産物生産から

食品衛生及び環境衛生に至る一連の幅広い知識を持った人材を社会に輩出することを理念としており，この理

念のもと，平成20年度から学部の教育課程において獣医・農畜産融合教育を充実させるため，学科制から課程

制に移行するとともに，教員所属組織も従来の学科・講座体制から全教員が所属する「研究域」（７部門16分

野）に再編した（資料３－A）。研究域に所属する全教員は，このような組織体制の中で，大学教育センターの

コーディネートにより，学部・研究科における教育を担当している（資料３－B）。 

 この教員所属組織と教育課程の区分により，教育面では研究組織体制にとらわれることなく学生のニーズや

社会情勢の変化に合わせて教育課程を柔軟に改善でき，また，研究面においては学問動向や研究上の必要性を

踏まえて，組織改編や部門間における教員の流動等が柔軟に行える体制となっている。すなわち，教員は研究

域を基盤とし，その担当授業科目により教育課程への多様な関わりを持つことが可能となり，全教員が一丸と

なって獣医・農畜産融合領域の研究及び教育を担う体制となっている。 

 教育に関する責任は，研究域の各部門が当該分野にかかる教育責任を担うことを基本としつつ，学部にユニ

ット長，基盤教育主任，共通教育主任を配置し，また研究科に専攻長を配置して，研究域，学部・研究科及び

教育に関して全学的な検討を行う大学教育センターが共同で教育上の課題解決を図る体制としている（前掲資

料２－M（21ページに前出），２－L（21ページに前出），２－２－②－１（22ページに前出））。 

 研究域の責任体制として，研究域の各部門に部門長１名，副部門長２名以内を配置し，各部門長は，部門の

管理・運営責任者として，部門会議の定期的な開催，部門に配分される運営費，共通研究費の管理・運用，部

門所属教員の人事に関する要望提出などの運営にあたっている（別添資料３－１－①－１）。 

 

（資料３－A） 

研究域の部門及び分野 

部  門 分   野 

畜産衛生研究部門 動物医科学分野，食品衛生学分野，環境衛生学分野 

臨床獣医学研究部門 診断治療学分野，予防獣医療学分野 

基礎獣医学研究部門 形態機能学分野，病態予防学分野 

畜産生命科学研究部門 家畜生産科学分野，環境生態学分野 

食品科学研究部門 加工・利用学分野，機能科学分野 

地域環境学研究部門 農業経済学分野，地域環境工学分野，植物生産学分野 

人間科学研究部門 言語科学分野，人文社会・体育学分野 

（出典：帯広畜産大学研究域規程） 
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（資料３－B） 

教育研究組織のイメージ 

 
（出典：大学概要，P９） 

 

別添資料3-1-①-1  帯広畜産大学研究域規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000017.htm） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  本学各組織の基本構成は，組織規程で規定されており，これに従って，教員組織編成が行われている。教員

所属組織は，全教員が所属する「研究域」（７部門 16分野）とし，大学教育センターのコーディネートにより，

学部・研究科における教育を担当している。教育組織は大学教育センター長，研究域は部門長がそれぞれ責任

者として選出され，組織として有効に機能するように編成されている。また，大学教育センターを設置したこ

とで，教員は研究域を基盤とし，その担当授業科目により教育課程への多様なかかわりを持つことが可能とな

った。 

以上のことから，教育と研究の連携を図りながら教員組織が編成され，責任体制も明確化していると判断す

る。 

 

 

観点３－１－②： 学士課程において，教育課程を遂行するために必要な教員が確保されているか。また，教

育上主要と認める授業科目には，専任の教授又は准教授を配置しているか。 

 

【観点に係る状況】 

  学士課程における専任教員は，「後任人事」を廃止し，欠員を機械的に補充する方式ではなく，戦略的に補充

が必要な教育研究分野に係る方針を案件ごとに策定し，中期目標・中期計画の重点領域を中心とするとともに，

獣医・農畜産融合教育を推進する方針に沿った教員選考を実施している（別添資料３－１－②－１）。平成 22

年５月１日現在における学士課程に配置される専任教員数及び大学設置基準に定める必要教員数は，資料３－C

のとおりであり，大学設置基準に定める専任教員数を確保している。 

  また，教育上主要と認める授業科目（必修科目）には，コア科目を設定して，教員異動の際，空白を作らな

いよう優先人事で対応している。 

http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000017.htm�
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別添資料3-1-②-1  教員選考方針（教員人事方針） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  学士課程における獣医・農畜産融合教育を推進する方針に沿った教員選考を実施し，教員を補充しているこ

と，大学設置基準上必要な教員数が確保されていることから，大学設置基準を満たしていると判断する。 

 

 

観点３－１－③： 大学院課程（専門職学位課程を除く。）において，必要な研究指導教員及び研究指導補助教

員が確保されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  専任教員は，「後任人事」を廃止し，欠員を機械的に補充する方式ではなく，戦略的に補充が必要な教育研究

分野に係る方針を案件ごとに策定し，中期目標・中期計画の重点領域を中心とするとともに，食の安全と安心

に係る生産から食品衛生及び環境保全に至る一連の教育研究実践による人材育成を行う目的に沿った教員選考

及び教員資格審査を実施している（別添資料３－１－③－１）。平成22年５月１日現在における大学院課程に

配置される専任教員数及び大学院設置基準に定める必要教員数は，資料３－D のとおりであり，大学院設置基

準に定める専任教員数を確保している。 

 

 

学部名・課程名 

 

収容定員 

専任教員数（現員） 大学設置

基準専任

教員数 教授 准教授 講師 助教 計 

畜産学部        

  獣医学課程 240  

58 

 

43 

 

5 

 

22 

 

128 

16 

  畜産科学課程 860 13 

計 1,100 29 

大学全体の収容定員 ― ― ― ― ― ― 15 

総計 1,100 58 43 5 22 128 44 

（資料３－C） 

大学設置基準上の専任教員数 

（平成22年５月１日現在） 

※ 本学の専任教員は，獣医・農畜産融合の教育研究を推進するために設置された研究域の各部門に所属し，「学

士課程教育」に参画するため，獣医、畜産学両課程共通の教員数としているもの。 

（出典：総務課調べ） 
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別添資料3-1-③-1  畜産学研究科博士後期課程教員資格審査要項 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  大学院において，食の安全と安心に係る生産から食品衛生及び環境保全に至る一連の教育研究実践による人

材育成を行う目的に沿った教員選考及び教員資格審査を実施しており，法令に定められている必要な研究指導

教員及び研究指導補助教員を確保していると判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

研究科・専攻 
収容 

定員 

 

研究指導教員数 

(現員) 
研究指導 

補助教員 
計 

大学院設置基準で必要

とされている教員数 

 
うち教授 

研究指導

教員 

研究指導

補助教員 

畜産学研究科 

修士課程 

       

畜産生命科学専攻 36 17 9 5 22 7 2 

食品科学専攻 20 11 4 2 13 6 2 

資源環境農学専攻 26 22 13 2 24 6 2 

計 82 50 26 9 59 19 6 

畜産学研究科 

博士前期課程 

       

畜産衛生学専攻 30 26 14 3 29 7 2 

計 30 26 14 3 29 7 2 

畜産学研究科 

博士後期課程 

       

畜産衛生学専攻 21 16 10 1 17 7 4 

計 21 16 10 1 17 7 4 

（資料３－D） 

大学院設置基準上の研究指導教員数研究指導補助教員数 

（平成22年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 共通講座教員を除く 

（出典：総務課調べ） 
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観点３－１－④： 専門職学位課程において，必要な専任教員（実務の経験を有する教員を含む。）が確保され

ているか。 

 

【観点に係る状況】 

  該当なし。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  該当なし。 

 

 

観点３－１－⑤： 大学の目的に応じて，教員組織の活動をより活性化するための適切な措置が講じられてい

るか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学では，教員組織の活性化を図るべく，平成19年４月以降新たに採用する助教すべてに任期制を適用させ，

若手教員の育成から本学教育研究分野に係る新たな分野の開拓及び既存の分野の後継者育成に向けて，教育研

究活動が行われている（別添資料３－１－⑤－１）。また，平成16年度から教員の採用は公募を原則とするこ

ととし，採用公募はもとより学内昇任においても，ほぼ全ての人事において公募を実施するなど，その原則を

貫いている（資料３－E，別添資料３－１－⑤－２）。 

  教員の年齢構成，外国人教員数及び女性教員数は資料３－F のとおりである。外国人教員はネイティブスピ

ーカーを中心に戦略的に配置し，平成 16年５月１日現在３名だったのが，平成22年５月１日現在には５名と

なっている。女性教員は男女共同参画の観点から，公募の際に女性の積極的な応募を促す一文を加えるなどの

方策により，平成16年５月１日現在３名だったのが，平成22年５月１日現在には10名となっている。欠員状

況，補充又は以後充実させるために必要な教育研究分野等を戦略的に考慮し，案件ごとに学長のリーダーシッ

プのもと，「教員人事の方針」を策定して外国人教員及び女性教員の拡充を図りつつ，積極的な教員人事を行っ

ている（前掲資料３－１－②－１（25ページに前出））。 

サバティカル制度については，平成19年２月開催の戦略会議における審議結果を踏まえ，内容等を見直し，

学内関係各所に制度案を示し，提起された意見を基に学長室においてさらに検討をすすめ，関係規程を平成 22

年２月の教育研究評議会の議を経て制度の導入を行った（資料３－G，別添資料３－１－⑤－３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



帯広畜産大学 基準３ 

- 29 - 

（資料３－E） 

教員の公募 

 

（出典：大学ホームページ URL：http://www.obihiro.ac.jp/vacancy/index.html） 

 

（資料３－F） 

教員の年齢構成，外国人教員数，女性教員数 

（平成22年５月１日現在） 

年齢区分 教 授 准教授 講 師 助 教 合 計 

  ～24歳 0 0 0 0 0 

25～34歳 0 0 2 12 14 

35～44歳 2 20 1 8 31 

45～54歳 23 18 2 2 45 

55～64歳 33 5 0 0 38 

合  計 58 43 5 22 128 

外国人教員数 1 1 1 2 5 

女性教員数 0 4 1 5 10 

（出典：総務課調べ） 

 

 

 

 

 

 

http://www.obihiro.ac.jp/vacancy/index.html�
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（資料３－G） 

 

（出典：サバティカル研修制度規程） 

 

別添資料3-1-⑤-1  帯広畜産大学における教員の任期に関する規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000106.htm） 

別添資料3-1-⑤-2  教授の学内募集について 

別添資料3-1-⑤-3  帯広畜産大学教員のサバティカル研修に関する規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000245.htm） 

 

http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000106.htm�
http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000245.htm�
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【分析結果とその根拠理由】 

  職員の年齢構成については，各職層のバランス及び教育研究の推進の観点から適切な補充が進められている。

また，平成19年度以降は全ての助教に任期制を適用しており，これによりより一層の研究活動の活発化が期待

される。外国人教員についてもネイティブスピーカーを中心に戦略的な配置を行っている。女性教員数につい

ても男女共同参画の観点から，公募の際に女性の積極的な応募を促す一文を加えるなどの方策により，増加傾

向にある。 

以上のことから，教員組織の活動をより活性化するための適切な措置を講じていると判断する。 

 

 

観点３－２－①： 教員の採用基準や昇格基準等が明確かつ適切に定められ，適切に運用がなされているか。

特に，学士課程においては，教育上の指導能力の評価，また大学院課程においては，教育研

究上の指導能力の評価が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  教員の採用・昇格にあたっては，「多元的業績評価」（別添資料３－２－①－１，２）に基づき，うち助教に

関しては同評価を参考としつつ，「本学における助教の選考基準について」（別添資料３－２－①－３）に基づ

いて選考が行われている。また，必要に応じてそれぞれ面接も実施し，学士課程における教授能力，教育業績，

研究業績，臨床業績，社会貢献及び管理運営業績について総合的な視点から選考を行っている。 

  学士課程の教育指導能力の評価については，「多元的業績評価」により教授能力，教育業績を評価している。 

大学院課程における修士（博士前期）課程においては、前述の選考と一体となった選考を行っているが，う

ち大学院課程助教に関しては，「帯広畜産大学大学院畜産学研究科修士課程及び博士前期課程における助教の研

究指導及び論文審査の取扱いについて」（別添資料３－２－①－４）に基づき，博士後期課程においては，「帯

広畜産大学大学院畜産学研究科博士後期課程教員資格審査要項」（前掲資料３－１－③－１（27ページに前出））

に基づき教育研究指導能力をはかる審査基準を設けて評価している。 

 

別添資料3-2-①-1  多元的業績評価と教員資格要件 

別添資料3-2-①-2  多元的業績評価項目及びファクター一覧 

別添資料3-2-①-3  本学における助教の選考基準について 

別添資料3-2-①-4  帯広畜産大学大学院畜産学研究科修士課程及び博士前期課程における助教の研究指導 

及び論文審査の取扱いについて 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  上述のとおり明確な基準のもと，採用・昇格，学士課程及び大学院課程に参画する教員を選考しており，教

育研究上の能力評価を適切に行っていると判断する。 
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観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価が行われているか。また，その結果把握された事項

に対して適切な取組がなされているか。 

 

【観点に係る状況】 

  教育，研究，管理運営業績等の多元的側面から客観的に評価し，評価結果を昇任・昇給などの処遇面におい

て活用するとともに，教員の人事配置等に活用することを目的とした多元的業績評価は，平成 14年の導入以来，

随時その評価項目等を見直し充実を図っている（前掲資料３－２－①－１，２）。法人化以降に実施した全ての

教員人事について，多元的業績評価による業績評価を実施したほか，平成 19年4月の助手から助教への移行審

査の際にも多元的業績評価を活用した（資料３－H）。 

 

（資料３－H） 

教員人事実績（平成 21年度） 

 

（出典：総務課調べ） 

 



帯広畜産大学 基準３ 

- 33 - 

【分析結果とその根拠理由】 

  教員の教育活動等に関する評価は，多元的業績評価により，評価結果を昇任・昇給などの処遇面において活

用している。評価項目を随時見直し，法人化以降にあっては，全ての教員人事に多元的業績評価を活用するな

ど，教員の評価が適切に行われていると判断する。 

 

 

観点３－３－①： 教育の目的を達成するための基礎として，教育内容等と関連する研究活動が行われている

か。 

 

【観点に係る状況】 

  本学教員は，資料３－I に示す例のとおり，課程等の研究内容と関連した研究活動を行っている。教員の研

究活動と担当科目の整合性については，採用・昇任人事の際に多元的業績評価により，専門分野や業績内容が

検証されるとともに，教育課程や授業科目の編成時においても，教員の研究活動の内容と授業科目の整合性が

検証されている（前掲資料３－２－①－１，２（31ページに前出））。また，教育上，研究上の活動を学内外に

公表するため，学術研究報告が作成されている（別添資料３－３－①－１）。 

 

（資料３－I）教育内容と研究活動の関連例（抜粋） 

 

部門・教員名 研究分野・研究業績 授業科目名（開講課程・専攻名） 

畜産衛生学研究部門 

西田武弘 准教授 

（主な研究テーマ） 

・エネルギー・窒素循環に関する研究 

・家畜発生メタンの栄養学的制御に関する研究 

・家畜のエネルギー代謝に関する研究 

（研究業績） 

・T. Suzuki, I. Phaowphaisal, P. Pholsen, R. Narmsilee, 

S. Indramanee, P. Nitipot, A. Chaokaur, K. Sommart, N. 

Khotprom, V. Panichpol and T. Nishida. In vivo 

nutritive value of Pangola grass (Digitaria Eriantha) 

hay by a novel indirect calorimeter with a ventilated 

hood in Thailand. Japan Agricultural Research 

Quarterly, 2008.4. 42 (2), 2008 123-129. 

・T. Nishida, W. Angthong, P. Pholsen, R. Narmsilee, 

S. Indramanee, P. Nitipot, A. Chaokaur, K. Sommart. 

Energy loss in methane and metabolizable energy content 

of glutinous and non-glutinous rice straw with Brahman 

and native steers in Northeast Thailand, XIIIth AAAP 

Animal Science Congress Proceedings. 2008. p.63. 

・家畜栄養学Ⅰ（獣医学課程・畜産科学

課程）※境界領域科目 

・国際比較畜産論（獣医学課程・畜産科

学課程） 

・家畜生産科学実習Ⅲ（畜産科学課程） 

・循環型畜産科学特論（畜産衛生学専攻） 

臨床獣医学研究部門 

山田 一孝 教授 

（主な研究テーマ） 

・獣医臨床における画像診断に関する研究 

（研究業績） 

・Miori KISHIMOTO, Kazutaka YAMADA, Junichiro SHIMIZU, 

Toshiroh IWASAKI, Yoh-Ichi MIYAKE. Effect of contrast 

media formulation on CT angi-ographic contrast 

enhancement. Vet. Radiol. Ultrasound 49 (3), 233-237, 

2008 

・Junichiro SHIMIZU, Kazutaka YAMADA, Miori KISHIMOTO, 

To-shiroh IWASAKI, Yoh-Ichi MIYAKE. The Difference of 

Contrast Effects of Myelography in Normal Dogs: 

Comparison of Iohexol (180 mgI/ml), Io-hexol (240 

・動物と人間の関係（獣医学課程・畜産

科学課程） 

・放射線生物学（獣医学課程） 
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mgI/ml) and Iotrolan (240 mgI/ml). J. Vet Med. Sci. 70 

(7), 659-663, 2008 

畜産生命科学研究部門 

押田 龍夫 准教授 

（主な研究テーマ） 

・哺乳類学（特に，リス科動物を中心とした森林性小型哺

乳類の系統地理，系統進化，分類，生態に関する研究） 

（研究業績） 

・Horie M., Honda T., Suzuki Y., Kobayashi Y., Hayashi 

Y., Daito T., Oshida T., Ikuta K., Jern P., Gojobori 

T., Coffin J.M. and Tomonaga K. 2010. Endogenous 

non-retroviral RNA virus elements in mammalian genoms. 

Nature 463: 84-87 

・Oshida T., Masuda R. and Ikeda K. 2009. Phylogeography 

of the Japanese giant flying squirrel Petaurista 

leucogenys (Rodentia, Sciuridae): implication of 

glacial refugia in an arboreal small mammal in the 

Japanese Islands. Biological Journal of the Linnean 

Society 98: 47-60. 

・野生動物学（獣医学課程・畜産科学課

程）※境界領域科目 

・生命と環境（獣医学課程・畜産科学課

程） 

・共通教育総合Ⅰ（北海道の自然と生物）

（獣医学課程・畜産科学課程） 

・生命科学実習Ⅰ（畜産科学課程） 

・生命科学実習Ⅱ（生態）（畜産科学課程） 

・環境生命科学特論（畜産生命科学専攻） 

・生態システム生命科学特論（畜産生命

科学専攻） 

（出典：企画課調べ） 

 

別添資料3-3-①-1  帯広畜産大学学術研究報告（第30巻） 

（URL：http://www.obihiro.ac.jp/~library/research/Vol30.pdf） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  各課程における主要な授業科目の教育内容とそれを担当する教員の研究活動は高い相関性を持っている。特

に，専門教育における授業科目及び獣医・農畜産学境界領域の科目，ならびに大学院における専攻科目の授業

の多くは，研究活動及び研究業績の内容と対応していることから，教育の目的を達成するための基礎として，

教育内容と相関性を有する研究活動が行われていると判断する。 

 

 

観点３－４－①： 大学において編成された教育課程を遂行するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者

が適切に配置されているか。また，ＴＡ等の教育補助者の活用が図られているか。 

 

【観点に係る状況】 

  教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員は資料３－J に示されているように配置されているが，事

務職員及び施設系技術職員は，事務組織及び事務分掌（別添資料３－４－①－１）による各所掌に従い，教育

課程実施支援業務を行っている。また，教室系技術職員は授業，実験及び実習補助並びに教育課程展開に資す

る教員の研究補助業務を行っている。 

  修士課程及び博士前期課程の学生が，学士課程の主に実験・実習の授業において TA（ティーチング・アシス

タント）として，また博士後期課程の学生が，学士課程，修士課程または博士前期課程の主に演習・実習の授

業においてTAとして教育・研究活動を補助する役割を担っている（資料３－K，別添資料３－４－①－２）。 
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（資料３－J） 

事務職員，教室系技術職員等（事務局長， 

企画総務部長及び教育研究協力部長を除く）の配置人数一覧 

（平成22年５月１日現在） 

職種区分 

部課 

（室）等名 

事 務 

 

職 員 

教室系 

技 術 

職 員 

その他 

 

職 員 

非常勤 

 

職 員 

教育研究協力部学務課 12   3 

教育研究協力部入試課 3   1 

教育研究協力部研究協力課 7   3 

教育研究協力部国際企画課 3   2 

教育研究協力部学術情報室 7    

各センター等 1 11 1 22 

（出典：総務課調べ） 

 

（資料３－K） 

ＴＡ雇用実績（平成 21年度実績） 

     職種区分 

所属 

ＴＡ 

学部(前期) 学部(後期) 学部(通年) 大学院(前期) 大学院(後期) 大学院(通年) 

帯広畜産大学大学院 

畜産学研究科 
67 61  3 2 3 

岩手大学大学院 

連合農学研究科 
1 2 1 1  2 

岐阜大学大学院 

連合獣医学研究科 
3 4     

（出典：総務課調べ） 

 

別添資料3-4-①-1  事務組織及び事務分掌 

別添資料3-4-①-2  帯広畜産大学ティーチング・アシスタント実施要項 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  上記のとおり各職員が，所掌毎に適切に配置されており，それぞれの職域から直接又は間接的に学生，ある

いは教員の支援にあたっているものと判断する。 

修士及び博士課程の学生が，学士課程，修士課程または博士前期課程の主として実験・実習・演習の授業に

おいてTAとして配置されており，授業を円滑に実施するための十分な補助体制が整備されている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

 教員組織編成において，すべての助教に任期制を導入し，柔軟で流動性があり，かつ，将来の教育研究活動

を見据えた教員人事が実施されている。 

 女性教員数は法人化当初に比べ，３倍を超えて増員が図られている。 

 教員の採用及び選考は，多元的業績評価に基づいて厳正に審査され，質の高い教育研究を実施する体制が確

保されている。 

 教育課程を展開するに必要とされる多種多様な職員を小規模大学ではあるが，適切に確保，配置を行ってい

る。 

 

【改善を要する点】 

 採用・昇格にとどまらず，教員の教育研究活動の継続的な評価体制を更に充実させ，教育課程の実施にフィ

ードバックさせていく必要がある。 

 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 教員人事における「後任人事」を廃止の上，本学の教育研究理念・目標を達成できるよう，補充が必要な教育

研究分野の人事に関する方針をその都度策定し，総合的観点から教員補充を行っている。 

 平成20年４月から，教員は「研究域」に所属の上，学士課程及び大学院課程の教育に参画する体制を構築して

いる。 

 学士課程及び大学院課程には設置基準等で必要とされる教員を充足の上，その採用・昇格にあたっては厳格な

審査，大学院課程にあっては，更に資格審査を経て教員を参画させている。 

 教員の採用は原則公募制であり，任期制の拡大も行われている。年齢構成についても可能な限り若手教員の育

成を図る努力がなされている。女性教員の採用数については大幅な上昇が見られる。 

 教育支援職員の配置についても教育課程を展開するに必要な事務，技術職員の配置が適切に行われている。 

 TAについては，実験・実習・演習等の授業を円滑に実施するための十分な配置が行われている。 

以上のように，適切に採用・昇任がなされた教員と教育支援職員による機動的な組織編成がなされ，機能して

いると判断する。 
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基準４ 学生の受入 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像及び入学者選抜の基本方針などの入学者受入方針（ア

ドミッション・ポリシー）が明確に定められ，公表，周知されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  学部では，大学の教育理念や教育目標に沿ったアドミッションポリシーを定め，大学ホームページ（資料４

－A），受験産業が運営する携帯電話サイト（別添資料４－１－①－１）及び大学案内（別添資料４－１－①－

２，P８）に掲載し，オープンキャンパスや大学説明会，受験産業の各種イベント及び高校訪問で説明活動を行

っている。また，大学案内は，請求のあった個人や団体のほかに，道内高等学校361校，道外で過去３年間に

本学に３名以上の志願者があった高等学校 243校，道外の農業に関する学科を有する高等学校 379校に配布（別

添資料４－１－①－３）するとともに，デジタル化して大学ホームページから閲覧できる（別添資料４－１－

①－４）ようにすることで，アドミッションポリシーの更なる周知を図っている。このアドミッションポリシ

ーは，別科のアドミッションポリシーも兼ねている。 

  大学院においても，本学が掲げる「食の安全確保」に基本をおいたアドミッションポリシーを定め，大学ホ

ームページ（資料４－B）及び各学生募集要項（資料４－C）に掲載し，受験生等への周知を行っている。 

  しかしながら，本学の知名度は，道外の受験産業イベント及び高校訪問時に感じる印象としてはあまり高く

ないとの印象を受けている。  

 

（資料４－A） 

学部・別科アドミッションポリシー 

 

（出典：大学ホームページ http://www.obihiro.ac.jp/nyusi/admission-policy.html） 

 

http://www.obihiro.ac.jp/nyusi/admission-policy.html�
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（資料４－B） 

大学院アドミッションポリシー 

 

 

（出典：大学ホームページ http://www.obihiro.ac.jp/graduate/admission.html） 

 

http://www.obihiro.ac.jp/graduate/admission.html�
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（資料４－C） 

大学院入試ホームページ 

 

（出典：大学ホームページ URL：http://www.obihiro.ac.jp/nyusi/graduate33.html） 

 

別添資料4-1-①-1   アドミッションポリシー（携帯電話サイト） 

（URL：http://daigakujc.jp/c.php?u=00121&l=02&c=00032&PHPSESSID=5c07f44d5d97c7db1aa7a7b55f0947c6） 

別添資料4-1-①-2   大学案内（2010年度版） 

別添資料4-1-①-3   大学案内配布高校一覧（平成21年度） 

別添資料4-1-①-4   デジタル・パンフレット（帯広畜産大学 大学案内2010） 

（URL：http://frompage.pluginfree.com/weblish/frompage/6200290447/index.shtml?rep=1） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  学部，大学院ともに，大学の教育理念・目標に沿ったアドミッションポリシーが定められ，大学のウェブサ

イト，大学案内，募集要項等に掲載して広く公表していることから，本学のアドミッションポリシーは適切に

定められ，公表，周知されていると判断する。 

  しかし，本学の知名度は，道外の受験産業イベント及び高校訪問時に感じる印象としてはあまり高くないと

感じるため，アドミッションポリシーの周知とともに，知名度を高める工夫が必要である。 

 

 

観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法が採用され

ており，実質的に機能しているか。 

 

【観点に係る状況】 

  学部の入学者選抜においては，アドミッションポリシーに沿った学生を選抜するために，一般入試（前期課

程，後期課程），特別入試（推薦入試，帰国生特別入試，社会人特別入試），私費外国人留学生特別入試（資料

４－D，４－E），学士編入学（獣医学課程）（資料４－D，４－F），第３年次編入学（畜産科学課程）（資料４－D，

http://www.obihiro.ac.jp/nyusi/graduate33.html�
http://daigakujc.jp/c.php?u=00121&l=02&c=00032&PHPSESSID=5c07f44d5d97c7db1aa7a7b55f0947c6�
http://frompage.pluginfree.com/weblish/frompage/6200290447/index.shtml?rep=1�
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４－F）と多様な選抜方法を実施している。 

一般入試においては，幅広い知識と大学で専門を学ぶために必要な基礎的学力を大学入試センター試験及び

個別学力検査において評価し，特別入試では，小論文及び面接において，アドミッションポリシーで掲げる自

主性・協調性の評価，調査書において基礎学力を評価して，幅広く学生を受け入れている。特に，推薦入試の

畜産科学課程では，農業高校を対象とした「A推薦」と全ての高校を対象とした「B推薦」を実施しており，本

学が求める学生を様々な角度から選抜できるような工夫をしている。これらの情報は，入学者選抜要項に記載

し，受験者に周知している（資料４－D）。 

別科の入学者選抜においては，アドミッションポリシーに沿った学生を選抜するために，一般入試と推薦入

試を実施し，両入試の面接においてアドミッションポリシーで掲げる自主性・協調性の評価を行うとともに，

一般入試では，理科と作文，推薦入試では作文を課し，基礎的学力の評価を行っている。これらの情報は，入

学者選抜要項に記載し，受験者に周知している（資料４－D，４－F）。 

  大学院の入学者選抜においては，アドミッションポリシーに掲げている「食の安全確保」国際感覚の習得」

「社会人のブラッシュアップ」及び「問題解決能力の習得」に沿った学生を選抜するために，一般選抜のほか，

社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜，国際協力特別選抜と多様な選抜方法を実施している。（資料４－C（39

ページに前出），資料４－H）。 

  平成21年度に入学した学生（学部生263名，大学院生67名，別科生16名）のうち，入学後１年以内に退学

した学生は，学部生１名（退学率：0.4％），大学院生２名（退学率：3.0％），別科生0名である。このことか

ら入学した学生のほぼ全員が，本学のアドミッションポリシーを理解し，また本学においてはアドミッション

ポリシーに沿った学生を獲得していることを証明している。 

 

（資料４－D） 

学部及び別科入試ホームページ 

 

（出典：大学ホームページ URL：http://www.obihiro.ac.jp/nyusi/under33.html） 

 

 

http://www.obihiro.ac.jp/nyusi/under33.html�
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（資料４－E） 

学部（一般選抜，特別入試，私費外国人留学生特別入試） 

 
（出典：入試課調べ） 

 

（資料４－F） 

学部（編入学） 

 

（出典：入試課調べ） 

 

（資料４－G） 

別科（草地畜産専修） 

 

（出典：入試課調べ） 
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（資料４－H） 

大学院（修士課程，博士前期課程，博士後期課程） 

 

（出典：入試課調べ） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  学部，大学院ともに，アドミッションポリシーに沿った多様な選抜を採用しており，本学の入学者受入は，

アドミッションポリシーに沿って適切に行われていると判断する。 

 

 

観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）において，留学生，社会人，編入学生の受

入等に関する基本方針を示している場合には，これに応じた適切な対応が講じられているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学のアドミッションポリシーは，学部及び大学院において定められており，あらゆる志願者を対象とした

ものである。したがって，留学生，社会人，編入学等特別選抜に限定したアドミッションポリシーは存在しな

い。 

大学院において，アドミッションポリシーのなかで「多様な実務経験を有する社会人で，ブラッシュアップ

を期待する人」「職業現場で直面する諸問題について理解を深め，問題解決能力を高めたいと思っている人」を

挙げており，これに沿った選抜を行うために社会人特別選抜を行っている（前掲資料４－C（39ページに前出））。

また，外国人留学生特別選抜においては，出願要件に「食品あるいは畜産衛生に関連する研究機関，教育機関，

行政機関等での２年以上の勤務経験」を挙げており（前掲資料４－C（39ページに前出），別添資料４－２－②

－１），本学の基本理念の一つである「食の安全確保」に資する学生を選抜している。 

  また，学部では，留学生，社会人，編入学生の受入は，観点４－２－①で示したとおり，アドミッションポ

リシーに基づいた選抜を行っている。 

 

別添資料4-2-②-1  大学院畜産学研究科修士・博士課程前期課程募集要項，P４ 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  留学生，社会人，編入学生の受入についても，アドミッションポリシーに掲げた方針に沿った選抜を行って

おり，適切な対応が取られていると判断する。 
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観点４－２－③： 実際の入学者選抜が適切な実施体制により，公正に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  入学試験に係る業務は，入学試験委員会規程（別添資料４－２－③－１）に則り，学長が指名する理事（教

育・学生担当理事）を長として，入学試験委員会を設置して公正な実施に努めている。委員会では，入学者選

抜方法，学力検査の出題及び採点に係る組織，合否判定資料，入学試験の実施，学生募集広報，大学入試セン

ター試験の実施に関して審議を行い，合否判定等の重要な事項については，入学試験委員会で審議した後に教

育研究評議会に諮っている。入学試験は，入学試験実施規程（別添資料４－２－③－２）に則って実施され，

試験ごとに，学長を本部長とする実施本部を設置して行われている。 

 

別添資料4-2-③-1   帯広畜産大学入学試験委員会規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000061.htm） 

別添資料4-2-③-2   帯広畜産大学入学試験実施規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000196.htm） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  上記のとおり，全ての入学試験は，規則に則り，学長を本部長とし，入学試験委員会委員を中心とした実施

体制が組織され，適正に入学試験が実施されていることから，入学者選抜を公正に実施していると判断する。 

 

 

観点４－２－④： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行われている

かどうかを検証するための取組が行われており，その結果を入学者選抜の改善に役立ててい

るか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学の入学試験における実施状況及び実施体制の検証（調査及び研究）を行う組織として，入学試験委員会

の下に入学者選抜方法研究部会（別添資料４－２－④－１）が置かれ，常に，時流にあった公正な入学者選抜

が実施できるように努めている。 

平成 20 年度の入学者選抜方法研究部会では，学部入学試験について，入試問題の漏洩，合否判定ミスを防

止するためのマニュアルを作成し，平成 22年度入試から導入したほか，募集人員等についての検討も行い，畜

産学部畜産科学課程後期日程，A推薦，B推薦の募集人員についての見直しを提案し，入学試験委員会，教育研

究評議会の議を経て，平成22年度入試から募集人員の変更を行うなど，アドミッションポリシーに沿った選抜

方法や実施体制について検証を行っている（別添資料４－２－④－２）。 

 

別添資料4-2-④-1   帯広畜産大学入学試験委員会入学者選抜方法研究部会細則（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000062.htm） 

別添資料4-2-④-2   入学者選抜方法研究部会報告書（平成20年度） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  入学者選抜方法研究部会の活動は，毎年，入学試験委員会で報告され，その提案や諮問について検討を行い，

http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000061.htm�
http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000196.htm�
http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000062.htm�
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必要と判断された事項については，実施体制や選抜方法に取り入れられ，アドミッションポリシーに沿った学

生の受入及び適正な学生数の確保について検討を行うなど，改善に対する取り組みが行われている。 

以上のことから，入学者選抜方法研究部会での検討結果が入学者選抜の改善に役立てられていると判断する。 

 

 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていないか。また，

その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定員と実入学者数との関係の

適正化が図られているか。 

 

【観点に係る状況】 

  平成16年度～21年度の入学者選抜実績（資料４－I）を見ると，定員の少ない大学院及び別科を除き，ほぼ

定員どおりの学生数を確保しており，適正な範囲にある。 

 

（資料４－I） 

入学者選抜実績 

 

（出典：平成17年度～平成22年度入試統計資料） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  入学定員に対する入学者の割合は，学部では定員の 0.99 倍～1.05 倍であり，適正な範囲にある。また，大
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学院においても，修士課程では定員の0.90倍～1.29倍，博士前期課程では定員の0.80倍～1.27倍，博士後期

課程では定員の 1.29 倍～2.43 倍であり，おおむね適正な範囲にあることから，入学定員と実入学者数との関

係の適正化が図られていると判断する。別科については，定員の 0.47倍～0.93倍であり，平成17年度から平

成22年度までの６年間で４回0.7倍未満となっていることから，入学定員と実入学者数との関係の適正化が図

られていないと判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

  学部，大学院ともに，それぞれの基本理念と教育目標に沿ったアドミッションポリシーを明確に定め，これ

を広く公表するとともに，多様な選抜方法を実施することで，大学が求める学生を選抜している。 

  毎年，入学者選抜方法研究部会において，選抜方法や入学定員の適正化について，検討を行っており，過去

の教訓を活かし，時代の変化に迅速に対応した入学者選抜を行う体制が整っている。 

  入学者選抜に関する事項は，規程に則り設置している入学試験委員会で審議されるとともに，合否判定等の

重要な事項については，教育研究評議会にも諮られている。また，実際の入学試験においては，学長を本部長

とする実施本部のもとに試験が実施され，責任の所在が明らかである。 

 

【改善を要する点】 

  子供の数が減少する近年の厳しい状況下で，本学のアドミッションポリシーに沿った入学者を受け入れるた

めには，今以上に，アドミッションポリシーを広く周知することで受験生を確保していく必要がある。本学は

道外から受験する学生も少なくないが，実際の知名度はあまり高くないため，アドミッションポリシーの周知

とともに，知名度を高める工夫が必要である。 

  別科の平成17年度以降の入学定員に対する実入学者数は，0.47倍～0.93倍となっており，入学定員と実入

学者数との関係の適正化が図られていないと判断されるため，志願者増加のための広報等について工夫する必

要がある。 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

 帯広畜産大学では，学部，大学院ともに，それぞれの教育理念及び教育目標に沿ったアドミッションポリシー

を明確に定め，大学案内，大学ホームページ，募集要項等で広く社会に公表している。また，学部，大学院とも

に多様な選抜方法を実施し，アドミッションポリシーで求めている学生像に沿った学生を選抜している。 

 入学者選抜の実施体制については，学長を本部長とする実施本部を試験ごとに設置し，厳正に行っている。 

また，合否判定については，入学試験委員会で審議した後に教育研究評議会に諮っており，公正に判定している。 

 入学者選抜の改善については，入学試験委員会に入学者選抜方法研究部会を置いて，毎年，選抜方法に関する

調査・研究を行い，選抜方法や入学定員等の検討・改善を行っている。 

 平成 17年度以降の入学定員に対する実入学者数は，別科では 0.47倍～0.93倍となってとなっているものの，

学部では0.99倍～1.05倍，大学院では0.80倍～2.43倍であり，おおむね適正の範囲にある。 

 以上のように，本学の学生の受入は適切に行われていると判断する。 
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基準５ 教育内容及び方法 

  

（１）観点ごとの分析 

 

＜学士課程＞ 

 

観点５－１－①： 教育の目的や授与される学位に照らして，授業科目が適切に配置され，教育課程が体系的

に編成されており，授業科目の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿ったものになっ

ているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学の教育課程である「アドバンス制」は，「基盤教育」「共通教育」「展開教育」の３つの教育分野から成っ

ている。下級学年では大学で学ぶための基礎となる幅広い知識や技術，農畜産全般の基礎知識を中心とした学

習（基盤教育・共通教育）を行い，専門教育への意欲と方向性を育成している。その上で，上級学年に進むに

つれて獣医農畜産の特定分野の深い専門知識・技術の学習（展開教育）へと前進（アドバンス）していく教育

課程となっている。特に畜産科学科・畜産科学課程では，入学時に上級学年で学習する専門分野を決定せず，

農畜産のさまざまな分野についての基礎知識を学習し理解を進めながら，自主的な判断 でそれぞれの学ぶ専門

分野を選択していくという方式を取っている（前掲資料２－D（14ページに前出），資料５－A）。 

「基盤教育」は，広義の教養科目であり，入学生の学習行動を高校教育から大学教育に転換し，大学で学ぶ

ための基盤を形成するとともに，社会人，職業人として生きるために必要な力を育成することを目的とする。

「共通教育」は，課程や専門にかかわらず必要な幅広い農畜産の基礎知識や体験を学生に提供するなかで，学

生の目的意識や職業意識を育て，専門知識及び技術の主体的な選択と学習へ誘導することを目的とする。「展開

教育」は，学生の目的意識や進路に応じた，現場に密着した多様な専門職業教育を提供することを目的とする

（前掲資料２－D（14ページに前出），資料５－A）。 

獣医学課程では，基盤教育必修７単位，選択 27 単位，共通教育必修 10 単位，選択 20 単位，展開教育必修

120単位で約74％が必修となっており，畜産科学課程では，基盤教育必修７単位，選択 36単位，共通教育必修

５単位，選択33単位，展開教育必修23単位，選択20単位で約28％が必修となっている（資料５－B）。 

 

（資料５－A） 

 

（出典：大学概要，P10） 

 



帯広畜産大学 基準５ 

- 47 - 

（資料５－B） 

卒業要件単位数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：畜産学部履修の手引き， 

P15～17） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 授業科目は，「基盤教育」「共通教育」「展開教育」のバランスに配慮した配置となっている。１・２年次には，

基盤教育及び共通教育を主に配置しており，アドバンス制により，獣医農畜産の特定分野の深い専門知識・技

術の学習へと進んでいく教育課程となっている。 

 特に，畜産科学課程では，必修科目，選択科目の配当も学生の主体的な学習を可能とするものになっている。 

 以上のことから，本学の目的に照らして適切な授業科目を配置しており，大学全体として体系的な教育課程

編成を確保していると判断する。 

 

 

観点５－１－②： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，研究成果の反映，学

術の発展動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

 

【観点に係る状況】 

  全学的な制度としては，他大学等の授業科目については 60単位を上限に単位認定する制度を整備しているほ

か，大学以外の教育施設等における学修の単位認定を行っている（資料５－C，別添資料５－１－②－１）。放
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送大学との間での単位互換に関する協定を締結しており，放送大学の科目についても単位認定を行っている（資

料５－D）。国外の大学とも，大学あるいは学部間で学生交流協定を締結して交換留学による単位認定を行って

いる（資料５－E）。編入学者への配慮として，既修得単位の利用を可能にする履修基準を整備している（資料

５－F）。高い職業意識，教育目標である専門職業人育成のため，インターンシップとして夏季休業中に１～２

週間程度，企業等に派遣して実務研修を実施している（資料５－G，別添資料５－１－②－２）。この他，農業

高校出身者からの推薦入試による入学者への配慮として，数学，生物，化学，物理，英語の入門科目を用意し

て修学上必要な学力を補う補習教育を実施している（資料５－G）。 

  学業成績の振るわない学生等に対しては，クラス担任を配置して個別指導を行っている（後掲資料７－B（91

～93ページに後出））。 

  また，社会的要請の強い政策課題に対応した取組も実施しており，平成17年度「現代GP」に採択された「国

際貢献を担う人材育成のための連携教育」では，新たに畜産国際協力ユニットを立ち上げ，「国際協力ディベー

ト論」において，英語による授業を開講した（資料５－H，５－I）。平成18年度「特色GP」に採択された「全

学農畜産実習を通じた導入教育」の１年生を対象とした「全学農畜産実習」において，体験型授業を取り入れ，

獣医農畜産に関する幅広い実習を行い，専門課程への位置付けとなっている（資料５－J，５－K）。平成20年

度「教育 GP」に採択された「大動物総合臨床獣医学教育プログラム」では，「総合臨床実習」において産業動

物獣医師を養成するためのカリキュラムを見直す（資料５－L，５－M）など，カリキュラム補強と再編に向け

た取組を行った。 

  本学では，平成20年度から獣医農畜産融合のため，それまでの学科制から課程制に移行し，カリキュラムを

改編した（資料５－N）。 

 

（資料５－C）単位認定制度 

 

第２章  教育課程及び履修方法等 

 （他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

 第１１条 本学において教育上有益と認めるときは，他の大学又は短期大学との協議に基づき，学生に当該他

の大学又は短期大学の授業科目を履修させることができる。 

 ２ 学生が前項の規定により修得した授業科目の単位については，60単位を限度として本学における授業科目

の履修により修得したものとみなす。 

 ３ 前２項に規定するもののほか，必要な事項は別に定める。 

 （大学以外の教育施設等における学修） 

 第１２条 本学において教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における

学修その他文部科学大臣が別に定める学修を，本学における授業科目の履修とみなし，単位を与えることが

できる。 

 ２ 前項の規定により与えることができる単位数は，前条第２項により修得したものとみなす単位数と合わせ

て60単位を超えないものとする。 

 ３ 前２項に規定するもののほか，必要な事項は別に定める。 

（出典：帯広畜産大学学則） 
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大学以外の教育施設等における学修の単位認定 

 

（出典：畜産学部履修の手引き，P11） 

 

（資料５－D）放送大学との単位互換 

 

 （放送大学の授業科目の履修） 

第１５条 放送大学との単位互換協定に基づき放送大学が指定する授業科目を，特別聴講学生として在学期間を

通じて８単位以内を履修することができる。 

２ 前項により修得した単位は，卒業要件単位としては認めない。 

３ 履修できる授業科目その他必要な事項は，掲示により周知する。 

（出典：帯広畜産大学畜産学部履修規程） 
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（資料５－E） 

留学生交流支援制度（短期派遣） 
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（出典：学生生活のしおり，P59） 

 

（資料５－F）編入学生への既修得単位認定 

 

第５章  入学 

 （再入学） 

第２７条 

 （転入学） 

第２８条 

 （編入学） 

第２９条 

 （既修得単位の認定） 

第３０条 前３条により入学を許可された者の既修得単位の認定に関する必要な事項は，別に定める。 

（出典：帯広畜産大学学則） 

 

１ 既修得単位の認定 

 （１）既修得単位の認定に当たっては，あらかじめ第２項に基づき本学で修得すべき卒業に必要な単位数（以

下，「修得すべき卒業単位数」という。）を定め，当該単位数に応じて既修得単位数を認定する。 

 （２）認定する既修得単位数は，卒業要件単位数から修得すべき卒業単位数を差し引いた単位数とする。 
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 （３）既修得単位数は，科目区分ごとに一括して認定するものとし，主に基盤教育科目及び共通教育科目を対

象とする。ただし，獣医学課程編入学生の必修科目については，個別に認定することができる。 

（出典：編入学生の既修得単位の認定等に関する申合せ） 

 

（資料５－G） 

インターンシップ 

 

（出典：学生生活のしおり，P56） 

（インターンシップ，補習教育科目） 

 

（出典：畜産学部履修の手引き，P24～25） 
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（資料５－H） 

現代GP 

 

（出典：大学ホームページ http://www.obihiro.ac.jp/~gp/index.php） 

 

（資料５－I） 

 

（出典：畜産学部履修の手引き，P151 

 http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010/2010_57009010.html） 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.obihiro.ac.jp/~gp/index.php�
http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010/2010_57009010.html�
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（資料５－J） 

特色GP 

 
（出典：大学ホームページ http://www.obihiro.ac.jp/~gp/tokusyoku/index.html） 

 

（資料５－K） 

 

（出典：畜産学部履修の手引き，P90 

 http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010/2010_41101010.html） 

 

 

 

http://www.obihiro.ac.jp/~gp/tokusyoku/index.html�
http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010/2010_41101010.html�
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（資料５－L） 

教育GP 

 

（出典：大学ホームページ http://www.obihiro.ac.jp/~gp/kyouiku/index.html） 

 

（資料５－M） 

 

（出典：畜産学部履修の手引き，P169 

 http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010/2010_20169010.html） 

 

（出典：畜産学部履修の手引き，P170 

 http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010/2010_20171010.html） 

http://www.obihiro.ac.jp/~gp/kyouiku/index.html�
http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010/2010_20169010.html�
http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010/2010_20171010.html�
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（資料５－N） 

学科制から課程制への移行 

 

（出典：企画課） 

 

別添資料5-1-②-1  大学以外の教育施設等における学修の単位認定に関する実施要項 

別添資料5-1-②-2  平成21年度インターンシップ報告書 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  本学では，社会の要請に対応した教育課程を編成している。学生のニーズに応えて，他ユニットの授業科目

の履修，単位互換，インターンシップ，専門職業人育成のためのキャリア教育を開講している。編入学生の既

修得単位認定制度などの取組を行っている。本学の特徴を活かした教育は，現代GP，特色GP，教育GPの採択

等に結びつき，社会からの高い評価を受けている。 

  以上のことから，本学は学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の編

成について配慮していると判断する。 

 

 

観点５－１－③： 単位の実質化への配慮がなされているか。 

 

【観点に係る状況】 

  畜産学部履修規程において単位制度を実質化するために学生が履修科目として登録することができる単位数

の上限を定めた履修登録単位数の上限を設定し（資料５－O），学習すべき授業科目の選択による十分な授業時

間外学習時間の確保によって授業内容の深い理解を図っている。各年次にわたって適切な履修を促すため，単

位制度及び履修登録単位数の上限設定の趣旨について，入学時にオリエンテーションで説明し，学生に配布す

る「履修の手引き」にも明記している（資料５－P）。また，授業内容の理解や学習意欲を喚起するため，オフィ

スアワーを設けている（資料５－Q）。附属図書館に授業時間外に自由に学習できるようグループ学習室を設置

するとともに，夜間開館を実施することにより学生への自主学習環境整備を行っている（後掲資料８－C（114

～115ページに後出））。 

  授業回数は，前期・後期とも15回の授業実施を前提に授業実施日を定めている（資料５－R）。 



帯広畜産大学 基準５ 

- 57 - 

 

（資料５－O） 

 

 （履修単位数の上限） 

第５条 学生が１年間に履修することができる学則別表第２に定める卒業要件単位数（以下「卒業要件単位数」

という。）は，44 単位を上限とする（ただし，既修得単位，基礎キャリア教育，インターンシップ及び２年

次以降の再履修科目を除く。）。 

２ 前項の上限とする単位数には，学則第 11条に規定する他の大学及び短期大学において履修する授業科目を

含めることができる。 

（出典：帯広畜産大学畜産学部履修規程） 

 

（資料５－P） 

 

履修登録単位数の上限 

 １年間に履修登録することができる卒業要件単位数は，４４単位を上限としています。 

 これは，教室での授業以外の学習・自習の勉強時間を十分にとり，授業科目の内容を深く理解することを目

的としています。 

※単位の計算方法：授業は，講義，演習，実験，実習および実技のいずれかの方法またはこれらの併用により

行います。いずれの方法においても，１単位は 45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準と

し，授業による教育効果，授業時間外に必要な学修（自宅での予習・復習）を考慮して，授業時間数を次のと

おり定めています。なお，本学での授業時間は 45分を１時間とカウントしています。 

（１）講義 15時間の授業と30時間の授業外での学修をもって１単位とします。 

（２）演習 30 時間の授業と 15 時間の授業外での学修をもって１単位とします。ただし，授業科目によって

は，15時間の授業と30時間の授業外での学修をもって１単位とするものがあります。 

（３）実験，実習，実技 30 時間の授業と 15 時間の授業外での学修をもって１単位とします。ただし，授業

科目によっては，45時間の授業をもって１単位とするものがあります。 

 課程・ユニットごとの単位修得方法を参照し，各自で履修計画を立てた上で，履修申告書を提出してくださ

い。 

 なお，単位互換協定に基づく他の大学等において履修する授業科目にあっては，上記４４単位に含めて履修

申告しなければなりません。ただし，認定単位数に制限があるので留意してください。 

 また，以下の①～⑧については上限の対象からは除外されます。 

 履修登録の上限４４単位に含まれない科目 

 ① 「教育原理」および「教育心理学Ⅰ」以外の教職に関する科目 

 ② 教職（農業）の教科に関する科目の中の「職業指導」 

 ③ 「教育原理」以外の博物館に関する科目 

 ④ 大学以外の教育施設等における学修で，本学で単位認定した科目 

 ⑤ 入学前に他大学または短期大学等において修得した学修で，本学で単位認定した科目 

 ⑥ １年次の補習科目（「入門生物学」，「入門化学」，「入門物理学」，「入門数学」，「Basic English」） 

 ⑦ 「インターンシップ」及び「基礎キャリア教育」 

 ⑧ ２年次以降の再履修科目 

（出典：畜産学部履修の手引き，P１，P10） 
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（資料５－Q） 

シラバス（HP） 

 

（出典：大学ホームページ http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010_syllabus_mokuji.html） 

 

（資料５－R） 

 

（出典：学生生活のしおり，大学院履修要覧，別科履修要覧，表紙裏） 

 

http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010_syllabus_mokuji.html�


帯広畜産大学 基準５ 

- 59 - 

【分析結果とその根拠理由】 

  科目の履修と単位の認定については，学生に配付される「履修の手引き」及び大学ホームページ上で閲覧で

きるシラバスを提供し，入学から卒業まで適宜ガイダンスを実施している。また，予習・復習による授業内容

の理解を深めるため，１年で履修できる単位数に上限を設けて単位の実質化を図っている。以上のことから，

単位への実質化への配慮がなされていると判断する。 

 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態の組合せ・バランスが適切

であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。 

 

【観点に係る状況】 

  授業の形態及び単位の計算方法については学則及び履修規程に規定している（前掲資料５－P（57 ページに

前出），資料５－S，５－T）。各課程においてはそれぞれの特色に応じて講義・演習・実験・実習等の授業形態

のバランスを考慮し，多様な授業科目を開講している（前掲資料５－Q（58ページに前出），後掲資料５－V（61

ページに後出））。 

  平成 17 年度「現代 GP」に採択された「国際貢献を担う人材育成のための連携教育」では、新たに畜産国際

協力ユニットを立ち上げ，「国際協力ディベート論」において，英語による授業を開講した（前掲資料５－H（53

ページに前出），資料５－I（53ページに前出））。平成18年度「特色GP」に採択された「全学農畜産実習を通

じた導入教育」の１年生を対象とした「全学農畜産実習」において，体験型授業を取り入れ，獣医農畜産に関

する幅広い実習を行い，専門課程への位置付けとなっている（前掲資料５－J（54 ページに前出），資料５－K

（54 ページに前出））。平成 20 年度「教育 GP」に採択された「大動物総合臨床獣医学教育プログラム」では，

「総合臨床実習」において産業動物獣医師を養成するためのカリキュラムを見直した（前掲資料５－L（55ペー

ジに前出），資料５－M（55 ページに前出））。語学授業においては、ネイティブスピーカーや CALL 教室を活用

した対話型授業を実施している。プレゼンテーション能力とコミュニケーション能力涵養のため，「基礎学術ゼ

ミナール」を開講して，１班６人のグループ制で発表と質疑応答を行っている（資料５－U）。 

 

（資料５－S） 

第３章  単位 

 （単位の計算方法） 

第１８条 授業科目の単位の計算方法は，１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外の必要な学修等を考慮して，次

の基準により単位数を計算するものとする。 

 (1) 講義については，15時間の授業をもって１単位とする。 

 (2) 演習については，30時間（別に定めるものにあっては，15時間）の授業をもって１単位とする。 

 (3) 実験，実習及び体育実技については，30時間（別に定めるものにあっては，45時間）の授業をもって１

単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，授業科目「卒業研究」については，学修の成果を評価して単位を授与することが

できる。 

（出典：帯広畜産大学学則） 
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（資料５－T） 

 

 （授業の方法） 

第３条 授業は，科目の種類により講義，演習，実験，実習及び実技のいずれかにより，又はこれらの併用によ

り行う。 

（出典：帯広畜産大学畜産学部履修規程） 

 

（資料５－U） 

 

（出典：畜産学部履修の手引き，P68 

 http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010/2010_31001010.html） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  教養教育においても専門教育においても教育分野の特性と授業目的に適合した授業形態がとられており，教

育課程全体でバランスのとれた構成となっている。学習指導の工夫については，ゼミナールや卒業研究指導で

は少人数で，英語教育ではネイティブスピーカーや CALL教室の活用など教育内容に応じて実施している。 

  以上のことから，教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態の組合せ・バランスが適切

であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされていると判断する。 

 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って適切なシラバスが作成され，活用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  教養教育及び各課程の専門教育とも，全授業科目にわたってシラバスを作成し，シラバスに授業内容や授業

の計画を掲載し，大学ホームページで公開するとともに（前掲資料５－Q（58 ページに前出）），利便性を考慮

して授業概要を「畜産学部履修の手引き」に掲載し配布している（資料５－V）。大学ホームページ上に公開す

ることにより，在学生はもとより受験生を含む学外からのアクセスが可能となっており，大学選択の一助となっ

ている。当該講義の内容を学生に周知することにより，学生が講義の中で得るべき知識・技術を明確にすると

いう点で大きな役割を果たしている。 

  さらに，大学ホームページ上でシラバスを公開することにより，担当教員やキーワードから科目を検索する

ことが容易となるため，学生が履修計画を立てる上でも大いに役立っている。 

http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010/2010_31001010.html�
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（資料５－V） 

授業概要 

 

（出典：畜産学部履修の手引き，P78～79） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  基盤教育，共通教育及び展開教育科目とも，履修予定者に対して情報を提供するシラバスを作成している。

また，シラバスを大学ホームページ上に掲載し，公開している。 

  以上のことから，教育課程の編成の趣旨に沿って適切なシラバスが作成され，有効に活用されていると判断

する。 

 

 

観点５－２－③： 自主学習への配慮，基礎学力不足の学生への配慮等が組織的に行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学では，履修登録単位数の上限を導入し１年での履修科目数を制限することによって，予習・復習を含め

た自主学習時間を確保している（前掲資料５－O（57ページに前出）,５－P（57ページに前出））。自主学習へ

の配慮としては，学生に対し図書館の夜間開館，土曜日・日曜日も開館している（後掲資料８－C（114～115

ページに後出））。英語教育については，イングリッシュ・リソース・センターを設置して，コミュニケーショ

ン能力の向上に資するため，英語教材の配置・貸出しを行っている（前掲資料２－J（18～20ページに前出））。

学業成績の振るわない学生に対しては，クラス担任・ユニット担任など修学支援を行っている（後掲資料７－B

（91～93ページに後出））。また，留学生に対する日本語の補習教育を実施している（資料５－W）。農業高校か
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らの推薦入試入学者及び希望者に対しては，入門科目として数学・生物・化学・物理・英語の５科目で授業を

実施するとともに（前掲資料５－G（52 ページに前出）），農業高校からの入学者には高学年チューターを配置

して学習支援を行っている（資料５－X）。 

 

（資料５－W） 

 

（出典：畜産学部履修の手引き，P47） 

 

（資料５－X） 

農業高校出身者に対する学習支援チューターの実施状況 

年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

入学者数 15 16 16 16 17 

チューター利用者数 9 11 7 6 9 

チューター登録者数 11 8 9 9 11 

（出典：学務課調べ） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 上記に記載のとおり、自主学習への配慮、基礎学力不足学生への配慮等が組織的に行われていると判断する。 
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観点５－２－④： 夜間において授業を実施している課程（夜間学部や昼夜開講制（夜間主コース））を置いて

いる場合には，その課程に在籍する学生に配慮した適切な時間割の設定等がなされ，適切な

指導が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  該当なし。 

 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  該当なし。 

 

 

観点５－２－⑤： 通信教育を行う課程を置いている場合には，印刷教材等による授業（添削等による指導を含

む。），放送授業，面接授業（スクーリングを含む。）若しくはメディアを利用して行う授業の実

施方法が整備され，適切な指導が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  該当なし。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  該当なし。 

 

 

観点５－３－①： 教育の目的に応じた成績評価基準や卒業認定基準が組織として策定され，学生に周知されて

おり，これらの基準に従って，成績評価，単位認定，卒業認定が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  学則第19条に卒業認定及び学位の授与について定めている（資料５－Y）。成績評価については学則第４１条

に，秀（100点から 90点），優（89点から 80点），良（79点から 70点），可（69点から 60点），不可（59点

から0点）と定めている（資料５－Z）。また，シラバスの中で各授業科目の具体的な成績の評価方法を記載し

ている。これらの基準は履修の手引きを通じて学生に周知している。また，卒業認定基準の細目は，教育の目

的に応じて，修業年限，修得するべき必修単位数，選択単位数等の卒業要件を課程・ユニットごとに規定し，

オリエンテーション及び履修の手引きで学生に周知している（前掲資料５－B（47ページに前出））。 

 

（資料５－Y） 

 

第４章  卒業 

 （卒業及び学位の授与） 

第１９条 本学に第４条に規定する修業年限以上在学し，所定の単位（以下「卒業要件単位」という。）を修得
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した者には，卒業を認め，学士の学位を授与する。 

２ 学士の学位の授与に関する必要な事項は，別に定める。 

（出典：帯広畜産大学学則） 

 

（資料５－Z） 

 

第７章  成績審査 

 （成績の評価） 

第４１条 成績は，秀（90点以上），優（80点以上），良（70点以上），可（60点以上），不可（60点未満）の

５段階に分け，秀，優，良及び可を合格とする。 

（出典：帯広畜産大学学則） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  上記に記載のとおり，教育の目的に応じた成績評価基準や卒業認定基準が組織として策定され，学生に周知

されていると判断する。 

 

 

観点５－３－②： 成績評価等の正確さを担保するための措置が講じられているか。 

 

【観点に係る状況】 

  成績評価は，授業科目のシラバスに明記された「成績評価の方法」に従い，素点がつけられ，教務システム

により５段階の成績評価に変換され，電子データとしてサーバ内に蓄積されている（前掲資料５－Q（58 ペー

ジに前出），５－V（61ページに前出））。授業担当教員は，シラバスに明記した成績評価の方法により厳格に評

価している。成績評価基準については，履修の手引き等で周知している他，学生はシラバスによって成績評価

基準及び成績評価方法を十分確認することが可能である（前掲資料５－Q（58ページに前出），５－V（61ペー

ジに前出），５－Z（64ページに前出））。授業担当教員は成績評価に対して学生からの申し立てに個別に対応し

ている。また，授業担当教員は成績の提出期限を厳守することによって，学生が自分の成績を証明書自動発行

機により速やかに確認できる（資料５－AA）。 
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（資料５－AA） 

 

（出典：学生生活のしおり，表紙裏） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  成績評価基準及び成績評価の方法は，開示し，全学に周知している。また，成績評価に対して学生からの申

し立ては個別に対応しており，正確性を担保するための措置が講じられていると判断する。 

 

 

＜大学院課程＞ 

 

観点５－４－①： 教育の目的や授与される学位に照らして，教育課程が体系的に編成されており，授業科目

の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿ったものになっているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本研究科は，修士課程３専攻，博士前期課程１専攻及び博士後期課程１専攻からなり，それぞれ大学の理念・

教育目標を達成するため，「大学院履修規程」において，各専攻の修了に必要な要件を明示している（資料５－

AB）。修士課程では講義科目として１専攻当たり 30科目以上を開設，博士前期課程では講義科目として 19科目

を開設，博士後期課程では講義科目として11科目を開設している。授業科目の内容としては，畜産生命科学専

攻では，家畜の生産性向上を中心とした家畜の生理機構及び畜産周辺環境とのかかわりに関する基礎から応用

までの分野として「家畜生産学特論」「生態学特論」などの科目，食品科学専攻では，食品の一次機能を基礎に，

二次機能を主眼とする食品加工・利用学分野と三次機能を主眼とする食品機能科学分野の高度な知識と技能を

習得するため「食品加工・利用学特論」「食品機能科学特論」などの科目，資源環境農学専攻では，食料基地と

位置づけられる北海道十勝地域の資源を利用し，食料の生産性向上を支えるための高度な知識と技術を修得す
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るため「資源環境学特論」「地域環境学特論」などの科目，畜産衛生学専攻では，「食の安全確保」に基本をお

いた農畜産物生産から食品衛生及び環境保全に至る一連の教育のため「食品衛生経済学」「家畜生産衛生学」の

授業を開講している。 

  修士課程では，学位論文研究に係る「特別研究」８単位を含むコア科目から18単位，選択科目４単位以上，

英語必修２単位を含め 30単位以上を修得しなければならない。博士前期課程では，コア科目18単位，専門基

礎科目２～４単位，選択科目６～４単位及び課題研究を含め 30 単位以上と定めている。博士後期課程は講義

10単位，特別演習６単位を含めて演習10単位，合わせて20単位以上修得しなければならない。他専攻の科目

も履修を認めており必要に応じて専門分野以外の知識を得ることも可能となっている。 

 

（資料５－AB） 

大学院修了要件 

 

 

（出典：大学院履修要覧，P２～３） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  上記に記載のとおり、本研究科の教育課程が、教育研究の範囲とする学問分野や職業分野における期待に十

分応えられるものとなっていると判断する。 
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観点５－４－②： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，研究成果の反映，学

術の発展動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

 

【観点に係る状況】 

 平成22年度から修士課程３専攻の改組を行い，学部からの進学者に配慮したカリキュラム編成とし，畜産生

命科学専攻では家畜とその周囲環境を総合的に理解し，食品科学専攻では農畜産物へのバイオプロセスの応用

や食品成分の生体に及ぼす機能性を解明すること，資源環境農学専攻では食料の生産性向上を支えるための高

度な知識と技能の修得を目的として教育課程を編成している。また，畜産衛生学専攻では，「食の安全確保」に

基本をおいた農畜産物生産から食品衛生及び環境保全に至る一連の教育研究を目的とした教育課程を編成して

いる（前掲資料１－D（５ページに前出），２－E（15ページに前出），資料５－AC）。 

食料基地北海道に拠点を置く酪農学園大学，北海道大学と本学は，これまでそれぞれ対象地域、研究分野を

異にする独創的な教育研究を行ってきたが，それを補完・拡充するネットワークを形成し，新たなカリキュラ

ムを作り，学生のニーズに対応している（資料５－AD）。 

修士課程の英語科目については，プレイスメントテストを実施して，能力別にクラス分けを行っている（資

料５－AE）。また，大学院畜産衛生学専攻の開講科目は，原則英語による講義となっている（資料５－AF）。 

  さらに，本研究科の教育課程の充実を目指した取組として，平成18年度「魅力ある大学院教育イニシアティ

ブ」に採択された「食の安全に関わる高度専門家育成プログラム」（資料５－AG）において，実学を重視した教

育実質化として，４学期制，講義・実習の一体化による総合型授業，ワークショップ企画運営，海外でのイン

ターンシップ演習の実施，平成20年度「組織的な大学院教育推進プログラム」に採択された「食の安全性確保

の国際標準化による実践教育」（資料５－AH）において，「食の安全性確保」のための「国際標準」に対応する

教育内容に改編し，実践教育を行うなど，社会のニーズに応える高度専門職業人の育成を行っている。 

 

（資料５－AC） 

 

（出典：大学ホームページ http://www.obihiro.ac.jp/graduate/news20100412.pdf） 

 

http://www.obihiro.ac.jp/graduate/news20100412.pdf�
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（資料５－AD） 

 

（出典：大学ホームページ http://foodsafety-renkei.jp/） 

 

（資料５－AE） 

プレイスメントテスト 

 

（出典：大学院履修要覧，P139） 

 

http://foodsafety-renkei.jp/�
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（資料５－AF） 

畜産衛生学専攻シラバス 

 

（出典：大学ホームページ） 

 

（資料５－AG） 

「魅力ある大学院教育」イニシアティブ 

 
（出典：大学ホームページ http://www.obihiro.ac.jp/~gp/daigakuin/index.html） 

 

http://www.obihiro.ac.jp/~gp/daigakuin/index.html�
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（資料５－AH） 

組織的な大学院教育改革推進プログラム 

 
（出典：大学ホームページ http://www.obihiro.ac.jp/~gp/daigakuin20/index.html） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  上記のとおり，本研究科においては，授業の内容が全体として教育課程の編成の趣旨に沿ったものになって

いると判断する。 

 

 

観点５－４－③： 単位の実質化への配慮がなされているか。 

 

【観点に係る状況】 

 大学院各専攻における単位の実質化のために，単位制度については「大学院履修要覧」に明示し（前掲資料

５－AB（66 ページに前出）），学生の予習・復習を促すためシラバスに講義内容を明示している（資料５－AI，

５－AJ）。また，図書館は夜間開館に加え，土曜日・日曜日も開館して学習支援を行っている（後掲資料８－C

（114～115ページに後出））。 

 また，学生が研究計画を記載した「研究題目・計画届」に，指導教員が研究指導計画を記載し，きめ細やか

な研究指導を行っている（後掲資料５－AN（75ページに後出））。 

 

 

 

 

 

http://www.obihiro.ac.jp/~gp/daigakuin20/index.html�
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（資料５－AI） 

大学院シラバス（HP） 

 

（出典：大学ホームページ http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010_syllabus_mokuji.html） 

 

（資料５－AJ） 

授業概要 

 
（出典：大学院履修要覧，P26～27） 

 

http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010_syllabus_mokuji.html�
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【分析結果とその根拠理由】 

  本研究科では、単位制度や修了要件を「履修規程」に明示し、シラバスを整備して学生の予習・復習を促す

よう努めており、さらに授業時間外の学習を促す取組や環境整備を行っていることから、本研究科においては、

単位の実質化への配慮がなされていると判断する。 

 

 

観点５－５－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態の組合せ・バランスが適切

であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。 

 

【観点に係る状況】 

  一般的な講義の他に，実験・実習や附属施設等を使っての実習も開講している他（前掲資料２－J（18～20

ページに前出），５－AI（71ページに前出），５－AJ（71ページに前出）），博士後期課程では「食の安全」海外

インターンシップを行って，国際的に通用する人材育成を目指している（資料５－AK）。 

  また，一講義当たりの平均受講者数は10人前後であり，きめ細やかな指導・支援が可能となっている（資料

５－AL）。 

 

（資料５－AK） 

 

（出典：大学院履修要覧，P94 http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010/2010_96011010.html） 

 

（資料５－AL） 

一講義当たり平均受講者数（平成 21年度） 

大学院畜産学研究科 

延べ履修者数 483人 

開講科目数 76科目 

平均履修者数 6.4人 

（出典：学務課調べ） 

http://www.obihiro.ac.jp/~kyoumu/2010_syllabus/2010/2010_96011010.html�
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【分析結果とその根拠理由】 

  適切な規模で多様な形態の授業を開講している状況により，本研究科では，教育目的に照らして，講義，演

習，実験，実習等の授業形態の組合せ・バランスが適切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導

法の工夫がなされていると判断する。 

 

 

観点５－５－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って適切なシラバスが作成され，活用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本研究科のシラバスはすべての専攻で統一した様式で作成し，すべての授業の「科目名」「担当教員」「単位

数」「開講学期」「概要と目標」「授業計画」「成績評価の方法」等を記載した上，大学ホームページ上で公開し

ている。特に，「授業計画」は，当該授業の内容を学生に周知することにより，学生が講義の中で修得すべき知

識・技術を明確にするという役割を果たしている（前掲資料５－AI（71ページに前出））。 

  また，大学ホームページ上のシラバスについては，担当教員名やキーワードから目的とする科目を検索する

ことができる「検索システム」を導入しており，学生が履修計画を立てる上での一助となっている。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  必要な情報を掲載したシラバスを作成し，大学ホームページ上で公開していることから，本研究科において

は，教育課程の編成の趣旨に沿って適切なシラバスが作成され，活用されていると判断する。 

 

 

観点５－５－③： 夜間において授業を実施している課程（夜間大学院や教育方法の特例）を置いている場合

には，その課程に在籍する学生に配慮した適切な時間割の設定等がなされ，適切な指導が行

われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  該当なし。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  該当なし。 

 

 

観点５－５－④： 通信教育を行う課程を置いている場合には，印刷教材等による授業（添削等による指導を含

む。），放送授業，面接授業（スクーリングを含む。）若しくはメディアを利用して行う授業の実

施方法が整備され，適切な指導が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  該当なし。 
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【分析結果とその根拠理由】 

  該当なし。 

 

 

観点５－６－①： 教育課程の趣旨に沿った研究指導，学位論文（特定課題研究の成果を含む。）に係る指導の

体制が整備され，適切な計画に基づいて行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本研究科では，大学院学則第９条により，修士課程，博士前期課程及び博士後期課程においては主指導教員

１名及び副指導教員２名を定めることとしており，こうした多角的な視野を育むために有効な複数指導教員制

の下で学生は研究活動を行っている（資料５－AM）。学生が研究計画を記載した「研究題目・計画届」に，指導

教員が研究指導計画を記載し，きめ細やかな研究指導を行っている（資料５－AN）。また，「大学院履修規程」

により，学生は所属専攻の講義を必修として一定単位数履修することを定めているとともに，他専攻の講義等

も履修を認めており，所属専攻分野を中心としつつも，それ以外の幅広い知識も得ることができるようになっ

ている（資料５－AO）。 

 

（資料５－AM） 

 

第２章  教育方法，授業科目，単位及び履修方法 

 （教育方法） 

第９条 研究科の教育は，授業科目の授業及び学位論文作成等に対する指導（以下「研究指導」という。）によ

り行う。 

２ 研究指導を行うために，学生ごとに主指導教員１名及び副指導教員２名を置く。 

３ 修士課程及び博士前期課程の学生の主指導教員は，学生が所属する専攻のうち，関連する研究分野の研究を

行っている者とする。 

４ 博士後期課程の学生の主指導教員及び副指導教員は，当該課程を担当する教授又は准教授とする。ただし，

必要がある場合には，副指導教員のうち１人までは，教育研究上支障のない範囲において，岩手大学大学院連

合農学研究科又は岐阜大学大学院連合獣医学研究科を担当する本学専任の教授又は准教授のうち，関連する研

究分野の研究を行っている者とすることができる。 

（出典：帯広畜産大学大学院学則） 
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（資料５－AN） 

「研究題目・計画届」 

 

（出典：大学院履修要覧，P136～137） 

 

（資料５－AO） 

 

 （履修方法） 

第３条 修士課程の学生は，各専攻の授業科目から，専攻コア科目 18 単位，コース選択科目（各専攻で設ける

コースのなかからいずれか一つを選択）４単位以上及び英語選択必修科目２単位を含めて 30 単位以上を修得

しなければならない。ただし，アドバンスト専門科目及び他専攻科目の区分から修了要件に算入できる単位数

は合計４単位まで，共通教養科目及び共通科目の区分から修了要件に算入できる単位数は合計４単位までとす

る。 

（出典：畜産学研究科履修規程） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  複数指導教員制により，研究に必要な知識を学生が適切に得ることができるよう配慮している。さらに，規

則上，他専攻開講科目の履修を認め，所属専攻以外の幅広い知識も得ることができるようになっている。以上

のことから，本研究科では，教育課程の趣旨に沿った研究指導が行われていると判断する。 
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観点５－６－②： 研究指導，学位論文に係る指導に対する適切な取組が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

本研究科では大学院学則第９条で，１人の学生に対し複数の指導教員を置くことを定めており（前掲資料５

－AM（74ページに前出）），研究テーマの決定にはこれら指導教員の監督の下に行われ，決定したテーマ及び研

究計画は「研究題目・計画届」として入学後提出することとなっている（前掲資料５－AN（75ページに前出））。

その後は，「特別研究」や「特別研究特論」といった学位論文の研究指導に係る科目等を通して，指導教員を中

心に継続的に研究活動に係る指導を行っている。 

  大学院生のTA・RAとしての採用・活動状況については，各専攻ともTAあるはRAとして採用している。大学

院生は，これらTAやRAの活動を通して，知識・技術の獲得や研究指導能力の育成に励んでいる（前掲資料３

－K（35ページに前出），資料５－AP）。 

 

（資料５－AP） 

RA雇用実績（平成21年度） 

所  属 人  数 

帯広畜産大学 大学院畜産学研究科 28 

 

（出典：総務課調べ） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本研究科では，指導教員の決定から研究テーマの設定，その後の研究活動や修士論文・博士論文の作成に至

るまでの課程を規則等で明確に定めており，また，TA・RAの採用・活動状況も十分であり，研究活動にかんす

る知識の深さや指導能力の育成といった目的を果たしている。 

以上のことから，本研究科では研究指導に対する適切な取組が行われていると判断する。 

 

 

観点５－７－①： 教育の目的に応じた成績評価基準や修了認定基準が組織として策定され，学生に周知され

ており，これらの基準に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  成績評価に関する基準は「畜産学研究科履修規程」第５条において、秀（100点から90点），優（89点から

80点），良（79点から70点），可（69点から60点），不可（59点から0点）と定めている（資料５－AQ，前掲

資料５－Z（64ページに前出））。「畜産学研究科履修規程」は「大学院履修要覧」に記載されており、当該冊子

を通じて学生に周知している。また、個々の科目についての評価方法は、シラバスと授業概要に記載しており、

大学院履修要覧及び大学ホームページ上で公開している（前掲資料５－AI（71ページに前出），５－AJ（71ペー

ジに前出））。 

  「帯広畜産大学学位論文審査要領」では、学位論文の審査に係る要件を記載しており、修了予定者には学位

論文を中心とした審査及び最終試験を課すこと及び学位論文に関する公開発表会を行うことを定め、「大学院
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履修要覧」通じて学生に周知している（資料５－AQ）。 

 

（資料５－AQ） 

 

 （成績審査） 

第５条 成績及び成績審査に関する事項は，国立大学法人帯広畜産大学学則（平成 16 年学則第１号）を準用す

る。 

（出典：畜産学研究科履修規程） 

 

（資料５－AR） 

 

２ 課程終了予定者の学位論文（修士論文については，特定の課題についての研究の成果を含む。以下「論文」

という。）の審査及び試験の実施は，次のとおりとする。 

 (1) ３月終了予定者は２月下旬までに，９月終了予定者は９月初旬までに終了する。 

 (2) 学長は，各主査に論文を送付するとともに，別記様式第１号により論文審査及び試験の実施について依

頼するものとする。 

 (3) 論文は，審査委員の校閲を経た後，公開発表を行うものとする。 

 (4) 論文の審査及び試験は，所定の期間内に行うものとし，それぞれの結果は，合格又は不合格とする。 

 (5) 審査委員は，別記様式第２号により論文審査及び最終試験の結果の要旨について報告するものとする。 

（出典：学位論文審査要領） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  成績評価基準や修了認定基準を大学院学則に明確に定めており，それらを記載した冊子を大学院生全員に配

布し，また，大学ホームページ上にも公開していることから，本研究科では，教育の目的に応じた成績評価基

準や修了認定基準が組織として策定され，学生に周知されていると判断する。 

 

 

観点５－７－②： 学位論文に係る評価基準が組織として策定され，学生に周知されており，適切な審査体制

が整備されているか。 

 

【観点に係る状況】 

学位審査委員会は，修士論文においては当該学位論文提出者の所属する専攻において研究指導に当たる教授，

当該学位論文に関連する授業科目関連教員及び当該学位論文に関連する研究を行っている他専攻教員のうちか

ら選出し，博士論文においては当該学位論文提出者の所属する専攻において研究指導に当たる教授，当該学位

論文に関連する授業科目関連教員及び当該学位論文に関連する研究を行っている関連分野の教授又は准教授の

うちから選出され，審査に当たっては公開発表を行うこととしている。修士課程において，学位審査委員会で

の審査結果は，教育研究評議会に報告され，審議の後，修士学位授与者の決定が行われる。また，博士後期課

程において，学位審査委員会での審査結果は，学位授与審査会に報告され，審議の後，教育研究評議会に報告

され，審議を経て博士学位授与者の決定が行われる。学位授与に関わる諸規定（大学院学則，学位規程，学位

論文審査要領，大学院畜産学研究科学位取扱細則）は，大学院履修要覧に明示され，学生に周知している（資
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料５－AS，別添資料５－７－②－１～３）。 

 

（資料５－AS） 

 

第３章  課程の修了及び学位の授与 

 （修士課程及び博士前期課程の修了及び学位の授与） 

第１５条 修士課程又は博士前期課程に２年以上在学して 30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受け

た上，修士論文の審査及び試験に合格した者を課程の修了者とし，別に定めるところにより修士の学位を授

与する。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者については，修士課程又は博士前期課程に 1

年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前項の場合において，修士課程又は博士前期課程の目的に応じ適当と認められるときは，特定の課題につ

いての研究の成果の審査をもって修士論文の審査に代えることができる。 

 （博士後期課程の修了及び学位の授与） 

第１６条 博士後期課程に３年以上在学し，20単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論

文の審査及び試験に合格したものを課程の修了者とし，別に定めるところにより博士の学位を授与する。 

２ 前項の規定にかかわらず，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，次に掲げる年数

以上在学すれば足りるものとする。 

 (1) 修士課程又は博士前期課程に２年以上在学し当該課程を修了した者 １年 

 (2) 修士課程又は博士前期課程に１年以上２年未満在学し当該課程を修了した者 修士課程又は博士前期課

程における在学期間を含めて３年 

（出典：帯広畜産大学大学院学則） 

 

別添資料5-7-②-1  帯広畜産大学学位規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000173.htm） 

別添資料5-7-②-2  帯広畜産大学学位論文審査要領（大学ホームページ（学内限定）） 

別添資料5-7-②-3  帯広畜産大学大学院畜産学研究科学位取扱細則（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000191.htm） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  本研究科では学位論文審査に係る手続きを各種の規則等に明示し，大学院履修要覧を通じて学生に周知して

おり，手続きの執行も規則に基づき厳正に行っている。 

  以上のことから，本研究科においては、学位論文に係る適切な審査体制が整備され，機能していると判断す

る。 

 

 

観点５－７－③： 成績評価等の正確さを担保するための措置が講じられているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本研究科では，畜産学研究科履修規程に成績評価の基準を明示しており（前掲資料５－AQ（77ページに前出），

５－Z（64ページに前出）），シラバスには各科目の成績評価方法を記載している（前掲資料５－AI（71ページ

http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000173.htm�
http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000191.htm�
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に前出），５－AJ（71ページに前出））。 

  また，決定された成績・評価に疑義を生じた場合には，オフィスアワー等により授業担当教員に直接問い合

わせることが可能となっている（前掲資料５－AI（71ページに前出））。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  成績評価等の正確さについて，成績基準等の明確化がなされており，さらにこれらについては冊子配布等を

通じて周知されている状況により，本研究科においては，成績評価等の正確さを担保するための措置が講じら

れていると判断する。 

 

 

＜専門職学位課程＞ 

 

観点５－８－①～５－11－② 

 

【観点に係る状況】 

 該当なし。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  該当なし。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

本学の教育プログラムの特色として，学士課程においても，大学院課程においても，講義，演習及び実験の

他に，実習を多く取り入れた教育に力を入れていることが挙げられる。本学には、畜産フィールド科学センター，

動物医療センター，地域連携推進センター等の施設があり，これらを有効に活用した実習等を行っている。こ

られの施設は，学位論文研究に係る科目「特別研究」等にも利用され，特色ある成果につながっている。 

 

【改善を要する点】 

他大学との単位互換協定はあるものの、十分活用されているとはいえない。 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

「学士課程」 

 学部の教育内容及び教育方法は，以下の現況により適正であると判断する。 

 本学の教育課程は，基盤教育科目，共通教育科目，展開教育科目で構成しており，導入教育から卒業教育まで

段階的かつ体系的な教育を行っている。また，教職科目を設けて学生の多様なニーズに応えている。 

 教育課程の編成と履修方法については，学生の多様なニーズや社会の動向にも対応できるように，国内外の提

携大学と単位互換を実施し，TOFEL，TOEIC等の資格試験，インターンシップ等も単位認定の対象としている。ま

た，社会的要請の強い政策課題に対応した取組として，平成17年度には「国際貢献を担う人材育成のための連携
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教育」が現代GPに，平成18年度には「全学農畜産実習を通じた導入教育」が特色 GPに，平成20年度には「大

動物総合臨床獣医学教育プログラム」が教育 GPに採択されており，カリキュラム補強と再編に向けた取組を行っ

た。 

 単位の実質化のために履修登録単位数の上限制度を導入し，自主的な授業時間外学習の時間を確保している。

また，ガイダンス等は入学時から学年進行に伴って適切に行っている。シラバスについては，単位数等の基本情

報の他，「授業の概要と目的」「授業計画」「成績評価の方法」「テキスト・教材・参考書」等の情報を網羅して，

冊子，大学ホームページ上で公開している。 

 学力不足の学生については，必要に応じて個別指導や補習授業等を行っている。 

 成績評価基準等は，「履修の手引き」やシラバス等で学生に周知しており，評価は公正に行われている。 

「大学院課程」 

 畜産学研究科の教育内容及び教育方法は，以下の現況により適正であると判断する。 

 本研究科は，修士課程３専攻，博士前期課程１専攻，博士後期課程１専攻で構成されており，それぞれの専攻

に教育課程の編成に十分な授業内容（講義，実験・演習等の量と質）が備えられている。 

「畜産学研究科履修規程」での修了要件の明示，単位の実質化への各種取組，実験施設を用いた実験，各附属施

設での演習・実習の充実，複数の指導教員による研究指導体制，TA や RA の活動を通して学生の能力育成，成績

評価基準や修了認定基準の学生への周知と評価基準の公開等，本研究科は研究科が目的とする学問分野及び職業

分野の期待に十分応える教育内容及び教育方法を有しており，また実践している。 

 さらに，社会のニーズに応える高度専門職業人育成のための教育プログラムとして，平成18年度「魅力ある大

学院教育イニシアティブ」に「食の安全に関わる高度専門家育成プログラム」が，平成20年度「組織的な大学院

教育推進プログラム」に「食の安全性確保の国際標準化による実践教育」が採択されている。 

 以上のことから，学士課程及び大学院課程において，その教育内容及び方法は適正なものと判断する。 
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基準６ 教育の成果 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点６－１－①： 学生が身に付ける学力，資質・能力や養成しようとする人材像等に照らして，その達成状

況を検証・評価するための適切な取組が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学においては，大学の理念，目的の中に，学生が身に付ける学力，資質・能力及び養成しようとする人材

像等に関する方針を明示している（前掲資料１－A（４ページに前出））。この方針に従い，「基盤教育」は，広

義の教養科目であり，入学生の学習行動を高校教育から大学教育に転換し，大学で学ぶための基盤を形成する

とともに，社会人，職業人として生きるために必要な力を育成することを目的とする。「共通教育」は，課程や

専門にかかわらず必要な幅広い農畜産の基礎知識や体験を学生に提供するなかで，学生の目的意識や職業意識

を育て，専門知識及び技術の主体的な選択と学習へ誘導することを目的とする。「展開教育」は，学生の目的意

識や進路に応じた，現場に密着した多様な専門職業教育を提供することを目的とする（前掲資料２－D（16 ペ

ージに前出））。また，大学の目的に従って，学部・研究科の目的を示すとともに，各課程・専攻の専門教育の

目的も明示している（前掲資料１－B（４ページに前出），１－C（５ページに前出），１－D（５ページに前出））。

さらに，大学教育センターの学部教育部会議（前掲資料２－２－②－２（21ページに前出）），大学院教育部会

議（前掲資料２－２－②－３（21 ページに前出））では，成績，単位修得，卒業（修了）判定等を分析してい

る。 

教育改善室では，学生による授業評価（資料６－A），卒業（修了）生及び就職先に対するアンケート調査等

の実施・分析を行い，FD 研修会のテーマとして学内に情報発信を行っている（資料６－B，資料６－１－①－

１，６－１－①－２）。学部教育部会議，大学院教育部会議は，教育成果・効果の達成状況を踏まえ，教育改善

に向けたカリキュラムの検討を行っている。 

 

（資料６－A） 

大学教育センターホームページ 

 

（出典：大学ホームページ URL：http://www.obihiro.ac.jp/~cea/） 

 

http://www.obihiro.ac.jp/~cea/�
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（資料６－B） 

教育改善室ホームページ 

 

（出典：大学ホームページ（学内限定ページ）） 

 

別添資料6-1-①-1  平成21年度第4回FD研修会資料（学部教育の成果に関するアンケート調査集計結果） 

別添資料6-1-①-2  平成21年度第4回FD研修会資料 

（卒業生及び修了生の就職先に対するアンケート集計結果） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  本学の目的に沿って，身に付けるべき学力，資質・能力や養成しようとする人材像についての方針を学則等

に明らかにしている。教育成果・効果の達成状況は，教育改善室，学部教育部会議が連携して，学生による授

業評価，卒業（修了）生及び就職先に対するアンケート調査等の手段を用いて検証・評価され，分析結果を通

してFD研修会で検討している。 

  以上のことから，学生が身に付ける学力，資質・能力や養成しようとする人材像等についての方針を明示し

ており，その達成状況を検証・評価するための取組は組織的に行われていると判断する。 

 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力について，単位修

得，進級，卒業（修了）の状況，資格取得の状況等から，あるいは卒業（学位）論文等の内

容・水準から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

 

【観点に係る状況】 

  教育の成果及び効果は，単位修得，学位取得，卒業・修了論文提出，資格取得，就職先の学生評価等の状況

から把握することができる（資料６－C，６－D，６－E，６－F，前掲資料６－１－①－２（81ページに前出））。

学士課程においては，３年次ないし４年次への進級要件を設けている（資料６－G）。学部において取得できる
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資格としては，獣医師国家試験（平成 21 年度は合格率 100％）（資料６－H），高等学校教育職員免許状の授与

資格，博物館学芸員資格，食品衛生管理者及び食品衛生監視員任用資格，家畜人工受精師，認定牛削蹄師があ

り，大学院においては，高等学校専修免許状の授与資格がある。 

 

（資料６－C） 

卒業対象者の退学率・標準年限内卒業率（平成 22年3月） 

学 科 入学者 退学者 卒業者 退学率 卒業率 

獣医学科 43人 1人 38人 2.3％ 88.4％ 

畜産科学科 221人 14人 195人 6.3％ 88.2％ 

計 264人 15人 233人 5.7％ 88.3％ 

（出典：学務課調べ） 

 

（資料６－D） 

平成21年度卒業・修了者の進路状況 

 

（出典：学務課調べ） 
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（資料６－E） 

 

（出典：学務課調べ） 
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（資料６－F） 

資格取得状況（平成 21年度） 

資格名 人 数 備 考 

獣医師国家試験 40人 全員合格 

教育職員免許状 37人  

学芸員任用資格 31人  

食品衛生管理者・監視員任用資格 42人  

家畜人工授精師 51人  

認定牛削蹄師 30人  

（出典：学務課調べ） 

 

（資料６－G） 

 

 （留め置き） 

第８条 畜産科学課程の学生で，２年次終了時において修得した卒業要件単位数が 50単位未満のものは，２年

次に留め置くものとする。 

２ 獣医学課程の学生で，３年次終了時において修得した卒業要件単位数が，必修科目59単位未満のもの並び

に基盤教育科目及び共通教育科目の選択科目 40単位未満のものは，３年次に留め置くものとする。 

（出典：畜産学部履修規程） 

 

（資料６－H） 

獣医師国家試験合格率（平成 19～21年度） 

 

（出典：学務課調べ） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 単位修得，学位取得状況からみると，ほとんどの学生は，本学の意図する学力を身に付けて，卒業，修了し

ており，きめの細かい教育指導による成果であると判断できる。また，資格取得状況からも，個別の専門性を

所定の年限で身に付けさせる教育を行っていると判断する。 

 以上のことから，学士課程及び大学院課程において，各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける



帯広畜産大学 基準６ 

- 86 - 

学力や資質・能力について，教育の成果や効果は上がっていると判断する。 

 

 

観点６－１－③： 授業評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育の成果や効果が上がっている

か。 

 

【観点に係る状況】 

  学生による授業評価における総合評価（満点が 10）において，平均値が平成 19年度前期 7.6,後期 7.6，平

成 20年度前期 7.5，後期 7.8，平成 21年度前期 7.7，後期 8.0となっており，概ね 75％から 80％の評価を得

ている（資料６－I）。 

 

（資料６－I） 

授業評価 

 

（出典：学務課調べ） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  学生による授業評価における総合評価に対し，75％から80％の評価を得ていること，また，法人化後わずか

ではあるが，その評価は上昇していることから，教育の成果や効果が上がっていると判断する。 
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観点６－１－④： 教育の目的で意図している養成しようとする人材像等について，就職や進学といった卒業

（修了）後の進路の状況等の実績や成果について定量的な面も含めて判断して，教育の成果

や効果が上がっているか。 

 

【観点に係る状況】 

  学士課程での進学割合は24％で，大学院修士課程は10％となっている。就職率は学部 97％，大学院100％で

ある。就職先の状況としては食品製造，サービス業，農林関係，官公庁が多くなっている（前掲資料６－D（83

ページに前出），６－E（84ページに前出））。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 学士課程での進学割合は24％，大学院は10％となっているほか，学士課程での就職率は 97％，大学院は100％

となっている。 

 以上のことから，卒業（修了）後の進路は，本学の教育目的を反映したものとなっており，教育の成果や効

果が上がっていると判断する。 

 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や，就職先等の関係者からの意見聴取の結果から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

 

【観点に係る状況】 

  外部関係者からの意見聴取としては，平成20年度に卒業（修了）生を対象にアンケート調査を実施し，在学

時に受けた教育に関する意見聴取を行った。調査の結果，「自分が所属したユニットで学んだことに満足してい

ますか。」の問いに対し，93％の卒業・修了者から肯定的な回答が得られ，「卒業研究の履修や，指導教員から

の指導内容・指導方法には満足していますか。」の問いに対し 79％の卒業・修了者から肯定的な回答が得られ

た（資料６－J）。また，就職先を対象にした卒業（修了）生に対する就職先アンケート調査によれば，「卒業生

の専門知識」が優れている68％，普通25％となっている（資料６－K）。 

 

（資料６－J） 

卒業・修了者アンケート集計結果（問 2-2，2-4） 
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（出典：平成21年度第4回FD資料（前掲資料６－１－①－１）） 

 

（資料６－K） 

就職先に対するアンケート集計結果（問５） 

 

（出典：平成21年度第4回FD資料（前掲資料６－１－①－２）） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 本学では，卒業（修了）生を対象にした在学時に受けた教育に関する調査や，就職先を対象にした卒業（修

了）生に対するアンケート調査を行うなど，在学時に身に付けた資質・能力等に関する意見を聴取する取組を

実施している。また，その高い評価から，本学の教育目標に沿った教育の成果は上がっていると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

  大学の教育目標に沿って，卒業（修了）生が身に付けるべき学力，資質・能力や，養成しようとする人材像

についての方針を策定し，受験生，学部生，大学院生に対してさまざまな広報手段を用いて明示している。 

その達成状況を検証・評価するため，大学教育センターにおいて，学生による授業評価，卒業（修了）生及

び就職先に対するアンケート調査等の手段を用い，教育の成果の検討を組織的に行っている。 

学生による授業評価において，学生の満足度が高いとの結果から見て，大学が編成した教育課程を通じてそ

の意図する教育の効果があがったと判断する。 

資格取得状況からも，高い専門性を身に付けた学生を多く輩出している。特に，獣医師国家試験については，

平成21年度100％の合格率となっている。 

卒業（修了）生の就職状況から見て，各教育課程の特徴と個性を反映した教育の成果が表れているものと判

断できる。 

卒業生アンケートについて，本学での専門教育を高く評価している。また，就職先アンケート調査では，卒
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業生は高い評価をうけており，教育目標に沿って本学の教育の成果が上がっている。 

 

【改善を要する点】 

  学士課程における退学率が 5.7％に及んでいる。本学の場合，畜産科学課程に入学したが獣医を目指す学生

がいることで退学率が高くなっていると思われる。 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

本学の教育の成果は，教育理念・目標に沿った教育課程の実践によって，卒業生や就職先から高く評価されて

おり，教育の成果が上がっていると判断する。 

 大学の目的に沿って，卒業生が身に付けるべき学力，資質・能力や，養成しようとする人材像についての方

針を策定し，受験生，学部生，大学院生に対して様々な広報手段を用いてい明示している。 

教育成果・効果の達成状況は，大学教育センターにおいて，学生による授業評価，卒業生によるカリキュラム

評価，就職先アンケート調査等の手段を用いて調査，検証，分析され，教育改善に結びつけられている。単位・

学位取得状況から，各学部等の教育目標に沿った専門性を所定の年限で身に付けていると判断する。カリキュラ

ム評価や満足度調査等の各種調査に置いて，総合的に高い評価を得ていることから，本学の意図する教育の成果

は上がっていると判断する。 

 



帯広畜産大学 基準７ 

- 90 - 

基準７ 学生支援等 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点７－１－①： 授業科目や専門，専攻の選択の際のガイダンスが適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  授業科目選択のために，学士課程，大学院課程を通して全ての科目においてシラバスを整備し，大学ホームペ

ージ等で公開している（前掲資料５－Q（58ページに前出），５－V（61ページに前出），５－AI（71ページに前

出），５－AJ（71ページに前出））。また，新入生に対しては，学部及び大学院のオリエンテーション（資料７－A）

に加え，学士課程においては，クラス担任，ユニット担任の学生支援教員を配置し，履修相談に対応するなど，

きめ細やかなガイダンスを行っている（資料７－B）。 

 

（資料７－A） 
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（出典：オリエンテーション資料） 

 

（資料７－B） 

学生支援体制 

 

 本学では，１～２年次において，学生10～20名に対して１人のクラス担任（畜産科学課程は１クラス（約35人）

を３グループに分けて１グループに１人のクラス担任がつきます。）をあてる少人数グループによる学生支援体制

をとっており，勉学および学生生活全般にわたる様々な相談に対して，学生が指導・助言を受けられるようにして

おります。また，年次が進むとユニット担任（畜産科学課程のみ）・卒業研究担当教員が学生支援を行うかたちに

なります。 

 また，クラス担任，ユニット担任の他にも，カウンセラーや医師など専門家が相談に応じる窓口や，ハラスメン

ト被害などの苦情相談に応じる窓口が下記のとおりあります。これらの窓口もどんな小さな相談にも応じますの

で，利用してください。 

 ・学生相談室（学生相談員〈学内の教員〉，カウンセラー） 

 ・保健管理センター（センター所長・学校医） 

 ・ハラスメント相談員〈苦情相談員〉（学長が指名した教職員） 
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（出典：学生生活のしおり，P35～38） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  上記に記載のとおり，授業科目や専門，専攻の選択の際のガイダンスは適切に実施されていると判断する。 
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観点７－１－②： 学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されており，学習相談，助言，支援が適切に行

われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  学部学生に対する学習支援は，学生支援教員を中心に全学的取組として行っている（前掲資料７－B（91～93

ページに前出））。クラス担任，ユニット担任やオフィスアワーを設け（前掲資料５－Q（58ページに前出），５－

AI（71ページに前出）），教員による細かい修学指導を実施し学生をサポートしている。学部，大学院，別科の連

絡員学生と学長との懇談会を実施し，学生のニーズの把握を行っている（別添資料７－１－②－１）。学士課程に

おいては，指導教員を選択する際の目安として，「卒業研究指導教員一覧」作成し，配布している（別添資料７－

１－②－２）。 

 

別添資料7-1-②-1  2009年度 連絡員と学長との懇談会（7.16-8.4） 

別添資料7-1-②-2  帯広畜産大学卒業研究指導教員一覧（2010年度版） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  クラス担任，ユニット担任などは入学時から卒業まで学生を支援する重要な柱となっており，また，オフィス

アワー，指導教員制度等できめ細やかな相談体制を整備し，学習相談を実施している。 

  以上のことから，学習相談，助言は適切に行われていると判断する。 

 

 

観点７－１－③： 通信教育を行う課程を置いている場合には，そのための学習支援，教育相談が適切に行われ

ているか。 

 

【観点に係る状況】 

該当なし。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  該当なし。 

 

 

観点７－１－④： 特別な支援を行うことが必要と考えられる学生への学習支援を適切に行うことのできる状況

にあるか。また，必要に応じて学習支援が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学において，特別な学習支援を必要とする者としては，留学生，社会人学生，編入生，専門高校からの推薦

入学者等が対象となる。 

  外国人留学生に対する学習支援については，毎年の新入生全員にチューターを１年間配置し（平成21年度：29

名），学習指導，日本語会話支援，学内諸手続の支援，生活情報の提供等，きめ細やかな支援を行っている（資料

７－C）。また，日本語に関する支援については，正規の授業として日本語および日本事情の教育を実施するとと

もに，希望者に日本語補講を提供している（前掲資料５－W（62 ページに前出））。なお，大学院畜産衛生学専攻
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の開講科目は，原則英語による講義となっており，留学生に配慮した教育プログラムとなっている（前掲資料５

－AF（69ページに前出））。その他，留学生に対しては，日本文化・日本社会の理解を深めるための研修旅行（平

成22年3月実施），教職員・学生・地域住民等との交流を深めるための懇親会等（平成21年12月実施）の機会

を提供している。 

  心のケアを必要とする者についても，学生相談室と保健管理センターが連携して，それそれの事情に応じて適

切に対応している（資料７－D）。 

  社会人や編入生に対しては，入学前の既修得単位を適切に認定し，過重な履修とならないよう配慮している（前

掲資料５－F（51～52ページに前出），資料７－E）。推薦入学者に対しては，自己学習支援プログラムとして上級

学生のチューターを付けて，学習支援を行っている（前掲資料５－X（62ページに前出））。 

 

（資料７－C） 

 

（出典：大学ホームページ（学内限定ページ：就職支援室）） 
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（資料７－D） 

 

（出典：学務課調べ） 
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（資料７－E） 

 

第２章  教育課程及び履修方法等 

 （他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第１１条 本学において教育上有益と認めるときは，他の大学又は短期大学との協議に基づき，学生に当該他の大

学又は短期大学の授業科目を履修させることができる。 

２ 学生が前項の規定により修得した授業科目の単位については，60単位を限度として本学における授業科目の履

修により修得したものとみなす。 

３ 前2項に規定するもののほか，必要な事項は別に定める。 

 （大学以外の教育施設等における学修） 

第１２条 本学において教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修

その他文部科学大臣が別に定める学修を，本学における授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。 

２ 前項の規定により与えることができる単位数は，前条第２項により修得したものとみなす単位数と合わせて60

単位を超えないものとする。 

３ 前2項に規定するもののほか，必要な事項は別に定める。 

 （入学前の既修得単位の認定） 

第１３条 本学において教育上有益と認めるときは，大学又は短期大学を卒業又は中途退学し，新たに本学の第１

年次に入学した学生の既修得単位(大学設置基準(昭和31年文部省令第28号)第31条に定める科目等履修生とし

て修得した単位を含む。)を，本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。ただし，

修業年限を短縮することはできない。 

２ 本学において，教育上有益と認めるときは，学生が本学入学前に行った前条第１項に規定する学修を，本学に

おける授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。 

３ 前２項の規定により修得したものとみなし，又は与えることができる単位数は，編入学，転学等の場合を除き，

本学において履修した単位以外のものについては，第 11 条第２項及び前条第 1 項により修得したものとみなす

単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

４ 前項の単位の認定等に関する必要な事項は，別に定める。 

（出典：帯広畜産大学学則） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  留学生等特別な支援が必要と考えられる者に対しては，個別事情に応じた細やかな対応による適切な学習支援

を行っていると判断する。 

 

 

観点７－２－①： 自主的学習環境が十分に整備され，効果的に利用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  自主的学習環境としては，図書館，インターメディアスタジオ，情報処理センター，学生ルーム等がある。図

書館では，図書・雑誌の閲覧，視聴覚学習及び学生の自習室を提供しており，情報環境としては，情報処理セン

ター，図書館の情報コーナー，インターメディアスタジオにおいて，端末を整備して学習に利用できるよう整え

られている。さらに，授業終了後も講義室を自由に利用できるよう開放している（前掲資料２－J（18～20 ペー
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ジに前出），後掲資料８－C（114～115ページに後出））。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  上記の記載のとおり，自主的な学習環境は整備され，効果的に利用されていると判断する。 

 

 

観点７－２－②： 学生のサークル活動や自治活動等の課外活動が円滑に行われるよう支援が適切に行われてい

るか。 

 

【観点に係る状況】 

  課外活動が円滑に進められるように大学教育センター内に課外活動支援室を配置し，各サークルに顧問教員を

配置しその活動を支援している（前掲資料２－L（21ページに前出），前掲資料２－２－②－６（21ページに前出），

資料７－F）。大学祭実施時において，開催のための休業措置等の条件整備を行い，学生の活動の利便性を図って

いる（前掲資料５－AA（65ページに前出））。さらに，課外活動実績が顕著である場合には，学生表彰している（資

料７－G，別添資料７－２－②－１，資料７－H）。 

 

（資料７－F） 

 
（出典：学生生活のしおり，P47） 
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（資料７－G） 

 

第８章  賞罰 

 （表彰） 

第４３条 学生が他の模範となる行為のあった場合又は学業成績その他の業績が特に顕著な場合，学長は，これ

を表彰することがある。 

（出典：帯広畜産大学学則） 

 

（資料７－H） 

学生表彰状況 

表 彰 事 由 H16 H17 H18 H19 H20 H21 

学業成績優秀者 5 11 11 12 12 12 

学会等での受賞 － 2 2 3 － 2 

全国大会等で優秀な成績（個人） 4 5 4 3 3 1 

全国大会等で優秀な成績（団体） － 2 2 1 2 － 

その他特に表彰に値すると認められるもの 2 － － 1 － － 

（出典：学務課調べ） 

 

別添資料7-2-②-1  帯広畜産大学学生表彰規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000180.htm） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  本学では，サークル活動に対する環境整備，表彰等を通して積極的に課外活動を支援している。課外活動施設

の老朽化による改修計画を検討する必要はあるが，学生の課外活動の円滑化のために，可能な範囲で適切な支援

を行っていると判断する。 

 

 

観点７－３－①： 生活支援等に関する学生のニーズが適切に把握されており，健康，生活，進路，各種ハラス

メント等に関する相談・助言体制が整備され，適切に行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  学生の全般的な相談については，クラス担任，ユニット担任の学生支援教員，オフィスアワー及び指導教員等

により教員が直接面談した上で指導を行い，学習から心身の健康に関する相談については，キャンパス内に設置

されている「学生相談室」により，カウンセラーが相談に応じている（前掲資料７－B（91～93 ページに前出），

資料７－I）。また，保健管理センターにおいて，日々の診療，精神科医の相談や定期健康診断を実施している（資

料７－J）。 

  生活相談については，クラス担任，ユニット担任など学生支援教員及び指導教員が担当している。ハラスメン

ト等の相談については，相談員を置くなど相談体制を整備している（前掲資料７－B（91～93ページに前出），資

料７－I）。 

http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000180.htm�
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  就職支援体制は，就職支援室が中心となって，就職の手引きの作成・配付，就職ガイダンス，年２回の合同企

業説明会を開催し，学生のニーズに応えているが，昨今の厳しい就職状況を踏まえ，支援体制の点検を行い，更

なる充実を図る必要がある。（前掲資料２－L（21ページに前出），２－２－②－５（21ページに前出），別添資料

７－３－①－１，資料７－K，７－L）。 

 

（資料７－I） 

 

 

（出典：学生生活のしおり，P39～41） 
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（資料７－J） 

保健管理センター利用状況（学生関係分） 

 

（出典：学務課調べ） 

 

（資料７－K） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生生活のしおり，P55～56） 
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（資料７－L） 

就職支援室行事日程（平成21年度） 

 

（出典：学務課調べ） 

 

別添資料7-3-①-1  就職の手引き（2011年度版） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  オフィスアワー，学生支援教員及び指導教員等の協力を得て，全学的な相談体制をとっている。また，学生相

談室，保健管理センター，就職支援室において，きめ細やかな相談に応じている他，ハラスメントの相談体制等

を整備している。学生の健康相談，生活相談，進路相談，各種ハラスメント相談等のための必要な相談・助言体

制は整備され，，機能していると判断する。 

 

 

観点７－３－②： 特別な支援を行うことが必要と考えられる学生への生活支援等を適切に行うことのできる状

況にあるか。また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学において，特別な生活支援を必要とする者としては，留学生，障害のある学生，災害被災者等が対象とな

る。 

  留学生に対する生活支援については，大学教育センター留学生支援室，国際企画課，指導教員，チューターが

連携して行っている（前掲資料２－L（21ページに前出），２－２－②－７（21ページに前出），７－C（95ペー

ジに前出））。日常生活に関しては，入学時に国際企画課において，特に地域の生活習慣，ゴミの分別方法，冬季

の水道凍結に関する留意事項等生活上の基本情報の指導を行っているほか，関係教職員，チューター等が個別の

相談に適宜応じている。 

留学生用の住居として国際交流会館を提供しており，常時100％に近い入居率で運営している（資料７－M，別
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添資料７－３－②－１）。また，民間アパート等を紹介する必要が生じた場合は，国際企画課において低廉な家賃

の物件を紹介するとともに，入居の際に留学生が保証人を確保する負担を軽減するため，「帯広畜産大学外国人留

学生賃貸住宅連帯保証事業」を実施している（別添資料７－３－②－２）。 

また，障害のある学生に対し，学生相談室が中心となって問題解決に当たり，災害の被災者については，学生

支援機構の奨学金を紹介するなど，個々の状況に応じた対応を学生支援教員等が行っている（前掲資料７－B（91

～93ページに前出））。 

 

（資料７－M） 

 

（出典：大学概要，P28） 

 

別添資料7-3-②-1  帯広畜産大学国際交流会館規程（大学ホームページ（学内限定）） 

別添資料7-3-②-2  帯広畜産大学外国人留学生賃貸住宅連帯保証事業実施要項 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  留学生等特別な支援が必要と考えられる者に関しては，担当支援室，担当教員，事務職員，チューター等が連

携し，きめ細やかな対応による適切な生活支援を行うことのできる状況にある。また，留学生の宿舎受入等の支

援をきめ細やかにおこなっていることから，必要に応じて適切に生活支援等を行っていると判断する。 

 

 

観点７－３－③： 学生の経済面の援助が適切に行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  学生への経済面の援助に関しては，奨学金の給付・貸与や授業料・入学料免除を実施するとともに，学生寮を
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設置するなどの支援を行っている。それらに関する審議，運営は規則に基づいて大学教育センターが行っている

（前掲資料２－L（21ページに前出），２－２－②－１（21ページに前出））。 

  海外の大学間交流協定を締結している大学へに留学する日本人学生に対しては，留学生交流支援制度（短期派

遣）を活用し，奨学金として月額８万円を支給している（前掲資料５－E（50ページに前出））。 

  学生への奨学金としては，日本学生支援機構，地方公共団体，民間奨学団体及び国際連合大学私費留学生育英

資金貸与事業の各種奨学金のほか，大学独自の奨学金として，大学院畜産学研究科畜産衛生学専攻外国人留学生

特別選抜奨学金，帯広畜産大学後援会による奨学金が整備されている（別添資料７－３－③－１～３，資料７－O，

７－P）。 

  授業料授業料の減免措置としては，授業料免除のほか，授業料徴収猶予の制度が設けられている（資料７－O，

７－Q，別添資料７－３－③－４～５）。 

  学生寮は，大学構内に設置し運営している（資料７－R，別添資料７－３－③－６）。 

 

（資料７－O） 

大学院畜産学研究科畜産衛生学専攻外国人留学生特別選抜奨学金等 

 

（出典：大学院畜産学研究科修士課程・博士前期課程学生募集要項 

（前掲資料４－２－②－１，P４（42ページに前出））） 
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（資料７－P） 

奨学金支給実績（平成21年度） 

 

 

（出典：学務課調べ） 
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（資料７－Q） 

授業料免除実施実績 

 

（出典：学務課調べ） 

 

（資料７－R） 

 

（出典：学生生活のしおり，P25） 

（入居状況） 

 

（出典：学務課調べ） 
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別添資料7-3-③-1  独立行政法人日本学生支援機構奨学金制度 

別添資料7-3-③-2  帯広畜産大学独立行政法人日本学生支援機構奨学生推薦選考基準 

別添資料7-3-③-3  帯広畜産大学後援会奨学金に関する取り扱い要項 

別添資料7-3-③-4  学則，大学院学則に定める入学料，授業料の免除及び徴収猶予に関する条項 

別添資料7-3-③-5  帯広畜産大学における入学料，授業料の免除及び徴収猶予並びに 

寄宿料の免除の取扱いに関する規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000198.htm） 

別添資料7-3-③-6  帯広畜産大学学生寄宿舎管理運営規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000176.htm） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 学生の経済面の援助については，外部奨学金制度の活用の他，本学独自の奨学金制度を創設している。授業料

免除に関しては，免除の他，授業料徴収猶予の制度を設けている。また，学生への経済面での支援は，規則に基

づき厳格に行われている。 

これらのことから，学生の経済面の援助は適切の行われていると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

  授業科目選択のために，全学的にすべての科目においてシラバスを整備し，大学ホームページ等で公表してい

る。また，新入生に対しては学部または大学院全体としてのオリエンテーションで詳細な説明を行っている。学

生支援教員制度やオフィスアワー等による学生ニーズの把握，学長と学生連絡員との懇談会の開催等の取組を行

い，学習支援及び生活支援に関する学生のニーズの把握に努めている。また，本学独自の奨学金制度を創設し，

学生支援の強化を図っている。 

 

【改善を要する点】 

  大学教育センター就職支援室において，きめ細やかな相談等を行っているが，昨今の厳しい就職状況を踏まえ，

支援体制の点検を行い，更なる充実を図る必要がある。 

 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

 授業科目選択のために，シラバスの充実を図り，学生支援教員等を通して詳細なガイダンスを行っている。また，

新入生に対しては，特にきめ細やかなオリエンテーションを実施している。 

 学生支援教員制度は，入学から卒業まで学生を支援する重要な柱となっている。また，オフィスアワー，指導教

員制度等の設置で学習相談を充実し，きめ細やかな相談体制を整備している。 

 学長との懇談会や「学生相談室」の設置等の多様な取組を行い，学習支援に関する学生のニーズを把握するとに

努めている。 

 サークル活動に対する環境整備，表彰等を通して積極的に課外活動を支援しており，学生の要望に対しては可能

な範囲で対応している。 

http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000198.htm�
http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000176.htm�
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 オフィスアワー，学生支援教員及び指導教員等の協力を得て，全学的な相談体制をとっている。また，「学生相談

室」，保健管理センター，就職支援室等においてきめ細やかな相談に応じている他，ハラスメントの相談体制等を整

備している。これらの相談体制は十分機能している。 

 学生の経済面の援助については，外部奨学金制度の活用の他，本学独自の奨学金制度も創設しており，この取組

は優れていると判断する。授業料免除に関しては，免除制度の他，授業料徴収猶予の制度を設けている。 

 以上のことから，本学の学生支援等は適切に行われていると判断する。 
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基準８ 施設・設備 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点８－１－①： 大学において編成された教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわしい施設・設備

が整備され，有効に活用されているか。また，施設・設備のバリアフリー化への配慮がなさ

れているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学は，職員宿舎を別地区に保有しているが，主要キャンパスは集約されており，職員宿舎を除いた校地面

積は1,870,979㎡である。この校地面積は，大学設置基準第37条に規定する面積を遙かに超えており，その内

訳は，圃場を含む附属研究施設の校地面積 1,473,252㎡（78.7%）が大半を占め，校舎敷地は321,955㎡（17.2%）

があてられ，特色ある実験実習を行っている（資料８－A，別添資料８－１－①－１）。 

  宿舎等宿泊施設を除く校舎面積は 68,678㎡であり，大学設置基準第 37条の２号に規定する基準面積 33,076

㎡の２倍以上となっており，学生一人あたりでは校舎敷地面積で 293㎡，校舎面積で62㎡が学習活動や課外活

動のために提供されている（資料８－A，別添資料８－１－①－２）。 

これらの施設のバリアフリー化の整備状況としては，各施設の建物出入り口のスロープ化，多目的トイレの

設置，エレベーターの設置等を行っており，今後もより使いやすい施設となるよう順次バリアフリー化を進め

ている（別添資料８－１－①－３）。 

  講義室の利用状況は，平均稼働率が56.6％となっており，通常に使用される講義のほか，補講授業，集中講

義，学生の自習，課外活動，更に外部への貸出にも利用されている（別添資料８－１－①－４）。 

  そのほか，キャンパスマスタープラン（別添資料８－１－①－５）を策定し，それに基づき，老朽改善や研

究の高度化に対応した施設の計画的な整備を進めており，整備を行う際に「施設の有効活用に関する規程」や

「競争的スペース運用細則」を定め，施設使用料を徴収すること等により共同利用スペースの確保や施設利用

の見直しを行い，有効活用を図っている。また，学生や教職員から整備に対する意見を徴収し，ニーズを反映

した教育研究環境の改善整備を進めている（別添資料８－１－①－６）。 
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（資料８－A） 

校舎等施設一覧 

名称 設置状況 備考 

校
舎
等
施
設 

学長室，会議室， 

事務室等 
 3,881㎡ 

教室等 
講義室（19室1,891㎡），演習室，実験・実習室 

情報処理室（5室554㎡） 

教育研究活動施設

の占有面積等 

52,900㎡：76.98％ 図書館 書庫，閲覧室，グループ学習室，パソコンコーナー 

体育館 体育館・武道場 2,882㎡ 

その他体育施設 

課外活動施設 

グランド，野球場，サッカー場，ラグビー場， 

テニスコート，アイスホッケー場，弓道場， 

サークル棟，合宿棟，コミュニケーションプラザ 

 

共同教育研究施設 

原虫病研究センター，地域連携推進センター 

動物・食品衛生研究センター，情報処理センター 

保健管理センター，放射性同位元素実験室 
活動状況について

は観点２－１－⑤

参照 附
属
施
設 

家畜病院 

（動物医療センター） 

伴侶動物研究棟，産業動物研究棟，病理解剖検査棟 

実験動物施設 

農場 

（畜産フィールド 

科学センター） 

管理棟，搾乳舎，牛群管理棟，牛舎，農機具庫 

乳製品工場 

（出典：（別添資料8-1-①-2，3より抜粋）：大学設置基準第 36条から第39条） 

 

別添資料8-1-①-1  帯広畜産大学配置図 

別添資料8-1-①-2  帯広畜産大学建物面積一覧表 

別添資料8-1-①-3  構内バリアフリー化状況配置図 

別添資料8-1-①-4  講義室利用状況調査（大学ホームページ（学内限定ページ）） 

別添資料8-1-①-5  キャンパスマスタープラン（大学ホームページ（学内限定ページ）） 

別添資料8-1-①-6  講義棟改修に関する希望調査結果及び改修事業概要について 

（大学ホームページ（学内限定ページ））  

 

【分析結果とその根拠理由】 

  教育研究推進のための施設・設備は，大学設置基準に準拠したうえで整備された環境を提供している。また。

キャンパスマスタープランを策定し，中長期的な整備目標を掲げ，バリアフリー化や有効活用を図りつつ，老

朽施設の改善を計画的に進めている。 

  このことから，大学において編成された教育研究組織の運営及び教育課程の実現に相応しい施設・設備が整

備され，有効に活用されていると判断する。 
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観点８－１－②： 大学において編成された教育課程の遂行に必要なＩＣＴ環境が整備され，有効に活用され

ているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学におけるICT環境は，情報処理センターを中心にシステムを構築し， ICT機能を備えた情報端末を学内

に210台，プリンタ10台，液晶プロジェクタ３台を配置し，管理運営を行っている（資料８－B）。それらの端

末は学内LANを通じて学内専用サーバへの接続やインターネット，メール送受信などが可能となっている。ま

た，教職員，学生などが所有するパソコンからも学内LAN経由で学内専用サーバ接続やインターネット，メー

ル送受信などができる環境となっている。 

  本学では『学術文化の中心として広く知識を授けるとともに深く専門の学芸を教授研究し，国家社会に寄与

し得る人材の育成につとめ，あわせて産業の興隆と文化の進展に貢献すること』を目的とし，この目的達成の

ため，教育・研究・社会貢献に関する活動を日々活発に営んでいる。しかし，高度情報化社会においてこれら

の活動をさらに積極的に推進するためには，安全で適切な情報セキュリティシステムを構築し，情報セキュリ

ティに対する各種の脅威から本学及び本学の教職員（非常勤教職員を含む），大学院生，学部学生，別科学生及

び研究生を含む本学構成員を守るとともに，本学からの不正行為を阻止することが不可欠であった。そのため，

平成19年に帯広畜産大学情報セキュリティポリシー（別添資料８－１－②－１）を制定し，さらに安全で信頼

できるICT環境の整備を日々図り，有効に活用している。 

 

（資料８－B） 

情報端末などの台数一覧 

 

（出典：企画課調べ） 

 

別添資料8-1-②-1  帯広畜産大学情報セキュリティポリシー（大学ホームページ（学内限定ページ）） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  上記記載のとおり，教育課程の遂行に必要なICT環境が整備され，有効に活用されていると判断する。 

 

 

 

 

 

 



帯広畜産大学 基準８ 

- 112 - 

観点８－１－③： 施設・設備の運用に関する方針が明確に規定され，大学の構成員（教職員及び学生）に周

知されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  施設・設備の運用に関する基本方針は「国立大学法人帯広畜産大学不動産管理規程」（別添資料８－１－③－

１）に規定され，それぞれの施設ごとに関連規程において明確に定めている。また，施設の有効活用を図るた

め，「帯広畜産大学有効活用に関する規程」（別添資料８－１－③－２）及び「帯広畜産大学競争的スペース運

用細則」（別添資料８－１－③－３）を定めている。 

  これらの規程等は学内ホームページ中「帯広畜産大学規程集（前掲資料１－A）」への掲載により，学生・教

職員に周知されている。 

また，学生が利用する諸施設については，学生に配布している「学生生活のしおり（別添資料８－１－③－

４，P71～75）」に掲載し，周知しているほか，施設・設備利用に関する安全対策についても「帯広畜産大学安

全の手引き」（別添資料８－１－③－５）を学内ホームページに掲載し，周知を図っている。 

 

別添資料8-1-③-1  帯広畜産大学不動産管理規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000159.htm） 

別添資料8-1-③-2  帯広畜産大学施設の有効活用に関する規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000231.htm） 

別添資料8-1-③-3  帯広畜産大学競争的スペース運用細則（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000229.htm） 

別添資料8-1-③-4  学生生活のしおり「教育研究施設等」 

別添資料8-1-③-5  帯広畜産大学安全の手引き（大学ホームページ（学内限定ページ）） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  施設・設備の運用に関する方針については，本学の諸規則等において定められており，いずれも学内ホーム

ページやその他の手段により，構成員（学生・職員）を含め一般に周知されている。 

  このことから，施設・設備の運用に関する方針が明確に規定され，構成員に周知されていると判断する。 

 

 

観点８－２－①： 図書館が整備され，図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的

に収集，整理されており，有効に活用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学附属図書館は，本学創設時から設置され，「帯広畜産大学図書館は，人と情報をつなぎ，好奇心や探求

心をかきたて，あらたな発見や創造を支援する。」の理念のもと，学生の学習及び教員の教育研究を促進するこ

とを目的に運営されている。 

現施設は昭和 43 年に竣工し，その後，幾度かの改修工事が実施され，平成 21 年度に行った改修工事では，

約５万冊が収納できる手動式集密書架を新設し，数カ所に分散していた雑誌を一箇所にまとめるなど，利用者

の視点に立った図書館づくりをコンセプトとし，総合的な見地から整備・充実を図った。 

また，図書館には，閲覧スペース（座席数：166席）の他に，ブラウジングスペースを設け，新聞コーナー，

http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000159.htm�
http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000231.htm�
http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000229.htm�
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情報処理センターの実習端末，視聴覚教材の閲覧コーナー，CNN 放送及び放送大学の専用受信設備を設置し，

学生の修学を援助するとともに，学生が自由に使用できるグループ学習室を設置し，学生の自主的な学習を促

す環境を提供している（資料８－C）。 

図書館の蔵書等の整備にあたっては，帯広畜産大学附属図書館規程第２条に基づき収集，整理及び保存して

おり（別添資料８－２－①－１），蔵書数については，平成 20年度の蔵書数が約20万冊，ビデオテープ，DVD

等の視聴覚教材は約 1,900タイトルを有している。また，オンラインジャーナルは約 5,000種のタイトルと契

約しており，平成20年度のオンラインジャーナルの利用実績は 86,830件にのぼっている。 

開館時間は，平日が 8：30～21：00（休業期間中は 17：15まで，成績審査終了前の３週間は 22：00まで），

土・日・祝日が9：30～17：30となっている。 

平成21年度の図書館入館者数は，学生，教職員，学外者をあわせて 79,238人となっている。資料の貸出に

ついては，すべての利用者に最大図書 10冊（期間２週間）、雑誌５冊（期間１週間）の貸出を行っており，平

成21年度は学外者に対して1,478冊の貸出があった（資料８－D，別添資料８－２－①－２）。 

平成 19 年６月に，帯広畜産大学学術情報リポジトリ（愛称 OAK：オーク）を公開し，学内の教育研究成果

物について，インターネットを通じて世界へ発信する環境を整えた（資料８－E）。 

このような資料及び情報等の提供環境について，学内の資料については OPAC（オンライン蔵書検索システム）

用の端末を図書館内に 4台設置しているほか，OPACは学内ホームページ上で公開しているため，学内外のイン

ターネットに接続された端末及び携帯電話からも図書や資料が検索可能であり，貸出中の場合は予約も可能と

なっている。その他の資料についても，附属図書館ホームページを入口として Webcat（国立情報学研究所の総

合目録データベース WWW検索サービス）等により他大学の附属図書館や公共図書館の横断検索が可能になって

いる（資料８－F）。 

利用者の要望を図書館運営に反映させるため，平成17年度に図書館利用者アンケートを実施し，平成18年

３月に結果報告書をとりまとめた。その結果を図書館運営委員会において検証し，図書館職員の意識向上，閲

覧コーナーの整備，喫煙コーナーの廃止，館内への飲み物の持ち込みを一部許可（蓋付きペットボトル等に限

る），案内板の設置，書庫内の照明の整備，専門図書の更新等の改善を図った（別添資料８－２－①－３）。 

一般図書は，初めての利用者でも探し出せるように，十進分類法（NDC)により配列し，新着図書を集めた新

着図書コーナー・新着雑誌コーナー，シラバスに掲載している教科書・参考書を集めたシラバス関係図書コー

ナー，基礎の復習の為の高校教科書コーナー，本学の基本理念である「食の安全確保に関わる人材育成を通じ

て，地域および国際社会に貢献すること。」に対する理解を深めるための食の安全・安心コーナー，資格試験資

料コーナー，留学生用資料コーナー，帯広市図書館市民文庫を設け，学生の図書への関心を高めるよう配架を

工夫している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



帯広畜産大学 基準８ 

- 114 - 

（資料８－C） 

附属図書館 

 

 



帯広畜産大学 基準８ 

- 115 - 

 

 

（出典：学生生活のしおり，P71～75） 
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（資料８－D） 

附属図書館利用状況（平成21年度） 

 

（出典：学術情報室調べ） 

 

（資料８－E） 

学術情報リポジトリ 

 

（出典：大学ホームページ URL：http://ir.obihiro.ac.jp/dspace/index.jsp） 

 

http://ir.obihiro.ac.jp/dspace/index.jsp�
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（資料８－F） 

附属図書館ホームページ 

 

（出典：大学ホームページ URL：http://www.obihiro.ac.jp/~library/index.html） 

 

別添資料8-2-①-1  帯広畜産大学附属図書館規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000067.htm） 

別添資料8-2-①-2  帯広畜産大学附属図書館概要 

（URL：http://www.obihiro.ac.jp/~library/gaiyou.pdf） 

別添資料8-2-①-3  図書館利用者アンケート結果報告書 

（URL：http://www.obihiro.ac.jp/~library/enq.pdf） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

上記のとおり，図書館においては，「食の安全・安心」関係図書資料を含め教育研究に必要な図書，学術雑

誌，視聴覚資料，その他の資料が系統的に整備され，有効に活用されていると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

  広大な敷地で本学の特色である実践的な教育研究，実習環境が整っている。また，キャンパスマスタープラ

ンを策定し，中長期的な整備目標を掲げ，計画的に老朽改善を進めている。 

  附属図書館においては，平成21年に行った改修工事により，利用者の視点に立った図書館作りをコンセプト

とした整備・充実を図るとともに，図書の種類をコーナー分けにして，学生の図書への関心を高めるよう配架

を工夫している。 

http://www.obihiro.ac.jp/~library/index.html�
http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000067.htm�
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【改善を要する点】 

  施設・設備について老朽施設の改修が順次行われているが，まだ改修していない施設もあることから，多様

な財源を活用した，効果的な整備の推進が必要である。 

  附属図書館において，縮小する財政の中で，図書館における年次受入図書数が減少しているため，電子ジャ

ーナルの整備や他機関との連携による蔵書の相互補完等により利用環境の維持・向上を図る必要がある。 

 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

  本学は，大学設置基準第37条及び同37条の２号に規定する校地面積，校舎面積を大きく上回っており，特

色ある実学重視の実験実習を行う環境が整っている。 

  校舎等施設及び附属施設は誰でも使いやすい施設となる様にバリアフリー化が進められている。また，キャ

ンパスマスタープランを策定し，中長期的な整備目標を掲げ，順次老朽改修を進めているほか，「施設の有効活

用に関する規程」及び「競争的スペース運用細則」を定め，施設利用の見直しなど有効活用を図っている。 

  教育課程の遂行に必要なICT環境として，情報処理センターを中心に 210台の端末を学生に提供し，有効に

活用されている。また，情報セキュリティに対する各種脅威から本学構成員を守るため，情報セキュリティポ

リシーを制定し，安全で信頼できる ICT環境を整備している。 

  附属図書館は，帯広畜産大学附属図書館規程第２条に基づき，教育研究上必要な資料が系統的に収集，整理

及び保存しており，施設・整備の充実，利用環境の改善には利用者アンケートの結果を反映させるなど，利用

者の視点に立った図書館づくりに重点を置いている。図書館内に自主学習を支援する施設を設けるとともに，

学生の修学を援助すべく図書の配架にも気を配っている。 

  以上の状況から，本学の教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわしい施設・設備，図書等の教育研

究上必要な資料が整備され，有効に活用されていると判断する。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点９－１－①： 教育の状況について，活動の実態を示すデータや資料を適切に収集し，蓄積しているか。 

 

【観点に係る状況】 

  教育の状況についての活動実態を把握する組織として，大学教育センターに教育改善室会議，学部教育部会

議，大学院教育部会議がある（前掲資料２－L（21ページに前出），２－２－②－１～３（21ページに前出））。

これらの委員会等を中心に，成績・学籍等の基本的な教務データは，近年においては教務システムサーバ内に

蓄積し，システム化以前の紙媒体データは，耐火金庫内に厳重に保管している。また，卒業・留年者数及び単

位認定に関する資料，免許・資格取得状況についての情報は，独立行政法人大学評価・学位授与機構の大学情

報データベースに蓄積している。インターンシップ，教育実習及び博物館実習についても，事前ガイダンス及

び事後の報告書の提出，報告会の開催など大学として把握している。 

また，大学ホームページ等に公開しているシラバスを冊子としても配布しており，保存している（前掲資料

５－Q（58ページに前出），５－V（61ページに前出），５－AI（71ページに前出），５－AJ（71ページに前出））。

学生による授業評価アンケート，卒業（修了）生による教育評価，就職先による本学卒業生に対する満足度調

査等を実施し，FD活動の際のテーマとして活用し，保存している（前掲資料６－A（81ページに前出），６－B

（82ページに前出），６－I（86ページに前出），６－１－①－１～２（81ページに前出））。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  それぞれの委員会等において，教育活動の実態を示すデータや資料を収集して蓄積していると判断する。 

 

 

観点９－１－②： 大学の構成員（教職員及び学生）の意見の聴取が行われており，教育の質の向上，改善に

向けて具体的かつ継続的に適切な形で活かされているか。 

 

【観点に係る状況】 

  授業においては，前期・後期に学生による授業評価アンケートを実施し，アンケート結果は担当教員に個別

連絡（フィードバック）し，評価結果や学生からのコメントを教材やプレゼンの改善など，授業改善に役立て

ている（前掲資料６－A（81ページに前出），６－I（86ページに前出））。 

大学に対する要望に関しては，クラス・ユニットごとに連絡員を設けて，学長と学生との懇談会で意見聴取

を行うとともに，出された意見の対応についても学生にフィードバックしている（別添資料９－１－②－１，

前掲資料７－１－②－１（94ページに前出））。 

FD 研修については，学内のホームページに資料や講演を掲載しており，学内周知している（前掲資料６－B

（82ページに前出））。 

 

別添資料9-1-②-1  クラス，ユニットの連絡体制について 
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【分析結果とその根拠理由】 

  上記のとおり，アンケート・懇談等によって学生の意見を聴取システムは機能しており，学生の意見は，教

育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映していると判断する。 

 

 

観点９－１－③： 学外関係者の意見が，教育の質の向上，改善に向けて具体的かつ継続的に適切な形で活か

されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  卒業生・修了生を対象としたアンケートを実施し，在学時に受けた教育に関すること及び生活に関すること

の意見を聴取し，また，就職先企業に対して，本学卒業生の資質及び教育に関する意見聴取を実施し，資料を

分析してデータ化している。これらの意見は，FD研修会においてテーマとして扱い，教育研究の状況に関する

事例の一つとして活用されている（前掲資料６－B（82ページに前出），６－１－①－１～２（81ページに前出））。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  卒業生・修了生アンケートや就職先アンケートの結果を分析して，学内の FD研修会のテーマで教職員の共通

の課題として議論し，自己点検・評価の判断材料として活用している。 

  以上のことから，学外関係者の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に反映されていると判断する。 

 

 

観点９－１－④： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授業内容，教

材，教授技術等の継続的改善を行っているか。 

 

【観点に係る状況】 

 教育改善室の下で，学生に対する授業評価を毎学期実施し，その結果を授業担当教員にフィードバックして

おり，学内ホームページにも評価結果を公表している（前掲資料６－A（81ページに前出），６－I（86ページ

に前出））。また，教員は，シラバスを作成し大学ホームページで公開するとともに，冊子に授業概要を掲載し

学生に配付している（前掲資料５－Q（58ページに前出），５－V（61ページに前出），５－AI（71 ページに前

出），５－AJ（71 ページに前出））。このようなシステムの中で，教育の質の向上と，授業改善をおこなってい

る。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  毎学期行われる授業評価アンケートの結果は各教員へフィードバックしており，その結果を参考として教育

の質の授業内容の向上を図っている。また，文部科学省の公募型経費に採択されるなど継続的な改善を行って

いると判断する。 
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観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントが，適切な方法で実施され，組織として教育の質の向

上や授業の改善に結び付いているか。 

 

【観点に係る状況】 

  組織的な取組として，ファカルティ・ディベロップメント（FD）を実施する際に，必ず１つ以上は参加する

よう出席をとって実施しており，毎回，多くの教員が参加している（前掲資料６－B（82ページに前出），資料

９－A）。 

  また，北海道地区の大学等が連携・協同し，FD・SD及びTADの推進に係る情報の交換・共有やプログラムの

共同開発を目的とする北海道地区FD・SD推進協議会に参加し，他大学等が開催しているセミナーに職員を派遣

している。 

 

（資料９－A） 

FD参加人数実績（平成21年度） 

 実施日 参加者数 

第1回 平成21年4月24日 89人 

第2回 平成21年7月23日 83人 

第3回 平成21年9月15日 63人 

第4回 平成22年1月12日 55人 

（出典：学務課調べ） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  全学的な FD 活動を通して，教育の質の向上や改善を行うためのシステムが整備されており，FD を行うこと

により，個々の教員の事例発表など教育の質の向上のための活発な議論を行うとともに，他大学等が開催して

いるセミナーに参加し，セミナーの内容を FD 研修会で発表するなど，FD 活動が教育の質の向上や授業改善に

結びついていると判断する。 

 

 

観点９－２－②： 教育支援者や教育補助者に対し，教育活動の質の向上を図るための研修等，その資質の向

上を図るための取組が適切に行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  教育支援者並びに教育補助者の資質向上を図るため，事務職員及び技術職員を対象として，学内において研

修会を実施している（資料９－B）。 

  事務職員の職務内容は年々多様化・複雑化の傾向にあり，特に，留学生の増加や海外との交流の拡大等に伴

い，高度の外国語能力を有する職員の養成が喫緊の課題となっていることから，毎年，学外英会話教室の講師

を招いて英会話研修を実施し，さらに，本学と学術交流協定を締結している海外の大学や，海外の語学学校等

に，毎年１～２名の職員を派遣することにより，語学力の向上を精力的に図っている。 

また，放送大学の授業科目を利用した教養研修を毎年実施し，各職員が職務に関連した科目等を自主的に選

択・受講することを通じて，複雑な諸問題を解決するために求められる幅広い知識の習得と柔軟な発想の涵養
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を図っている。 

 

（資料９－B） 

平成21年度職員研修会開催実績 

研修名等 開催時期 受講対象 講師等 

初任職員研修会 H21.4 新任教職員 役員，学内教職員 

事務職員英会話研修 H21.10～12 事務・技術職員 外部講師 

事務職員教養研修 通年 事務・技術職員 放送大学を利用 

事務職員等海外派遣研修 H21.12 事務・技術職員  

（出典：総務課調べ） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

上記のとおり，本学においては教育支援者並びに教育補助者の資質向上のため，事務職員及び技術職員を積

極的に研修に参加させており，教育支援者や教育補助者に対し，教育活動の質の向上を図るための研修等，そ

の資質の向上を図るための取り組みは適切に行われていると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

  高度の外国語能力を有する職員の養成を図るべく，語学系の研修を精力的に実施している。 

 

【改善を要する点】 

語学研修を受講した職員が，得られた知識を継続的に生かしていくことができるよう，適切な人員配置を行

う配慮が必要である。 

 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

教育活動の実態を示す基本的な教務データは，教務システムサーバ，耐火金庫及び大学情報データベースに

蓄積されている。また，授業評価アンケートデータにおいても，学内ホームページに蓄積され，評価結果は教

員にフィードバックし，教材等の改善など授業改善に役立てている。 

全学的な FD 研修会を実施するとともに，他大学等が開催しているセミナーに参加し，セミナーの内容を FD

研修会で発表するなど，FD活動を教育の質の向上や授業改善に役立てている。 

教育支援者並びに教育補助者の資質向上を図るため，事務職員及び技術職員を対象として，学内において研

修会を実施し，特に，留学生の増加や海外との交流の拡大等に伴い，高度の外国語能力を有する職員の養成が

喫緊の課題となっていることから，毎年，学外英会話教室の講師を招いて英会話研修を実施している。 

以上のように，教育活動の質の向上を図るための取組が適切に行われていると判断する。 
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基準 10 財務 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点10－１－①： 大学の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。 

また，債務が過大ではないか。 

 

【観点に係る状況】 

平成16年に国立大学法人に移行されたことにより，政府から本学に対して出資された財産の価額の合計額は，

5,366,110千円（別添資料10－１－①－１）である。 

平成 21年３月 31日現在の資産は，固定資産 8,214,069千円及び流動資産 1,425,019千円の合計額 9,639,088

千円であり，負債は，固定負債1,372,746千円及び流動負債1,182,482千円の合計額2,555,228千円である。ま

た，資産のうち現金及び預金は1,319,962千円であり，流動負債中の未払金は 648,329千円である（別添資料10

－１－①－２）。なお，平成20年度における，一年以内に償還又は支払うべき債務（流動負債）に対し，一年以

内に現金化が可能な資産がどの程度確保されているかを示す流動比率は 120.5％である（別添資料10－１－①－

３，P11）。 

資産の保有額は，観点８－１－①に係る状況に掲げた教育研究のための施設整備等を要因に，国立大学法人移

行時から平成20年度期末までに2,653,719千円増加している（資料 10－A）。 

 

（資料10－A） 

貸借対照表推移（法人移行時～平成 20年度末） 

（単位：千円） 

時期 

区分 

法人移行時 
平成16年 
４月１日 

16年度期末 
平成17年 
３月31日 

17年度期末 
平成18年 
３月31日 

18年度期末 
平成19年 
３月31日 

19年度期末 
平成20年 
３月31日 

20年度期末 
平成21年 
３月31日 

法人移行時 
からの 
増減額 

資 産 

の 部 

固 定 資 産 6,761,954 6,527,480 7,607,290 7,776,783 8,017,475 8,214,069 1,452,115 

流 動 資 産 223,414 982,651 1,283,611 1,681,481 1,574,825 1,425,019 1,201,605 

計 6,985,369 7,510,131 8,890,900 9,458,264 9,592,300 9,639,088 2,653,719 

負 債 

の 部 

固 定 負 債 2,200,340 1,875,439 1,502,891 1,409,892 1,294,337 1,372,746 △ 827,594 

流 動 負 債 318,760 1,296,421 1,302,490 1,560,902 1,344,054 1,182,482 863,722 

計 2,519,760 3,171,860 2,805,381 2,970,794 2,638,391 2,555,228 35,468 

純資産 

の 部 

資 本 金 4,462,026 4,462,026 4,462,026 4,462,026 4,462,026 4,462,026 0 

資本剰余金 182 △ 288,296 1,445,518 1,702,962 2,056,068 2,172,518 2,172,336 

利益剰余金 4,060 164,541 177,976 322,482 435,815 449,316 445,256 

計 4,466,269 4,338,271 6,085,519 6,487,470 6,953,909 7,083,859 2,617,590 

負 債 ・ 純 資 産 合 計 6,985,369 7,510,131 8,890,900 9,458,264 9,592,300 9,639,088 2,653,719 

注）単位未満を四捨五入して表示しているため，合計額が合致しない場合がある。 

（出典：法人化移行時は財務課調べ，平成16年度期末から平成20年度期末は各時点での貸借対照表） 

 

別添資料10-1-①-1 国立大学法人帯広畜産大学に対して政府が出資した財産の価額の決定について 

   （平成17年６月20日 17文科高第223号） 

別添資料10-1-①-2 貸借対照表（平成16年度期末から平成20年度期末の５年分） 

別添資料10-1-①-3 平成20事業年度財務分析 
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【分析結果とその根拠理由】 

本学が保有する資産は，平成20年度期末において総額9,639,088千円であり，その大部分を国立大学法人化の

時点で，政府から出資されたものである。法人化以降の５年間においても，教育研究のための施設整備を進めて

おり，大学の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有していると判断する。 

また，債務の状況については，平成20年度期末時点での現金及び預金の保有額 1,319,962千円に対し，未払金

は648,329千円であり，また，流動比率も120.5％であることから，債務は過大ではないと判断する。 

 

 

観点10－１－②： 大学の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継続的に確保

されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学の主な経常的収入は，文部科学省からの運営費交付金，授業料，入学料及び検定料の学生納付金等の自己

収入，産学連携等研究収入及び寄附金収入等の外部資金から構成されており，平成16年度から20年度までの５

年間の収入額の総計は，約45億円から50億円の範囲で推移している（資料10－B）。 

本学の経常的収入の約６割を占める運営費交付金は，約28億円から30億円の範囲で推移しているが，効率化

係数による減額の影響により，平成17年度以降は減少傾向にある。 

自己収入のうち，学生納付金収入については，学生収容定員の大部分を占める学士課程及び博士前期（修士）

課程の定員充足率が５年間平均で 106％と安定した（資料10－C）ことから，収入額も約７億１千万円から７億８

千万円の範囲で安定して推移している。また，外部資金については，平成16年度以降の年度間でばらつきがある

ものの，約８億円の収入額を安定して確保しており，経常収益に対する外部資金（受託研究収益，受託事業収益

及び寄附金収益の合計）の比率を示す外部資金比率が，全国立大学法人中で５位から11位の幅で推移しており，

全国的にも高い水準となっている（前掲資料10－１－①－３，P14及びP19（123ページに前出））。 
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（資料10－B） 

経常的収入額推移（平成 16～20年度） 

（単位：百万円） 

16年度

17年度

18年度

19年度

20年度

3,030

3,095

3,075

3,003

2,825

714

767

783

775

767

124

112

128

144

146

862

1,038

872

830

796

運営費交付金

自己収入（授業料、入学料及び検定料）

自己収入（雑収入）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等

 

（出典：各年度決算報告書） 

 

（資料10－C） 

学生収容定員・学生数推移（平成16～20年度） 

（人数は各年度５月１日現在） 

年度  

区分 
16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 平均 

学生収容定員 

（人） 

学 士 課 程 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100 

博士前期（修士）課程 112 112 112 112 112 112 

博 士 後 期 課 程 
  

7 14 21 14 

別 科 60 60 60 60 60 60 

計 1,272 1,272 1,279 1,286 1,293 1,280 

学 生 数 

（人） 

学 士 課 程 1,156 1,158 1,171 1,168 1,155 1,162 

博士前期（修士）課程 105 116 112 132 130 119 

博 士 後 期 課 程 
  

14 26 34 25 

別 科 41 40 43 37 25 37 

計 1,302 1,314 1,340 1,363 1,344 1,333 

定 員 充 足 率 

（％） 

学 士 課 程 105 105 106 106 105 106 

博士前期（修士）課程 94 104 100 118 116 106 

博 士 後 期 課 程 
  

200 186 162 176 

別 科 68 67 72 62 42 62 

計 102 103 105 106 104 104 

（出典：各年度大学概要） 

 

別添資料10-1-②-1 決算報告書（平成16年度から平成20年度の５年分） 

4,534 

4,752 

4,858 

5,012 

4,730 
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【分析結果とその根拠理由】 

経常的収入の大部分を占める運営費交付金は，平成17年度以降，効率化係数による減額により減少傾向にある。

しかし，学生納付金及び外部資金による収入を安定して確保しており，大学の目的に沿った教育研究活動を安定

して遂行するための経常的収入は，継続的に確保されていると判断する。 

 

 

観点10－２－①： 大学の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計画等が策定

され，関係者に明示されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学の中期目標を達成するための中期計画において，平成16年度から平成21年度の６年間に係る予算，収支

計画及び資金計画について，役員会及び経営協議会の議決を経た上で文部科学大臣へ申請し，認可を受けている

（別添資料10－２－①－１）。また，平成16年度以降の各年度においても，年度計画において当該年度に係る予

算，収支計画及び資金計画について，役員会及び経営協議会で審議の上，決定している（別添資料 10－２－①－

２）。 

これらの中期目標及び年度計画は，大学ホームページにおいて公開しており，学内外の関係者に明示している

（前掲資料１－２－①－１（６ページに前出），別添資料10－２－①－３）。 

 

別添資料10-2-①-1 国立大学法人帯広畜産大学中期計画抜粋 

   （（別紙）予算（人件費の見積りを含む。），収支計画及び資金計画） 

別添資料10-2-①-2 国立大学法人帯広畜産大学平成 21年度計画抜粋 

   （（別紙）予算（人件費の見積りを含む。），収支計画及び資金計画） 

別添資料10-2-①-3 平成21年度年度計画 

   （URL：http://www.obihiro.ac.jp/kokai/agency/21nendo.pdf） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

上記記載のとおり，中期計画及び年度計画において適切な収支に係る計画を策定し，当該計画について広く関

係者に明示していると判断する。 

 

 

観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

 

【観点に係る状況】 

中期計画及び年度計画に基づき教育研究等の諸業務を行った結果，平成16年度から平成20年度までの５年間

には，毎年度，経常利益，当期純利益及び当期総利益を計上している（資料10－D，別添資料10－２－②－１）。

平成20年度に係る収支の状況は，経常費用4,477,246千円，経常収益4,615,829千円，経常利益138,583千円，

当期純利益133,044千円及び当期総利益143,501千円である。 

http://www.obihiro.ac.jp/kokai/agency/21nendo.pdf�
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（資料10－D） 

損益計算書推移（平成16年度～平成20年度） 

（単位：千円） 

時期   

区分 
16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 総計 

経 常 費 用 (a) 4,207,377 4,530,497 4,682,229 4,774,228 4,477,246 22,671,578 

経 常 収 益 (b) 4,368,002 4,543,344 4,823,540 4,890,727 4,615,829 23,241,442 

経 常 利 益 (b-a) 160,625 12,847 141,311 116,498 138,583 569,864 

臨 時 損 失 (c) 67,214 944 681 4,011 15,801 88,651 

臨 時 利 益 (d) 71,130 1,533 3,876 846 10,262 87,647 

当 期 純 利 益 (e)=b+d-a-c 164,541 13,435 144,506 113,333 133,044 568,859 

目的積立金取崩額 (f) 0 0 0 0 10,457 10,457 

当 期 総 利 益 (e-f) 164,541 13,435 144,506 113,333 143,501 579,316 

注）単位未満を四捨五入して表示しているため，合計額が合致しない場合がある。 

（出典：各年度の損益計算書） 

 

別添資料10-2-②-1 損益計算書（平成16年度から平成20年度の５年分） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

上記記載のとおり，中期計画及び年度計画に基づき業務を行い，毎年度当期総利益をあげていることから，支

出超過となっていないと判断する。 

 

 

観点 10－２－③： 大学の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む。）に対し，

適切な資源配分がなされているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学では，予算管理細則において，毎年度計画予算の編成に当たり，具体的な考え方を示した方針として，予

算編成方針を役員会及び経営協議会の議決を経て学長が策定することとしている（別添資料 10－２－③－１）。

平成21年度計画予算の編成に係る予算編成方針では，予算編成に対する基本的な考え方，基本方針及び重点的に

考慮すべき点を定めており（別添資料 10－２－③－２），この予算編成方針に基づき，年度計画予算の基礎とな

る予算実施計画を，役員会及び経営協議会の議決を経た上で，学長が策定している（別添資料 10－２－③－３）。 

平成21年度予算実施計画では，中期目標及び中期計画の達成に向けた重点整備事項として特別事業費，営繕費，

設備更新費を配分している。また，教育に係る経常的経費として，授業運営費を各授業科目担当教員からの見積

を基に査定の上配分しているほか，教員の教育研究に係る基盤的経費として，教員１人あたり60万円の教員基礎

活動費を配分している。 

また，本学では，予算実施計画の他に科学研究費補助金間接経費及び受託研究等間接経費を財源に，学長裁量

による戦略的経費として教育研究改善プロジェクトを設け（別添資料 10－２－③－４），学長の判断により，教

育・研究・社会貢献活動の促進を図るプロジェクトに対する重点的な経費の配分を行っており，平成21年度には

55件のプロジェクトに総額48,155千円の経費を配分している（資料 10－E）。なお，教育研究改善プロジェクト

のうち，経費区分の一般研究については，科学研究費補助金等の外部資金による研究費の獲得を支援する経費と
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位置付け，科学研究費補助金又はその他の外部資金への申請を行っていることを本プロジェクト申請の条件とし

ており，この取組が，観点10－１－②に係る状況に記載した，高い外部資金比率を維持する一要因となっている。 

 

（資料10－E） 

教育研究改善プロジェクト申請・配分推移（平成 17年度～平成21年度） 

（金額単位：千円） 

経 費 区 分 
申請件数及び申請額 採択件数及び配分額 

備   考 
17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 

大型研究プロジェクト 
<21件> 

50,319 

<21件> 

54,296 

<18件> 

42,119 

<16件> 

45,500 

<20件> 

42,276 

<11件> 

16,768 

<13件> 

25,275 

<11件> 

18,403 

<14件> 

28,362 

<14件> 

22,369  

学
術
研
究
助
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

学術奨励 
<8件> 

7,188 

<10件> 

9,919 

<6件> 

4,896 

<11件> 

9,378 

<3件> 

1,449 

<5件> 

3,475 

<6件> 

4,681 

<3件> 

2,320 

<10件> 

6,600 

<3件> 

1,256 

平成21年度は新規募集

停止 

一
般
研
究 

若手奨励 
<9件> 

8,975 

<7件> 

6,513 

<11件> 

10,228 

<9件> 

8,920 
－ 

<9件> 

7,180 

<5件> 

3,609 

<5件> 

3,528 

<4件> 

2,976 
－ 平成21年度に区分廃止 

予備研究 
<19件> 

17,809 

<20件> 

19,364 

<15件> 

14,844 
－ － 

<8件> 

6,325 

<10件> 

7,941 

<6件> 

4,705 
－ － 平成20年度に区分廃止 

特定研究（１） 
<10件> 

9,439 

<7件> 

6,696 

<9件> 

8,868 

<21件> 

20,775 
－ 

<5件> 

3,631 

<1件> 

795 

<3件> 

2,343 

<12件> 

9,436 
－ 平成21年度に区分廃止 

特定研究（２） 
<8件> 

13,801 

<6件> 

9,885 

<6件> 

10,827 
－ － 

<5件> 

6,679 

<3件> 

3,860 

<1件> 

904 
－ － 

平成20年度に，(1)，(2)

の区分を廃止 

小 計 
<46件> 

50,024 

<40件> 

42,458 

<41件> 

44,767 

<30件> 

29,695 

<33件> 

30,923 

<27件> 

23,815 

<19件> 

16,205 

<15件> 

11,480 

<16件> 

12,412 

<26件> 

18,634 

平成21年度に区分を一

般研究に一本化 

計 
<54件> 

57,212 

<50件> 

52,377 

<47件> 

49,663 

<41件> 

39,073 

<36件> 

32,372 

<32件> 

27,290 

<25件> 

20,886 

<18件> 

13,800 

<26件> 

19,012 

<29件> 

19,890  

教育研究スタートアップ 

プロジェクト 
－ － － － 

<12件> 

5,896 
－ － － － 

<12件> 

5,896 
平成21年度に新設 

合   計 
<75件> 

107,531 

<71件> 

106,673 

<65件> 

91,782 

<57件> 

84,573 

<68件> 

80,544 

<43件> 

44,058 

<38件> 

46,161 

<29件> 

32,203 

<40件> 

47,374 

<55件> 

48,155  

（出典：財務課調べ） 

 

別添資料10-2-③-1 帯広畜産大学予算管理細則（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000163.htm） 

別添資料10-2-③-2 平成21年度帯広畜産大学予算編成方針 

別添資料10-2-③-3 平成21年度予算実施計画書（予算配分） 

別添資料10-2-③-4 平成21年度教育研究改善プロジェクトの募集について（通知） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

上記記載のとおり，毎年度の予算配分では，所要の手続きを経て策定した予算編成方針に基づき，中期目標及

び中期計画の達成に向けた重点的な資源配分と，経常的に必要な教育研究経費の配分を実施している。また，教

育研究改善プロジェクトの実施により外部資金申請を促すなど，大学の目的を達成するための適切な資源配分を

行っていると判断する。 
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観点10－３－①： 大学を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

 

【観点に係る状況】 

財務諸表等については，関係法令に基づき，文部科学大臣の承認後，官報に公告し（別添資料10－３－①－１），

かつ，財務諸表，事業報告書，決算報告書及び監事の意見を記載した書面を，事務局内に備え置くとともに大学

ホームページに掲載している（前掲資料10－２－①－３（126ページに前出））。 

 

別添資料10-3-①-1 官報（平成21年９月28日 号外第206号）抜粋 

 

【分析結果とその根拠理由】 

上記記載のとおり，財務諸表等について，官報への公告及び大学ホームページに掲載していることにより，内

外に公開していることから，大学を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されていると判断する。 

 

 

観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

財務に関する会計監査は，財務課の監査，監査室の監査，監事の監査及び会計監査人の監査が実施されており，

監査室については，学長直轄の組織であることから，独立性が担保されている（別添資料10－３－②－１）。 

財務課総務係において日常的に会計伝票の監査を行うとともに，帯広畜産大学内部監査事務取扱規程（別添資

料10－３－②－２）に基づき，財務課職員等に監査員を命じ，原則として毎年５月に財務会計経理に関する内部

監査を実施し，予算の執行及び会計の適正に努めている（別添資料10－３－②－３）。 

監査室においても帯広畜産大学監査室内部監査規程（資料 10－３－②－４）に基づき，あらかじめ学長に提出

し承認を得た監査計画により監査を実施している（別添資料10－３－②－５）。 

監事監査については，帯広畜産大学監事監査規程（資料 10－３－②－６）及び帯広畜産大学監事監査実施細則

（資料10－３－②－７）に基づき，会計監査は，毎月，合計残高試算表による執行状況の確認等の月次監査，例

年12月頃に監査項目を定めて行う臨時監査（別添資料10－３－②－８），会計監査人からの報告を受けて行う決

算報告書，財務諸表等の年次監査を実施している（別添資料10－３－②－９）。 

会計監査人の監査については，文部科学大臣が選任した会計監査人により，国立大学法人法の規定に基づき財

務諸表，事業報告書，決算報告書の監査を実施している（別添資料10－３－②－９）。 

 

別添資料10-3-②-1  運営組織図・機構図（URL：http://www.obihiro.ac.jp/daigaku/kikou.html） 

別添資料10-3-②-2  帯広畜産大学内部監査事務取扱規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000157.htm） 

別添資料10-3-②-3  内部監査報告書 

別添資料10-3-②-4  帯広畜産大学監査室内部監査規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000166.htm） 

別添資料10-3-②-5  監査報告書（監査室） 

http://www.obihiro.ac.jp/daigaku/kikou.html�
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別添資料10-3-②-6  帯広畜産大学監事監査規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000167.htm） 

別添資料10-3-②-7  帯広畜産大学監事監査実施細則（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000168.htm） 

別添資料10-3-②-8  監査結果報告書 

別添資料10-3-②-9  監事・監査人の監査報告書（平成 20事業年度） 

（http://www.obihiro.ac.jp/kokai/agency/20kannsa.pdf） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

会計監査は，財務課総務係において日常的に会計伝票の監査を行うとともに，財務課職員等に監査員を命じ，

原則として毎年５月に財務会計経理に関する内部監査を実施している。また，会計監査人による監査，監査室に

よる監査，監事による監査も実施されていることから，会計監査等が適正に行われていると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

運営費交付金を除く経常的収入の確保について，安定した学生数の確保及び積極的な外部資金獲得に向けた取

り組みにより，継続的に確保している。特に，外部資金については，全国立大学法人の中でも高い外部資金比率

となっている。 

また，教育研究活動に対する資源配分について，中期目標及び中期計画の達成に向けた重点的な配分，経常的

な教育研究経費の確保並びに外部資金に係る間接経費を活用した戦略的な資源配分を実施している。 

 

【改善を要する点】 

効率化減の影響により運営費交付金収入が減少傾向にあることから，教育研究経費の確保のために，さらなる

外部資金の確保や管理運営に係る経費の節減に向けた取り組みが必要である。 

 

 

（３）基準 10の自己評価の概要 

本学は，国立大学法人化の時点で政府から出資されたものを中心に，大学の目的に沿った教育研究活動を安定

して遂行できる資産を有している。また，経常的収入も安定し，かつ継続的に確保しており，教育研究活動を将

来にわたって適切かつ安定して遂行できるだけの財務基盤を有している。 

また，中期計画及び年度計画において適切な収支に係る計画を策定し，毎年度の予算配分において，当該計画

及び予算編成方針に基づき，経常的経費を確保した上で重点的，戦略的な資源配分を実施している。また，中期

計画及び年度計画に基づき業務を行い，毎年度当期総利益をあげており，大学の目的を達成するための活動の財

務上の基礎として，適切な収支に係る計画等を策定し履行している。 

さらに，毎年度の業務の結果による財務諸表等を法令に基づき適切に公表し，会計監査人による外部監査，監

事等による内部監査も適切に行われている。 

http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000167.htm�
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基準 11 管理運営 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点11－１－①： 管理運営のための組織及び事務組織が，大学の目的の達成に向けて支援するという任務を

果たす上で，適切な規模と機能を持っているか。また，危機管理等に係る体制が整備されて

いるか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学は，役員として学長と３名の理事（総務担当，教育・研究担当，社会連携担当）及び監事２名を置いて

いる。 

  管理運営組織は，学長と３名の理事で構成する役員会を設置するとともに，法令に基づく学長選考会議，経

営協議会及び教育研究評議会を設置している。また，学長，理事及び各部門長等により構成する運営連絡会議

を設置し，学内の合意形成，連絡調整を行うことにより機動的な大学運営を行っている（前掲資料10－３－②

－１（129ページに前出））。 

事務組織については，学長直轄として２室，事務局に２部８課１室を置いている（前掲資料３－J（35 ペー

ジに前出））。この体制は，国立大学法人化とともに理事の業務への支援体制を強化することを目的として構築

されたことを始めとして，業務の効率性及び合理化を図りつつ，大学の運営戦略支援を行うため，現在に至る

まで段階的に整備を進めてきた（資料11－A）。 

危機管理体制については，危機管理を総合的かつ計画的に推進するため，理事，副学長，事務局で組織する

学長直轄の担当組織として危機管理室を設置し，危機事象への対処，情報収集，分析及び周知，ガイドライン

及びマニュアルの策定並びに周知等を行っている（別添資料11－１－①－１）。 

また，研究費不正対策を含め，全学的なコンプライアンス体制を構築するため，理事，副学長，事務局で組

織する学長直轄の担当組織としてコンプライアンス室を設置し，法令・社会通念・倫理等の遵守を推進し，不

正防止計画の策定等不正を未然に防ぐ役割を担っている（別添資料11－１－①－２）。 

 

（資料11－A） 

事務局の整備状況 

○平成16年度 理事の業務支援体制強化のため事務組織を企画総務部及び教育研究協力部の２部体制に再編 

        学生支援体制強化の面から教務課と学生課を学務課として統合 

       附属図書館の事務部を学術情報課として事務局に一元化 

○平成17年度 組織としての対応力向上と効率化の観点から事務局にグループ制を導入開始（５課） 

        内部監査体制の強化並びに監事、監査法人等による監査対応強化のため監査室を設置 

○平成18年度 事務局のグループ制を拡大（６課） 

○平成19年度 監査機能の強化と透明性・独立性確保のため監査室を学長直轄組織に再編 

○平成20年度 研究費不正使用防止の観点から物品等検収体制強化のため財務課に検収室を設置 

○平成21年度 外部資金及び原虫病研究センター業務支援体制強化のため研究国際課を研究協力課に改組 

        留学生及び国際交流業務支援体制の強化のため国際企画課を新設 

（出典：総務課調べ） 
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別添資料11-1-①-1  帯広畜産大学危機管理規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000079.htm） 

別添資料11-1-①-2  帯広畜産大学コンプライアンス室規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000005.htm） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  本学の重要事項の審議及び基本方針の決定を行う管理運営執行組織として，役員会，教育研究評議会及び経

営協議会が設置され，その構成は適切なものとなっている。事務組織は，各理事と直結する事務局各部が有機

的な連携により，円滑な法人運営が図られている。また，事務局各課等への適切な人員配置により，限られた

人的資源を有効に活用する方策がとられている。 

  危機管理体制・コンプライアンス体制については，それぞれ学長直轄の担当組織を形成し，予期できない外

的環境の変化等への対応，構成員への法令遵守や研究者倫理等を含めた危機管理等に対応している。 

  以上のことから，管理運営のための組織及び事務組織が，大学の目標に向けて支援するという任務を果たす

上で，適切な規模と機能をもっていると判断する。また，危機管理等に対する体制も整備されていると判断す

る。 

 

 

観点11－１－②： 大学の目的を達成するために，学長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える

組織形態となっているか。 

 

【観点に係る状況】 

  大学の目的遂行に関わる重要事項を審議する組織としては，役員会，経営協議会及び教育研究評議会がある。

大学の目的を達成するため，学長のリーダーシップの下に，これらの会議が種々の案件を審議し承認を行って

いる。また，大学運営における学内合意形成，意思疎通，連絡調整を図るため，役員，副学長，部門長，セン

ター長で組織する運営連絡会議を開催し，役員会，経営協議会，教育研究評議会，各種委員会等の審議事項・

審議結果を伝達し，各部門長等が各部門会議，センター会議において伝達するとともに，意見を聴取し，教育

研究評議会，運営連絡会議等に部門会議等における議論の結果を示すこととし，運営連絡会議と部門会議を活

用して，学内の合意形成及び円滑な意思伝達が可能となる体制を整備している（前掲資料10－３－②－１（131

ページに前出））。さらに，学長のリーダーシップの下に，役員，副学長及び事務で組織する学長室において，

大学運営に関する戦略的事項について企画立案を行っている（別添資料 11－１－②－１）。 

 

別添資料11-1-②-1  帯広畜産大学学長室設置要項（大学ホームページ（学内限定）） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  大学の重要事項を審議する役員会，経営協議会，教育研究評議会が設置され，役員会において大学としての

意思決定を行っている。また，学長室において戦略的事項の企画立案，運営連絡会議・部門会議等において部

門間の連絡調整等，学長のリーダーシップが発揮されながら，大学全体の効果的な意思決定を行える組織形態

となっていると判断する。 

 

 

http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000079.htm�
http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000005.htm�
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観点 11－１－③： 大学の構成員（教職員及び学生），その他学外関係者のニーズを把握し，適切な形で管理

運営に反映されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  学生のニーズの把握は，学生から個別に教員，学務課等に寄せられたものについては，大学教育センターで

管理するとともに，連絡員と学長との懇談会を実施し，ニーズの把握，それに対する対応を行っている（前掲

資料２－L（21ページに前出），２－２－②－１（21ページに前出），７－１－②－１（94ページに前出））。 

  その他学外関係者のニーズの把握としては，非常勤理事は企業経営者，監事は，私学関係者と公認会計士を

充て，役員会等で意見を聴いている。また，経営協議会の学外委員６名は，食品製造業，金融関係，地元企業

の経営者や役員，私学関係者，自治体首長，経済産業局等の各界有識者に委嘱し，民間的発想に基づく大学経

営に関して種々意見，指摘を受けている。また，同窓会各支部会，同窓会役員会等に学長が出席し，ニーズを

把握している。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  学生及び学外関係者のニーズは定期的又は恒常的な把握に努めており，把握したニーズは，適切に管理運営

に反映していると判断する。 

 

 

観点11－１－④： 監事が置かれている場合には，監事が適切な役割を果たしているか。 

 

【観点に係る状況】 

 本学では，非常勤２名の監事が，国立大学法人帯広畜産大学監事監査規程（前掲資料 10－３－②－６（129

ページに前出））及び国立大学法人帯広畜産大学監事監査実施細則（前掲資料10－３－②－７（129ページに前

出））に基づき，業務の合理的かつ能率的な運営を図ること及び会計経理の適正を期することを目的として監査

を実施しており，役員会，経営協議会等の重要な会議に出席し，説明又は意見を述べることができる体制とな

っている。 

また，大学の管理運営に関する諸業務及び会計処理について，適切な助言と指導を得ており，監事監査にあ

たっては，学内規則に基づき，監査室が監事と連携を図りながら監査の事務補助を行っている。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  監事による監査結果は，監事監査規程第第 12条に基づき，学長に報告され，改善すべき事項については改善

措置が講じられている。また，監事は，役員会，経営協議会等において説明又は意見を述べるとともに，学長，

理事等に，大学運営について意見を提言しており，適切な役割を果たしていると判断する。 

 

 

観点11－１－⑤： 管理運営のための組織及び事務組織が十分に任務を果たすことができるよう，研修等，管

理運営に関わる職員の資質の向上のための取組が組織的に行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

役員である学長・理事及び事務局長については，国立大学協会が主催する「大学マネジメントセミナー」に
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参加しており，資質の向上を図っている（資料11－B）。 

 また，教職員については，学内において，管理運営体制や各種制度等を理解させるために，新任教職員を対

象とした新任職員研修会を毎年実施しているほか，学術交流協定を締結している大学や海外の語学学校等への

海外派遣研修を毎年実施しており，海外の大学に派遣を行った際には，視察の他，当該大学の管理運営体制等

に関する調査も行わせている（前掲資料９－B（122ページに前出））。 

さらに，人事院等外部機関で実施される研修については，課長・係長等各階層別に実施される研修や，人事・

会計・学務・情報等の各種実務研修に積極的に参加させている（別添資料 11－C）。 

 

（資料11－B） 

大学マネジメントセミナー 

 

（出典：社団法人国立大学協会ホームページ URL：http://www.janu.jp/seminar/index.html#T4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.janu.jp/seminar/index.html#T4�
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（資料11－C） 

外部機関が実施する研修への参加実績（平成 21年度） 

 

（出典：総務課調べ） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本学では，階層別研修や各種実務研修等多様な研修に多くの職員を参加させており，事務組織が十分に任務

を果たすことが可能となるための取り組みが組織的に行われていることから，管理運営に関わる職員の資質向

上が図られていると判断する。 
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観点11－２－①： 管理運営に関する方針が明確に定められ，その方針に基づき，学内の諸規程が整備される

とともに，管理運営に関わる委員や役員の選考，採用に関する規程や方針，及び各構成員の

責務と権限が文書として明確に示されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  本学の管理運営については，大学の目的に方針を明記している（前掲資料１－A（４ページに前出），前掲資

料１－２－①－１（８ページに前出））ほか，関連の諸規程を整備しており（前掲資料１－E（７ページに前出）），

大学ホームページ上で示されている。また，管理運営に係る委員や役員の選考等についても規定し，大学ホー

ムページ上に明確に示されている。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  管理運営に関する方針を明確に定めており，学内の諸規程を整備しており，管理運営に関わる委員や役員の

選考等についても規定し，大学ホームページ上で明確に示していると判断する。 

 

 

観点11－２－②： 大学の活動状況に関するデータや情報が適切に収集，蓄積されているとともに，教職員が

必要に応じて活用できる状況にあるか。 

 

【観点に係る状況】 

本学では，大学の理念，中期計画・中期目標，情報公開としての学術研究報告，諸会議の開催状況などを大

学ホームページに掲載している（前掲資料１－G（８ページに前出））。また，学内限定ページに学内ニュース，

教職員用掲示板，学内会議情報，大学規則集などが閲覧できるサイトも運用し，学内での情報共有に有効活用

している（資料11－E）。 

また，本学独自の大学情報データベースシステムの構築に向け準備も進めており，平成 22 年度中に教員デ

ータベースを構築し，運用を開始する予定である。他のデータベースについても順次検討し，将来的には全学

的なデータを蓄積したデータベースを作成し，内部評価及び外部評価への対応や，教職員に関わる諸データを

元に各種資料の作成に役立てていく予定である。 
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（資料11－E） 

大学ホームページ（学内限定ページ） 

 
（出典：大学ホームページ（学内限定）） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  大学の目的，計画，活動状況に関するデータや情報を蓄積し，大学ホームページ上で公開しており，必要に

応じて教職員，学生がアクセスできるシステムが構築され，機能していると判断する。 

 

 

観点11－３－①： 大学の活動の総合的な状況について，根拠となる資料やデータ等に基づいて，自己点検・

評価が行われており，その結果が大学内及び社会に対して広く公開されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  自己点検評価の実施体制として，企画評価室（別添資料11－３－①－１）及び企画課を設置している。企画

評価室及び企画課は，各部局の自己点検評価に基づき，大学全体の目的や中期目標に係る計画の進捗状況を調

査・分析し，必要に応じてヒアリングを実施し，改善策を提案している。 

  本学は，国立大学法人評価委員会が実施する中期目標期間に係る業務の実績に関する評価を年度ごとに受け

るとともに，当該評価の報告書作成を通して，年度内に２回，自己点検・評価を実施している。自己点検評価

は，各部局において年度計画の中間時点での進捗状況を自主的に点検・評価した結果を記載する「事業年度に

係る業務の進捗状況（中間評価）に関する調査票（別添資料11－３－①－２）」，その調査票の内容についての

企画評価室が行うヒアリング，及び，その内容を反映させ，年度末に各部局において年度計画の取組状況を自

己点検評価した結果を記載する「事業年度に係る実施状況（年度評価）に関する調査票（別添資料11－３－①

－３）」を各部局における自己評価書と位置付け，実施している。提出された自己評価書は，企画評価室におい

て精査後，「事業年度に係る業務の実績に関する報告書（別添資料11－３－①－４）」を作成し，役員会，教育

研究評議会及び経営協議会を経て国立大学法人評価委員会に提出されている。 
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  「事業年度に係る業務の実績に関する報告書」は，国立大学法人評価委員会によって評価される。評価結果

は，「事業年度に係る業務の実績に関する評価結果（別添資料11－３－①－５）」として示され，役員会，教育

研究評議会及び経営協議会に報告するとともに，企画評価室において評価結果の検証を行い，必要に応じて具

体的な改善措置を講じている。 

  「事業年度に係る業務の実施に関する報告書」及び「事業年度に係る業務の実績に関する評価結果」は，学

内ホームページに掲載し，教職員をはじめ，社会に広く公開している。また，当該機関別認証評価の自己評価

書及び評価結果も同様に学内ホームページに掲載し，教職員をはじめ，広く社会に公開することとしている。 

 

別添資料11-3-①-1  帯広畜産大学企画評価室規程（大学ホームページ 

URL：http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000012.htm） 

別添資料11-3-①-2  平成20事業年度に係る業務の進捗状況（中間評価）に関する調査票 

別添資料11-3-①-3  平成20事業年度に係る実施状況（年度評価）に関する調査票 

別添資料11-3-①-4  平成20事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

（URL：http://www.obihiro.ac.jp/kokai/agency/20zisseki.pdf） 

別添資料11-3-①-5  平成20年度に係る業務の実績に関する評価結果 

（URL：http://www.obihiro.ac.jp/kokai/agency/20hyouka.pdf） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  上記に記載のとおり，資料・データに基づき，大学の活動の総合的状況の自己点検・評価は適切に行われ，

その結果が学内をはじめ広く社会に公開されていると判断する。 

 

 

観点11－３－②： 自己点検・評価の結果について，外部者（当該大学の教職員以外の者）による検証が実施

されているか。 

 

【観点に係る状況】 

  自己点検・評価としての当該事業年度に係る業務実績に関する報告書については，提出前に外部の有識者が

加わる役員会，経営協議会において審議しており，また，この業務実績報告書は国立大学法人評価委員会で検

証を受けている。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  上記に記載のとおり，自己点検・評価の結果について外部者による検証が実施されていると判断する。 

 

 

観点11－３－③： 評価結果がフィードバックされ，管理運営の改善のための取組が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

  国立大学法人評価委員会に提出した事業年度の実績に係る業務実績に関する報告書及び国立大学法人評価委

員会が示す事業年度に係る業務の実績に関する評価結果は，各部局から選出した委員で構成されている運営連

絡会議において報告されており，評価結果が各部局に効率的に伝わるような体制となっている（別添資料11－

http://www.obihiro.ac.jp/~joureisv/JoureiV5HTMLContents/act/frame/frame110000012.htm�
http://www.obihiro.ac.jp/kokai/agency/20zisseki.pdf�
http://www.obihiro.ac.jp/kokai/agency/20hyouka.pdf�
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３－③－１）。自己点検・評価結果や国立大学法人評価委員会の指摘事項は，役員会，教育研究評議会及び経営

協議会に報告するとともに，企画評価室において評価結果の検証を行い，必要に応じて具体的な改善措置を講

じている。特に，国立大学法人評価委員会の平成 18年度の業務の実績に関する評価結果について，企画評価室

において分析した結果，全国共同利用の研究施設である原虫病研究センターについて，共同研究員の公募，共

同利用に関する情報提供等，これまで以上の情報提供が必要であるとの結論に達した。この結果を受け，同セ

ンターでは，国内外の大学，研究機関，国際機関と連携した原虫病の診断・治療・予防に関する総合的研究を

推進する観点から，共同研究の公募を開始したほか，同センターのホームページを大幅に更新し，共同利用に

関する情報提供の改善を図り，評価結果の反映を行った。 

 

別添資料11-3-③-1  運営連絡会議委員名簿（平成22年度 役職員・各種委員会委員等名簿，P４） 

（大学ホームページ（学内限定）） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  上記に記載のとおり，評価結果は速やかに改善につなげる体制ができており，管理運営の改善のための取組

が行われていると判断する。 

 

 

観点11－３－④： 大学における教育研究活動の状況や，その活動の成果に関する情報をわかりやすく社会に

発信しているか。 

 

【観点に係る状況】 

  大学における教育研究活動の状況や，その活動の成果について，迅速に大学ホームページ（前掲資料１－G

（８ページに前出））に掲載するとともに，毎年「国立大学法人帯広畜産大学の取り組み」（別添資料11－３－

④－１）を発行し，同窓会，オープンキャンパス等のイベント，学外での広報活動，地域貢献活動等において

配布し，社会へ発信している。 

 

別添資料11-3-④-1  国立大学法人帯広畜産大学の取り組み 

 

【分析結果とその根拠理由】 

  大学ホームページへの掲載や刊行物の発行により，わかりやすく社会に発信していると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

 管理運営機構を支援する事務組織は，法人化以降，不断の見直しを行っており，新規ニーズ対応及び柔軟な

事務処理に対応できる体制となっている。また，限られた人員を最大限の効果を発揮できるよう配置している。 

 学長のリーダーシップの下，運営連絡会議を通じて，大学運営における学内合意形成，意思疎通，連絡調整

を行っているほか，役員，副学長及び事務で組織する学長室において，大学運営に関する戦略的事項について

企画立案を行っている。 



帯広畜産大学 基準 11 

- 140 - 

 内部研修の実施においては，高度の外国語能力を有する職員の養成を図るべく，語学系の研修を精力的に実

施し，外部機関実施研修においては，役職階層別研修・実務研修を中心に多くの職員を参加させることを通じ

て，管理運営に関わる職員の資質向上が図られた。 

 

【改善を要する点】 

 大学の活動状況について，大学ホームページ内にデータが蓄積され，自己点検・評価に活用されているが，

今後自己点検・評価を効率よく実施するために，大学情報データベースを早期に構築し，活用する必要がある。 

 

 

（３）基準 11の自己評価の概要 

 管理運営組織は，学長と３名の理事で構成する役員会を設置するとともに，法令に基づく学長選考会議，経営

協議会及び役員会を設置している。また，運営連絡会議を設置し，役員会，経営協議会，教育研究評議会，各種

委員会等の審議事項・審議結果を伝達し，各部門長等が各部門会議，センター会議において伝達するとともに，

意見を聴取し，教育研究評議会，運営連絡会議等に部門会議等における議論の結果を示すこととし，運営連絡会

議と部門会議を活用して，学内の合意形成及び円滑な意思伝達が可能となる体制を整備している。さらに，学長

のリーダーシップの下に，役員，副学長及び事務で組織する学長室において，大学運営に関する戦略的事項につ

いて企画立案を行っている。事務組織については，２部８課１室を置き，理事の担当業務の執行を支援する事務

組織の所掌を明確にして業務処理にあたっている。 

 学外のニーズを反映させる方策として，役員会の非常勤理事・監事及び経営協議会の外部委員を各界の有識者

で構成し，民間的発想に基づく大学経営に関して種々意見を聴いている。学生のニーズについては，学生から個

別に教員，学務課等に寄せられたものを大学教育センターで管理するとともに，連絡員と学長との懇談会を実施

し，ニーズの把握及びそれに対する対応を行っている 

 本学では，非常勤２名の監事が，業務監査と財務・会計監査の担当別に分けて監査を行っており，大学の管理

運営に関する諸業務及び会計処理について，適切な助言と指導を得ている。また，監査業務にあたっては，学長

直轄の監査室が内部監査規程に基づき，監事の補助業務を行っている。 

 職員の資質の向上のための取組として，管理運営にあたる役員及び事務職員を，内外で実施される研修に積極

的に参加させることを通じて，管理運営に関わる職員の資質向上のための取組を行っている。 

 大学の自己点検・評価について適切に実施し，その評価結果について広く社会に公開するととに，評価結果を

検証し，管理運営の改善に役立てている。 

 以上のように，大学の目的を達成するために必要な管理運営に係る体制等が機能していると判断する。 
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